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I 理論 篇 恋愛とは 脳 内 現象で ある 

恋愛が セックスに すり 替えられた 現代 社会 10 \ 現代は、 「セックス 翼賛 社会」 だ !9 
\ ー ニ 世紀 ヨーロ ッバに 発生した 「恋愛」 とは、 「異性の 下僕になる こと」 だった 24 \ 
恋愛とは そもそも 物語だった 32 \ 恋愛の べース は、 DN  A が 生み出す 脳 内 ホルモン 
42 \ 恋した 相手と セッ クスした くなる の も 脳 内 ホルモンの 仕業 48 \ なぜ 男は テス トス 
テロン 過剰に 陥り やすいの か？ 52 \ 人間は DNA に 支配され た 機械に すぎない 57 \ 
「一夫一婦 制」 は、 ド ー パ ミンと テストステロンを 抑え 込む ため 62 \ 「脳 内 恋愛」 が 「現 
実 恋愛」 にす り 替えられた 65 / セッ クスに 至る までに 膨大な 消費が 必要と なった 71 
\ 本書が 「脳 内 恋愛の 復権」 を 提案す る わけ 75 \ 「現実 恋愛」 は 本能に 支配され ている 
80 \ 赤ん坊で さえ 外見に 執着す る 83. / 「脳 内 革命」 の 時代 88 \ 「脳 内 恋愛」 に 
還る 93 

n 評論 篇脳内 恋愛の 諸相を 探る 

1 「転身 物語」 と 「電影 少女」 ピグ マリオン !04 \2 『饗宴』 の 両性具有 論と 「らんま 


1\2」 両性具有 III /3 ヵ タリ 派の 弾圧と アキバ 系 差別 現実 か 仮想 か I2I /4 
ヒルデ ガルトと 「オルレアンの 少女」 神様に 脳 内 恋愛した 少女 126 /5 錬金術と 恋愛 
至上 主義 男女の 結合が 奇蹟を 生む !32 \6 『饗宴』 プラトンの イデア 論と 「ル サン チマ 
ン」 イデア 界は 「インタ！ 不 ット」 に 進化した？  ヲ 7 新 プラトン 主義と 「涼 宮 ハル 
ヒの 憂鬱」 世界は、 一 者から 流出した !44 \8 三葉虫と 「火の 鳥 •復活 編」 視覚と 闘 
争と 恋愛 !50 

m 実践 篇脳 内で 物語を 紡ぎ 自らを 癒す 

幼児期の 「脳 内 初体験」 158 / アニメに ょって 決定 づ けられた 恋愛 志向 164 / 偽善者の 
群れの 中には 入らない 167 / 高校 一年で 地獄を 味わぅ 170 / アニメは ひきこもりを も 救 
、っ 174 / 忌避で きない 現実 182 / 醜い 僕は 恋愛の 対象外だった 188 \ 現実 だと 信じた 
物語が 現実と なる !94 

あとがき 映画 版 『素粒子』 に 追加され た 「救い」 202 


はじめに 

脳 内 恋愛とは なに か？ アキバの 「萌 え」 のこと か？ 大多数の 読者は まずそう 思われて 
この 本を 手に 取られた だろう。 

しかし、 この 本の 主張は 違う。 この 本は、 

「恋愛とは すべて 脳 内 恋愛で ある」 

と 主張す る。 

脳 内 恋愛では ない 恋愛な ど、 人間の 世界には そもそも 存在 しないの だ。 

脳 内に しか 存在し ない ものを 脳 外に 求める から、 現代人は 終わりの ない 恋愛 中毒に 陥り、 
不幸に なった。 

だから 今 こそ 「脳 内 恋愛」 の 価値を 復権し なければ ならない。 

それが、 この 本の 主張で ある。 

だがし かし、 僕は 「ニ ユ ー アヵデミズムの 死」 をす でに 宣言して いるので、 この 本には、 
僕の 本は 常にそう であるが、 難解な 思想 ごっこ、 無意味な 言葉 遊びの たぐいは 一切 登場し な 
い。 かわりに 本書では 「歴史的 視点」 と 「科学的 視点」 の 二つの 視点から 脳 内 恋愛に ついて 
の 考察を してみ た。 これが 僕が ものを 考える 時の 基本的な スタンス である。 
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この 本は まず 「I 理論 篇」 において 現代の 恋愛 文化の ル ーッを 歴史的 •文化的に 迪 って 
みせる。 日本の 現代 恋愛は 近代 ョ ー ロッ パから 明治時代に 輸入され た 外来 文化で あるが、 
その もともとの 近代 ョーロ ッバ 恋愛が どのよう にして 生み出され、 なぜ 流行した のかと いう 
問題を 歴史の 観点から 読み 解いて みるの が 「I 理論 篇」 の 前半 部分に あたる。 すると、 近 
代 恋愛の ル ーッが そもそも 「物語」 や 「宗教」 である ことが 明らかになって くる。 恋愛は 脳 
内 恋愛と して 出発した が、 近代 唯物論の 勃興と ともに 「脳 外 恋愛」 こそが 恋愛な の だと 「誤 
解」 されて いったの だ。 

「I 理論 篇」 の 後半では、 恋愛と いう 現象を 脳 科学の 観点から 構造 的に 俯瞰して みた。 も 
ち ろん 脳 科学は 僕の 専門 外で あるし、 まだまだ はじまっ たばかりの 科学な ので 類推と 憶測と 
比喩 ばかりの 内容では あるが、 「歴史的 視点」 と 「科学的 視点」 の 両者が 揃って はじめてな 
にがし かの 評論な り 現代 思想な りと 言える というの が 僕の 信念な ので、 敢えて 書いて みた。 
いずれは 脳 科学の 進展に 基づいて 大幅に 改訂し なければ ならないだろう が、 「恋愛とは 何 か」 
という 思考の 方向 性を 指し示す という 意味は あるだろう。 

「n 評論 篇」 では、 西洋の 古典と 現代 日本の アキバ 系 コンテンッを 恋愛 物語 構造の 観点な 
どから 比較す る。 すると、 意外な ほどに 両者が 似通って いる ことが 判る。 この 章は 「I 理 
論篇」 前半 部を 補塡 する ための 章で ある。 わりと 「遊び」 の 部分 も 多い し、 テ ー マ ごとに 短 
く 区切っ て あるので、 まずは この 章から ばらばらと 読んで もらえる と 良い かと S う。 
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「 In 実践 篇」 は、 筆者 自身の 一〇 代から 二〇 代に かけての 脳 内 恋愛 および 脳 外 恋愛 体験の 
変遷を 記述して みて、 現代人の ひとつの サンプル として 提出して みた。 この 章は 編集者の 意 
図で 書かされ たような ものであるが、 脳 内 恋愛が いかに ある 種の 人間に とって 欠かせな いも 
ので あるかと いう 証拠には なる かと 思う。 

なお、 本書の n と m では アキバ 系 コンテンツの 固有 名が 当然 登場す るが、 これまでの 僕の 
本とは 異なり 一般の 人が 読みやすいよう、 なるべく オタク 専門用語は 使わない ように 配慮し 
た。 
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理論 篇 恋愛とは 脳 内 現象で ある 


♦V 恋愛が セックスに すり 替えられた 現代 社会 


終戦 直後の 数年は、 つらい 激動の 時期だった。 工業 生産 指数は 最低を 記録し、 食糧 配 
給 制が 廃止されたのは ようやく 一九 四 八 年に なつて からだつ た。 しかしながら 一部の 富 
裕な 階級では、 すでに アメリヵ 経甶 の、 大 々的な セックス 娯楽 消費の 最初の 兆しが 現れ 
ていた。 それが 以後、 数十 年間の あいだに 国民 全体に 広まつ ていく ことになる。 

今でもな お、 ある 程度まで、 家庭は 生き残つ ている 
(無神論者 たちの ただなかに 輝く 信仰の きらめき、 

吐き気の 奥底に 輝く 愛の きらめき)、 

わからな いのはた だ それが 

どうやつ て 輝いて いるの かとい うこと。 

不可解に しくまれた 仕事の 奴隸 である われわれ、 

自己 実現と 人生に とつて 唯一の 可能性、 それは セックス 


I 理論 篇 恋愛と は 脳 内 現象で ある 


(ただし それ も セックスが 許された 者 だけの 話、 

セックスが 可能な 者 だけの 話 だが) 

思春期の 少年 ほど 馬鹿で 攻撃的で、 耐えが たく、 憎しみに 満ちた ものは 想像 もつかな 
い。 とりわけ それが 同じ年の 他の 少年と 一緒にな つてい ると きには 最悪 だ。 思春期の 若 
者と いうのは 怪物で ありかつ 馬鹿者なん だよ。 その 画一主義 たる や 信じが たい。 それは 
人間の 最悪の 部分が 突然、 不吉な 結晶 化を 遂げた ような もの さ (しかも 子供 時代を 考え 
て みれば、 予想 もつ かない こと だ)。 とすれば、 セク シュア リ ティが 絶対 悪を 及ぼす 力 
だとい うこと に 疑いの 余地な ど あるだろう か。 

唯物主義と 近代的 科学を 生み出した 形而上学 的 変動は、 二つの 大きな 結果を もたらし 
た。 合理主義と 個人主義 だ。 ハックス レ ー の 過ちは それら 二つの 結果の あいだの 力関係 
を 測り 損ねた ことに ある。 とりわけ、 死の 意識が 強まる ことによ つて 個人主義が 高まる 
ことを 過小評価 したのは 彼の 過ちだつた。 個人主義からは 自由 や 自己 意識、 そして 他人 
に 差を つけ、 他人に 対し 優位に 立つ 必要が 生じる。 『最良の 世界』 に 描かれた ような 合 
理的 社会に おいては、 闘いは 緩和され るか もしれ ない。 空間 支配の メタファー である 経 
済 的 競争は、 経済の 流れが コント ロー ルされ る 豊かな 社会では もはや 存在理由を 持たな 


い。 生殖と いう 面からの、 時間 支配の メタファ ー である 性的 競争は、 セッ クスと 生殖の 
分割が 完全に 実現され た 社会では もはや 存在理由を 持たない。 しかし ハックス レ ー は 個 
人 主義の ことを 考えに 入れる のを 忘れて いる。 セッ クスは、 ひとたび 生殖から 切り離さ 
れ たなら、 快楽 原則として ではなく ナルシシズム 的な 差異 化の 原理と して 存続す ると 
いう ことが 彼には 理解で きなかった。 富への 欲望に 関しても 同じ こと さ。 スウ ヱ ー デン 
流 社会民主主義 モデルが、 ついに 自由主義 モデルを 凌駕で きなかった のは なぜな のか？ 
それが 性的 満足の 領域に おいては 試みられる こと さえなかった のは なぜな のか？ 近 
代 科学に ょって 引き起こされた 形而上学 的 変動が、 個人主義 化、 虚栄心、 憎しみ、 そし 
て 欲望を もたらした からさ。 欲望と いうのは それ 自体— 快楽とは 反対に— 苦しみ や 憎し 
み、 不幸の 源なん だ。 これは あらゆる 哲学者た ちが— 仏教徒 や キリスト教徒 だけでなく 
その 名に 値する 哲学者た ちは みな— 知っ ていた ことで あり、 説いた ことで も あった。 

(ミシェル •ウ エル ベック 野 崎歓訳 『素粒子』) 

ミシェル •ウ エル ベックは 一九 九 八 年に ブリュノと ミシェル •ジ エルジン スキと いう 二人 
の 兄弟を 主人公と した 小説 『素粒子』 を 出版した。 

この 二人の 兄弟は 戦後 ョーロ ッバに 生まれ 育った。 

兄 ブリュノは 学校で 虐めら れ 続け、 作家 や 詩人になる という 夢を 果たす ことなく 学校の 
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教師になる。 しかし、 セッ クスに 取り 憑かれて いる (取り 憑かれて いる だけで、 モテない) ブ 
リュ ノ は、、 っっかり 教え子の 女生徒に 欲情して しまい、 そこから 先は 転落の 人生を 迪 る。 

弟 ミシェルは、 学生時代、 幼なじみの ガール フレンドに 告白す る ことができず、 目の前で 
マッ チョ 男に 彼女を 寝取られて しまう。 以後、 彼は 童貞 科学者と して 人間の DN A その他の 
研究に 没入す る。 長 じてから、 七〇 年代から 八〇 年代に かけての 様々 な 男との セッ クスを 通 
じて ボロボ ロにな ってし まった 元ガ ー ル フレンドと 今 さらながら によりを 戻す が、 彼女は 若 
い 頃の 放蕩が たたった のか 身体を 壊して 死ぬ。 一人 残された ミ シヱ ルは、 自分の 研究を 完成 
させて S 殺す る。 

ブリュノは 「恋愛で きない 文系 男」 を 代表した キャ ラ クター であり、 ミシェルは 「恋愛で 
きない 理系 男」 を 代表した キャラクタ 1 だ。 この 二人の 兄弟は、 現代に 生きる 二種 類の 対照 
的な 男な の だ。 

これまで、 女に モテない 男 や 恋愛で きない 男が、 どうして 社会の 下部構造に 押し込めら 
れ 、周囲から 嘲笑され たり 自分で 自分を 責めたり しなければ ならない のか、 という 問題を 
「社会問題」 として 真剣に 考えた 知識人は、 日本からは 現れなかった。 知識人と いう 人種 も 
また 「知」 という ファッション によって 女に モテようと あがく 「恋愛した がっ ている 文系 
男」 の 群れに すぎなかった からで ある。 

しかし 「恋愛で きない 男女」 の 問題が 社会問題 だとい うことは 少し 考えれば 誰に でも 判る 
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ことで、 その 原因は 戦後 世界に おいて 肥大した 「個人主義」 と 「セックス産業 社会化」 にあ 
る ことは 明らか だっ た。 

ミ シヱ ル •ゥ エル ベックは、 その 事実を 小説 『素粒子』 において 暴露した の だが、 彼は 日 
本人で も ゲルマン 人で もな く、 フランス 人だった。 フランス といえば 日本 や ドイツと 違っ 
て、 「モテの 国」 「恋と セッ クスと お洒落の 文化国家」 という イメ ー ジが ある。 しかし、 そん 
なィメ ー ジは 言うまでもな いが マスメディアが ねつ 造した もの だ。 実際の パリは、 映画 や テ 
レビコ マー シャルに 出て くる パリとは 似ても 似つ かない 汚れた 街 だし、 金髪 碧眼の 白人 美女 
ばかりが うろうろして いるよう な 桃源郷で はない。 まるで ニ ユーョ ー ク のよう な 多 人種 都市 
なの だ。 「花の 都 パリ」 という イメ ー ジは 、戦後 ョーロ ッバ •アメリカ •日本を 席巻した 「恋 
愛 セックス 資本主義」 という 文化 装置の 中心に 輝く イコンと してね つ 造され た 「妄想」 にす 
ぎない の だ。 実際の パリ そして フランスは、 『素粒子』 に 描かれた ような 絶望の 街、 恋愛で 
きない 孤独な 男女の 群れが セックスを 求めて 彷徨い 歩く 地獄な の だ。 

恋愛 セックス 資本主義とは、 「恋愛」 や 「セックス」 が 資本主義 市場を 流通す る 「商品」 
として 売買され る 社会 体制の こと だ。 

そのような 社会では、 人間は 男 も 女 も 自分自身を 「恋愛 商品」 「セックス 商品」 として 売 
り 込み 続け、 記号と しての 「恋愛」 「セッ クス」 を 消費し 続けなければ ならない。 もちろん 
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資本主義 社会とは 唯物論の 世界 だから、 恋愛と セッ クスは 同じ モノと して 定義され ている。 
セックスの ない 恋愛は なく、 また セックス さえ あれば それを 恋愛と 呼んでも 差し支えない。 
マルクスは 資本主義が 人間を 経済的に 疎外す ると 言った が、 実際の 資本主義 社会は それ 以上 
だった。 

恋愛 セックス 資本主義は、 人間を 性的に 疎外す るの だ。 

恋愛 セックス 資本主義 世界は、 人間を 「恋愛で きる 人間」 と 「恋愛で きない 人間」 とに 二 
分す る。 

かつて、 ョーロ ッバ 世界には 「王侯貴族」 と 「庶民」 の 二種 類の 人間が いた。 両者は 全く 
違う 階層に 位置して おり 交わる ことは なかっ た。 庶民は 貴族を うらやむ ことは あっても、 真 
剣に 自分と 貴族と を 比較して 「俺は なんて 卑小な 人間なん だ、 俺は 社会の 負け犬 だ」 と 鬱屈 
して ルサンチマンを 感じる ような ことは ほとんど 無かった といっ ていい。 ニ ー チェが 本能 的 
に 目指して いたのは、 そのような 過去の ョーロ ッバ 世界への 回帰だった。 

しかし、 フランス 革命が 全てを 変えた。 フランス 革命とは 「自由」 「平等」 という 近代的 
理念が、 古代から 中世へ と 続いて きた 貴族 社会を 文字通り ギロチン 送りに して 滅ぼして し 
まった 大事 件だった。 資本主義 社会の 発展に 伴う 市民階級の 勃興は、 「王侯貴族」 と 「庶民」 
によって 構成され た 安定した ヒエ ラル キーを 破壊す る 原動力と なった。 「経済」 という 新た 
な 力を 握った 市民階級は、 自分たち の 「上」 に 王侯貴族なる 上位 階級が のさ ばっている こと 
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に 激しい ルサンチマンを 覚え、 そして、 彼らを 殺す ことにし たの だ。 

この 「王 殺し」 にょって、 全ての 人間が 「平等」 であり、 「努力」 さえ すれば 「勝ち 組」 
になれ るの だ、 という 近代 資本主義 的な 個人主義の 論理が 確立され たの だ。 そして 実際に ナ 
ポ レオンが 神聖 ローマ 帝国を 崩壊 させて 自ら 「フランス 皇帝」 を 名乗った 瞬間に、 「平等」 
という 概念は 単なる 絵 空 事では ない という ことが 証明され てし まった。 階級社会 •貴族 社会 
への 回帰を 夢見た ニー チェ 哲学に 影響され た ナチ ス •ドィツは ナポレオンが 滅亡 させた ロー 
マ 帝国を 復興して 「平等」 という 概念を 反動的に 破壊し ょうとし たが、 歴史の 歯車を 逆 回転 
させる ことは できず、 結局は 失敗した。 共産主義 国家 もやっ きになっ て セッ クスの 資本主義 
化を 抑え 込もうと したが、 これ も 失敗に 終わっ た。 

かくして。 神が 死に、 神聖 ローマ 帝国が 滅び 去った ョーロ ッバ 世界に 残された ものは、 ァ 

メリ ヵから 輸入され た セックス産業と 近代 ョーロ ッバ 的 個人主義の 融合 . 「恋愛 セックス 

資本主義」 だけだった。 個人主義の 世界では、 人間は みな 平等で あり、 そして 神から 切り離 
された 単独 者で ある。 だから 人間は、 自分自身を 幸福に する ために 努力し 続けなければ なら 
ない。 さもな くば 落伍者に なって しまう。 かつての ョーロ ッバ 人は 神に 祈りを 捧げる ことで 
救われて いた。 しかし 今では、 祈る 相手が 見つからな いの だ。 そこから、 「恋愛至上主義」 
という 思想が 生まれた。 

恋愛至上主義とは 何 か。 すでに 神は 死んだ。 しかし、 神が いなくても 恋人を 崇拝 すれば 救 
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われる のでは ないか、 という 思想の こと だ。 この 思想が 一八 世紀から 一九 世紀に かけての 
ョ ー ロ ッバを 席巻した 。きっかけは、 ル ソーの 「新 エロィ ー ズ」 だった。 ルソ ー は 「社会 契 
約 論」 で 「フランス 王が 王を 名乗る 権利が あるのと 同等に、 この 俺に も 人類の 王を 名乗る 権 
利が ある」 と 堂々 と 宣言した 男だった。 近代に 吹き荒れた ルソー 旋風は つまり、 「革命」 と 
「恋愛」 と、 最初から 二 点 セットだった の だ。 革命 も 恋愛 も、 「ロー マ 帝国」 「皇帝」 「ロ ーマ 
教皇」 「キリスト教の 神」 といった 従来の ヒエ ラル キ ー 制度を 全て 否定し、 全ての 人間を 等 
しく 平等の 権利を 持った 存在と して 認めよ、 という ルソ ー の 思想から 生まれて いる。 ルソー 
は 神 も 皇帝 も 教皇 も 信じない。 ルソ ー を 救う ものは ただ、 恋愛の み、 恋人の みなので ある。 
革命に よって 権威を 打ち倒した 後、 立ち 現れて くる ものが 「恋愛至上主義」 だと、 ル ソーは 
自分自身の 内面を 観照す る ことで 理解して いたのだった。 

ルソ ー に 影響を 受けた ゲ ー テは 「若き ゥ エルテルの 悩み」 を 書き、 シラー は 「オルレアン 
の 少女」 を 書いた。 パリで 勃興した 自然主義 文学 運動の もとでは、 新興 市民階級の 恋愛と 
セックスが メィン テ ー マと して 描かれた。 日本に 恋愛至上主義 思想が 輸入され たの も、 この 
頃だった。 

しかし、 資本主義が 発達 するとと もに、 当初は 騎士道 物語 的な 「脳 内 恋愛」 つまり プラト 
ニックな 精神 恋愛を 主題と していた 「恋愛」 文化 もまた、 どんどん 唯物論 的な 思想に 侵され 
ていった。 そして 最終的には セッ クスに よる 肉体的 快楽が、 「恋愛」 の 中心に 据えられ るよ 
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、っに なった。 現代では、 もはや 恋愛と セックスの 区別は つか なくなっ ている。 セックス のた 
めに 恋愛す る、 セッ クスに 恋愛と いう 名前を つけて コ ー テ イングす る、 そんな 有様な の だ。 
故に、 本来の 恋愛の メイン テ ー マだった 「運命的な 恋愛」 「生涯に 一度の 恋愛」 などと いう 
主義 主張は、 現実の 女を 知らない 童貞の 妄想と して 片付けられる ようになり、 「より 多くの 
異性と セッ クスして いる 人間」 こそが 「恋愛の 達人」 「モテ」 「幸福」 「勝ち 組」 という こと 
になった の だ。 

確かに、 表層 的な 唯物論に 基づけば そうなる の だ。 資本主義では、 より 多くの 商品を 所有 
し 消費す る 人間が 「勝ち 組」 である。 金持ちが 勝ち 組と 呼ばれる のと冋 じに、 恋愛に おいて 
は 女を 大勢 はべらせ ている 男が 勝ち 組な の だ。 となると、 「ロミオと ジュリエット」 や 「卜 
リス タンと イゾルデ」 のよう な 「生涯た った 一人の 相手と 添い遂げて 死ぬ」 みたい な 近代 
恋愛、 一神教の 変種と しての 恋愛は、 恋愛の 理想型では なくなっ てし まう。 つまり、 かつて 
「恋愛」 と 呼ばれて いた ものと、 現在 「恋愛」 と 呼ばれて いるものとは、 名前が 同じ だけで 
中身は 正反対の ものな の だ。 
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♦V 現代は、 「セックス 翼賛 社会」 だ 

近代の 「恋愛」 とは、 精神的な ものだった。 情熱 的な 純愛で ある。 近くは ルソー に、 もっ 
と 元を 迪れば プラトンに 遡る。 恋愛は 宗教 的 情熱の 一種 だ。 それ も、 すこぶる 神秘主義 的 
な。 

一方 今の 「恋愛」 とは、 物質的な ものにす ぎない。 つまり、 セックス だ。 恋愛 セックス 資 
本 主義は、 セッ クスを 恋愛と 言い換え たの だ。 故に、 ソ ー プラン ド や 援助交際と いった 明確 
な 商取引を 伴わない セツ クス …… 「素人との セッ クス」 の ほとんどが、 「恋愛」 に ヵ テ ゴラ 
ィズ される ようにな つた。 

かつては 「金持ちに なれば 幸福に なれる」 という 神話が あったが、 今では 「セックス しま 
くれば 幸福に なれる」 と 男 も 女 も 思い こまされて いるので ある。 

恋愛 も セックス も、 現代では 個人に よる 自己 救済の ための ィニ シエー シ ョンと 化した。 

その 結果、 家族制度は 崩壊し、 子供は 生まれ なくなっ てし まった。 

最近、 「日本には オタクが 増えた から 少子 化が 進んで いる」 などと 言う 者を ちら ほら 見 か 
ける が、 実際には ョ ー ロッ パの ほとんどの 国で 出生率が 下がって いる。 

「先進国」 と言われ ている 国で、 のきなみ 出生率が 低下して いるの だ。 平成 一六 年 坂 少子 化 
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社会 白書に よると 主要 各国の 出生率は、 図に 示した ように 推移して いる。 出生率が 二 •〇〇 
を 切る と 人口が 減る ことになる。 

ところで、 「アメリカでは 出生率が そこそこに 保たれて いる じ ゃない か」 と言われる 人 も 
いるだろう。 その 通り。 アメリカでは 出生率 二 •〇〇 前後が 保たれて いるので、 人口が 減る 
という 状況には 至ってい ない。 これには いくつか 理由が あるが、 要は テイ ーン エイ ジャ ー が 
やりっぱなし •産み っぱなし、 みたい なヶ ー スが 他の 先進国 (日本と か ドイツと か) よりも 
ずっ と 多い という ことなの だ。 アメリカの セツ クス 問題を 扱つ ている ドキ ユメ ン タリ ー 番組 
では、 ハイス ク ー ルに 赤ち ゃん を 抱っ こして やって くる 少女 ママの 姿を いくらでも 見る こと 
がで きる。 僕の 言葉で 言えば これは 「セックス 放し飼い 政策」 なの だ。 子供たち が 中学校で 
も 高校で も セッ クスを しまく る。 男の 場合、 思春期が もっとも 性欲 過多になる ことは 誰もが 
ご存じだろう。 近代 社会は 人間を 「社会人」 に 成長 させなければ 回転 しないので、 これまで 
は セッ クスし まくりたい 思春期の 男たち (女 も) を 「学校」 という 訓練 場に 押し込む ことで 
性欲を 抑制して きた わけ だが、 これが 晩婚 化 •少子 化の 一つの 原因と なった ことは 間違いな 
い。 そこで、 どうせ 将来たい した 社会的 ポストに つけっ こない 面々 には、 さっさと セツ クス 
させて 子供 だけで も 作らせて おこう、 という ことにな ったの だ。 

この 政策、 最近は 日本で も 取り入れられ はじめて いる。 二 〇〇六 年、 日本 テレビは 「 14 
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主要国の 合計 特殊 出生率の 動き 


(%) 


1960 

1970 

1980 

1990 

1995 

2000 

2001 

2002 

北部 

a —ロ ツバ 

デンマーク 

2.57 

1.95 

1.55 

1.67 

1.80 

1.77 

1.74 

1.72 

フィンランド 

2.72 

1.82 

1.63 

1.78 

1.81 

1.73 

1.73 

1.72 

アイスランド 

4.17 

2.81 

2.48 

2.30 

2.08 

2.10 

1.95 

1.93 

アイルランド 

3.76 

3.93 

3.25 

2.11 

1.84 

1.89 

1.98 

1.97 

ノルウェー 

2.91 

2.50 

1.72 

1.93 

1.87 

1.85 

1.78 

1.75 

スウェーデン 

2.20 

1.92 

1.68 

2.13 

1.73 

1.54 

1.57 

1.65 

イギリス 

2.72 

2.43 

1.90 

1.83 

1.71 

1.64 

1.63 

1.63 

南部 

3 —ロ ツバ 

ギリシャ 

2.28 

2.39 

2.21 

1.39 

1.32 

1.29 

1.29 

1.27 

ィタリァ 

2.41 

2.42 

1.64 

1.33 

1.18 

1.24 

1.24 

1.27 

ポルトガル 

3.10 

2.83 

2.18 

1.57 

1.40 

1.52 

1.42 

1.47 

スペイン 

2.86 

2.90 

2.20 

1.36 

1.18 

1.23 

1.25 

1.26 

西部 

3 —ロ ツバ 

オース ト リア 

2.69 

2.29 

1.62 

1.45 

1.40 

1.34 

1.29 

1.40 

ベルギー 

2.56 

2.25 

1.68 

1.62 

1.55 

1.66 

1.65 

1.62 

フランス 

2.73 

2.47 

1.95 

1.78 

1.70 

1.88 

1.90 

1.88 

ドィツ 

2.37 

2.03 

1.56 

1.45 

1.25 

1.36 

1.29 

1.34 

ルクセンブルク 

2.28 

1.98 

1.49 

1.61 

1.69 

1.80 

1.70 

1.63 

オランダ 

3.12 

2.57 

1.60 

1.62 

1.53 

1.72 

1.69 

1.73 

スイス 

2.44 

2.10 

1.55 

1.59 

1.48 

1.50 

1.41 

1.40 

北アメリカ 

カナダ 

3.80 

2.26 

1.71 

1.83 

1.64 

1.49 

1.51 

1.50 

アメリカ 

3.64 

2.48 

1.84 

2.08 

1.98 

2.06 

2.03 

2.01 

オセアニア 

オース ト ラ リア 

3.45 

2.86 

1.90 

1.91 

1.82 

1.75 

1.73 

1.75 

アジア 

日本 

2.00 

2.13 

1.75 

1.54 

1.42 

1.36 

1.33 

1.32 

資料： ヨーロッパは Eurostat  (ただし、 ノルウェーの 2001 年 以降、 アイスランド、 イギリスの 2002 年を 除く）、 
アメリカ （1960 年の み）、 カナダ （1995 年まで）、 オーストラリア （1980 年まで） は United  Nations 
“Demographic  Yearbook”, その他は 各国 資料。 日本は 原生 労働省 「人口動態統計」 による。 


注： ドイツは 旧]！ {ドイツを 含む。 


(平成 16 年 版 少子 化 社会 白# 〈全体 版〉 より) 
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才の 母」 という 女子 中学生の 出産 子育て ドラマを オンエアした。 かつて 「 14 才の 母」 といえ 
ば 「金 八 先生」 で 描かれた ように 「アンモラル」 で 「ショッキング」 な テ ー マだった が、 
二 〇〇六 年には 「女子 中高生が セッ クスして 子供を 産む ことは、 とても 素晴らし いこと だ」 
という 価値観の 転換が 起きて いるの だ。 なぜ 素晴らしい のかと いうと、 ただでさえ 子供が 少 
ない のに 中絶なん かされたら ますます 少子 化が 進む ので、 とにかく 孕んだら 何で あろうが 産 
め、 という こと だ。 そう。 日本に おいても、 思春期の 青少年に 対する セックス 政策は 「セッ 
クス 禁止」 から 「中絶 禁止」 に 移行した の だ。 少女 漫画 コ ー ナーに 行けば、 「高校生の ママ」 
とか 「ティー ンエ ィジ ャーの 子育て」 とか、 そんな 漫画が 山の ように 積まれて いる ことに 気 
づ いて 驚かれる だろう。 

現代は、 「セックス 翼賛 社会」 なの だ。 

一方で、 童貞を 守ったり 処女の まま 生きて いたり セッ クスし なかっ たり 純愛を 貫いたり す 
る 人々 は、 「非 モテ」 とか 「高齢 童貞」 と 呼ばれて 差別 •嘲笑され る わけで ある。 なぜなら、 
彼らは セックス 社会の 負け 組で あり、 しかも 子供を 作らない からだ。 ただし、 たとえ 子供を 
中絶 させ まくって いても セツ クスし まくつて いる 男は 賞賛され る。 彼らは 子供 こそ 増やさな 
いが、 少なくとも 種付けまでは 実行して いるの だ。 女 だって 同じ ことで、 貞節を 守る 純愛 
女性な ど、 もはや 褒められる ことは ない。 通俗的な フヱ ミニ ズム 思想は 女性を 解放す るた め 
に セッ クスの 自由化と 貞操観念の 破壊を 実行した が、 それは 単に ありと あらゆる 女性を 旧来 
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の 「純愛」 世界から 引き離して 終わりの ない 「恋愛 セックス 資本主義 市場」 へ 投下した だけ 
だっ たの だ。 「男性の 放棄、 セックスの 否定」 を 唱えた ラジヵル. フェミニズム も 存在した 
が、 もちろん こちらの ほうは 恋愛 セックス 資本主義の システムと 対立す るので 普及し なかっ 
た。 

ポストモダン 社会、 すなわち 恋愛 セックス 資本主義の 世界とは、 性 快楽 本能に 支配され 
て 「動物化」 した 人間たち が セックスを 求めて 徘徊す る 地獄の 世界な の だ。 まるで 人間は、 
_ 分の 視床 下部に 支配され 操られて いる 家畜の ようにな ってし まった。 サルに 「ボタンを 押 
すと エサが 出て くる」 という 機械を 与えて みると、 サルは エサと いう 快感を 求めて 狂っ たよ 
、っに ボタンを 押し 続ける ようになる。 いわゆる 「サルみ たいに オナニ ー」 という 状態 だが、 
現代 社会に 生きる 人間 もまた そんな サルと 同じ 有様に 陥って いるの だ。 恋愛 セックス 資本 主 
義 システム という 機械の ボタンを 押し 続けて、 肉体的な 快楽を 追い求め 続ける。 彼らは その 
肉欲の 先に、 精神的な 救いが あると 信じて いるの だ。 

なぜなら 現代 社会を 覆い 尽くして いる 俗流 唯物論では、 幸福とは 「量」 にすぎない。 そし 
て 物質的な 幸福とは 畢竟 「快楽」 である。 故に 幸福とは 「快楽の 総量」 という 形の みで 表現 
され 計測され る ものである。 だから 金持ちが 勝ち 組で あり、 セッ クスし まくる 奴が 勝ち 組で 
あり、 貧乏人と 童貞と 処女は 負け 組と いう ことになる わけ だ。 
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♦ V 一二 世紀 ョ ー ロ ッバに 発生した 「恋愛」 とは、 「異性の 下僕になる こと」 だった 

そもそも ョーロ ッバが 発明した 「恋愛」 という 文化は、 現代に おいて 「恋愛」 と 呼ばれて 
いる セックス産業とは 全く 異なった ものだった。 キリスト教への 信仰が 揺らいで きた 近代 
ョーロ ッバは、 それまでは 物語の 世界 だけで 語られて きた 「恋愛」 という 文化を、 キリスト 
教に 代わる 新しい 宗教 システム として 現実 社会に 適用した の だ。 近代 恋愛は、 個人主義 時代 
に 相応しい パーソ ナルな 宗教 システム だっ たの だ。 キリスト教は 神が あらゆる 個人と 契約し、 
個人の 自我を 救済 するとい う 「一対 全」 の システム だった。 これに 対して 恋愛では、 個人と 
個人と が 直接 結びついて お 互いの 自我を 救済し 合う の だ。 つまり 「一対一」 の システム なの 
だ。 

このような 個人主義 的な システムが 社会に 導入され るよう になった 理由は、 やはり ョ ー 
ロ ッバに 個人主義が 根付いた からだろう。 というのは、 そもそも ョーロ ッバに おける 恋愛と 
は、 「反社会的な もの」 だった からだ！ 

いわゆる 封建社会と 言われて いる 中世では、 恋愛は おおむね 「情熱」 につき 動かされて 社 
会の 規範から 逸脱して しまう 「破滅」 の 道だった。 

西洋の 恋愛の 起源を 研究した ドニ •ド •ル ー ジユ モン 『愛に ついて』 によれば、 元々 恋愛 
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の ル ーッは 非 キリスト教 的な 古代の ケル ト 神話が 中世の 吟遊詩人 トルバ ドウ ール によって 復 
興された ものだった。 つまり、 恋愛とは まず 「物語」 だっ たの だ。 それは そうだ。 人間の D 
NA に 生物学 的な 「恋愛 プログラム」 が セッ テ ィングされ ている はずがない。 最初に 生物学 
的 現実と して 存在す る ものは、 「情熱」 などの 「感情」 であり 「感覚」 でしかない。 それら 
の 感情 や 感覚に 付与され た 「恋愛」 という 概念は、 人間. の 言葉すな わち 幻想で ある。 

中世に 流行した 騎士 物語 (ロマンス) では、 恋愛は 封建社会 制度と 対立す る 「病的な 情熱」 
として 描かれた。 「トリスタンと ィゾルデ」 で 描かれる 恋愛は、 騎士 トリスタンと 王妃 ィゾル 
デとの 狂おしい 不倫 恋愛で ある。 二人は 王を 裏切り、 国を 裏切って 放浪す る 運命に 陥って し 
まう。 トルバ ドウ ー ルが 歌う 叙情詩とは、 「恋愛に よって 不幸になる 人間たち」 を 詠っ たもの 
だった。 そこでは、 それまでの キリスト教とは 全く 異なる 価値観が 描かれて いた。 

当初の キリスト教には そもそも 「男の ほうが 女より 偉い」 という 男尊女卑の 価値観が あっ 
た。 開祖 キリストは 男性 だし、 神 も 男性 だ。 そして、 キリスト教 における 三位一体とは 「父 
(神)" 精霊 =子 (キリスト)」 の 三者から 構成され るの だ。 つまり、 「父" 母" 子」 という 本 
来の 三位一体 構成から 「母」 が 排除され て 「精霊」 にす り 替えられて しまったの である。 

しかし トルバ ドウ ー ルの 歌った 「恋愛」 という 物語では、 男 (騎士) は 愛する 女性を 神の 
如く 崇拝す る。 常に 彼女の 言いなり になり、 下僕の ように 恋人に かしずく の だ。 だから こ 
そ、 恋愛に 狂った 騎士は キリスト教 社会との 齟齬を きたして 破滅して しまう わけなの だ。 
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この 詩が 賞揚す るのは、 結婚を 度外視した 恋愛で ある。 なぜなら 結婚は 肉体の 結合を 
もっぱら 意味し、 これに 対して 至高の エロスで ある 〈愛 A m or〉 は、 この 世に 存在し 
、っるす ベての 愛を 超えて、 光明に 満ちた 結合に 向って 進む 魂の 飛躍で あるから だ。 この 
故に こそ 「愛」 は 純潔を 前提と している の だ。 

また 愛は 一つの 儀礼を 前提と する。 ドム ネ  d  o m n  cu  i または ドノ ワ  d  O  n  n 
oi と 呼ばれる、 愛する 者の 臣従の 義務が それで ある。 詩人は まず 調べの 美しい 賛美の 
歌で 貴女の 愛を かちとる。 詩人は ちょう ど 君主に 対する ように、 婦人の 前に 跪いて 永遠 
の 忠誠を 誓う。 婦人は 愛の しるしと して、 遍歴の 騎士に 見た てた 詩人に 金の指輪を 与え 
てから、 立つ ようにと 命じ、 詩人の 額に 接吻を してやる のだった。 それ 以後 二人の 恋人 
は コルテ ツィ アの锭 によって 結ばれる ことと なる。 この 徒とは 秘密、 忍耐 そして 節度を 
守る ことで ある。 しかし これは 後述す るよう に、 純潔と まった く 同意義とは いいきれな 
い。 むしろ 自制と でもい うか …… そしてな によりも、 男は 女性の 下僕と なる のだった。 

この 〈永久に 満たされる ことのない〉 愛と いう 新しい 概念、 〈常に 否と いう 貴女〉 へ 
の 情熱 的で 悲嘆に みちた この 賛美、 これは いったい なにに 由来して いるの だろう か。 

(ドニ •ド •ル ー ジユ モン 鈴 木健郎 .川 村 克己 訳 『愛に ついて— エロスと アガ ベ—』) 
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永久に 満たされる ことのない 愛、 常に ツンツ ン している 女性の 下僕になる 男。 

ここには セックスは なく、 あるのは 童貞の 片思いの 苦しみ だけな の だ！ 

ドニ •ド •ル ー ジユ モンに よれば、 トルバ ドゥ ー ルが 突如と して 恋愛 詩を 歌い 始めた 時期 
と 地域は、 ちよう ど キリスト教の 異端で ある カ タリ 派が 勃興した 時期と 地域に 一致して いる 
という。 つまり 中世 一二 世紀の 南 フランス、 プロ ヴァンス 地方で ある。 一二 世紀、 南 フラン 
スを 中心に 勃興した 異端 カ タリ 派は、 そもそも ゾ ロア スタ 1 教や マニ 教 、グノ ー シス 主義と 
いった 「精神 世界と 物質 世界の 二元論」 を 信奉す る 宗派だった。 ヨ ー ロ ッバの 底流を 成す こ 
れらの 思想は、 現実 世界 や 人間の肉 体を 全て 罪惡視 し、 「彼方の 世界」 つまり 精神 世界への 
飛翔を 理想と した。 それ故に 現世の 権力を も 否定し、 ローマ 教会と 対立して 弾圧され る こと 
になった の だが、 ル ー ジユ モンは 滅ぼされた カ タリ 派 思想の 一部が トルバ ドゥ ール …… 吟遊 
詩人へ と 姿を 変えて 「精神的な 愛」 という 彼らの 信仰を 保持し 続けた のでは ないかと 推理し 

ている。 

しかし ローマ 教会 側 も、 突如 巻き起こった 女性 崇拝 •聖女 崇拝を ただ 弾圧す る だけでは 済 
まなかった。 西 ヨ^ "  ロッ パは そもそも 一神教の 世界ではなかった。 口^ " マ •ラテンは 周知の 
ように 豊穣な 多神教の 世界で あり、 ギリシャ •ロ ー マの 神々 は 奔放に 恋をしたり セッ クスを 
したりす る (だから ィデア 界に萌 える 童貞 哲学者 プラトンは ギリシャ 演劇を 「神が セックス する 
とは 何 ごと だ」 と 批判した の だ)。 また ヨーロ ッバには ケル ト 文明の 残り 香 も 存在し 続けて い 


27 


た。 I トリスタンと イゾルデ」 の 原型は、 キリスト教の 物語で はなくそれ 以前から ョ ー ロッ 
パに 存在して いた ケル ト 神話な の だとい う。 

だから ローマ 教会は、 ョーロ ッバの 民衆の 女性 崇拝 熱と 折り合いを 付ける ために 「聖 処女 
マリア 崇拝」 という 新しい 教義を 導入せ ざるを 得 なくなっ たの だ。 つまり、 イエスの 母 マリ 
ア はまず 「処女の まま イエスを 産んだ」。 

さらに、 イエスを 産んだ 後 も マリアは 「処女だった」 とした。 四 世紀には すでに マリアは 
「永遠の 処女」 だとして 人々 から 崇められる ようになっ ていた。 

これらの ローマ 教会に よる 処女 崇拝 システムは、 明らかに キリスト教 以前の 女神 信仰を 取 
り 入れた ものな の だが、 それは つまり 「異性への 恋愛」 に 救いを 求めよう とする 人々 の 欲求 
の 高まりで も あった。 一三 世紀 以後、 ョー ロッパ 各地で マリア 崇拝 熱が 盛り上がった 結果、 
ヵトリックは イエス 教 なのか マリア 教 なのか 判らない 状態に なって いくの だが、 その 時期が 
ヵ タリ 派 や トゥル バド ー ルの 隆盛と 微妙に シンクロして いるのは 偶然では ない の だ。 

また、 一二 世紀には 修道院に 入って 一生涯を 童貞 •処女で 過ごす 修道士 •修道女に なると 
いう ライフ コ ー スが 人気を 博した。 これは 日本で 言えば、 出家して お 寺に 籠もる という 生き 
方に 相当す る。 

修道院に 自らを 隔離して 世俗と 超越した 暮らしを 続ける 童貞 処女の 男女は、 ときに 性的な 
幻視 体験に 襲われた。 一二 世紀 フランスの 修道士 聖 ベルナルド ゥスは、 シト ー 修道会 中興 
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の祖で 一二 世紀の 修道院 文化を リ ー ドした 聖人で あるが、 彼は マリアを 褒め称える 文章を 書 
いていた ときに マリアの 訪問を 受け、 マリアの 母乳を 飲ませて もらっ たという 伝説の 持ち主 
である。 脳 内 マリア や 脳 内 イエスと セッ クスしたり 結婚した りした 修道士 •修道女は 大勢い 
るが、 マリアの 母乳を 飲んだ 人は 彼 だけではないだろう か。 なるほど、 これなら ば ベルナル 
ドゥスは 脳 内で も 童貞を 失っ てはいな いので ある。 シト ー 修道会は もともと マリアを 「母」 
とみな し、 メンバ ー 全員を イエスの 「乳兄弟」 とみな している 疑似 家族 集団で あった。 一三 
世紀に 入る とこの マリア 熱は ますます 過激 化し、 マリアの 「下僕」 を 称する 人々 が 「聖 処女 
マリアの 下僕 会」 といった マゾ ヒス テイ ックな 名前の 修道会を 次々 と 設立して いったの であ 
る。 

このょ、 っに、 一二 世紀の ヨ ー ロ ッバで 勃興した 「恋愛」 とは、 「永遠の 片思い」 であり 「異 
性の 下僕になる こと」 であり 「童貞の まま 破滅す る こと」 だっ たの だ！ 

もちろん、 男たち が 実際に 女性の 下僕に なって しまった わけでは ない。 すべては 吟遊詩人 
…… トルバ ドゥ ー ルの 歌う 「歌」 であり キリスト教の 「物語」 の 中で 語られる ものだった の 
だ。 ただし カ タリ 派に 関する 資料は 全て 教会 側が 残した もの だけな ので、 本当のと ころは も 
う 判らない。 後世に 伝わっ たものは、 あくまでも 童貞 男が 女性に 萌 えて 下僕になる、 あるい 
は その 逆と いう 「脳 内 恋愛 物語」 だけだった の だ。 
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どうして 一二 世紀の ョーロ ッバで 突然 大勢の 人間が 教会 (「現実」) に 反旗を 翻して 脳 内 恋 
愛に 萌え はじめた のか、 その 根本的な 原因は いまいち よく 判って いない。 十字軍 遠征に よっ 
て 男女の 人口 比 バランスが 狂い、 独身 寡婦が 増えた ためだと いう 説 も あるが、 ともかく ョ ー 
ロ ッバの 「恋愛」 は 「脳 内 恋愛」 つまり 「物語」 として 出発した の だ。 これ だけは はっきり 
した 事実で ある。 

この 時点では、 恋愛と セッ クスとは だから、 相容れな いものだった。 

恋愛とは 「精神の 世界」 の 事象で あり、 セックスとは 「肉体の 世界」 の 事象だった から 
だ 0 

騎士 物語 的な 中世 恋愛 詩の 世界では、 だから、 まず 「騎士  (男) が 女性を 神の 如く 敬い、 
下僕になる」 という 関係 性の ことを 「恋愛」 と 名 づけて いたわけ だ。 つまり これは、 「宗教」 
なの だ。 

ルー ジユ モンは、 『愛に ついて I エロスと アガぺ I 』 でこう 結論す る。 

いまや これら いろいろな 現象の 集中の 総体から 結論を ひき 出すべき 時と なった。 すな 
わち、 神話に よって 讃 えられた 情熱 的 恋愛は、 その 発生の 時期た る 十二 世紀に おいて、 
現実に 語の あらゆる 意味での 「宗教」、 しかもと くに 「歴史的に 限定され た キリスト教 
的 一 異教」 だった。 
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そこから 次の ような 点が 推論で きよう。 

(1)  今日 小説 や 映画に よって 大衆化 された 情熱は、 唯心論 的 異教が 現代 生活の なか 
に、 秩序 もな く 逆流し 侵入した ものに ほかなら ない。 しかも その 異教を 解く 鍵は われ わ 
れの 手中には ない の だ。 

(2)  現代の 結婚の 危機の 起源に おいて、 二つの 宗教 的 伝統の 相克が まさに 存在して い 
た。 いいかえれば、 われわれは 現在 もはや 証明す る 手 だての ない 昔から 生き残った モラ 
ルに のっとって、 ほとんど 無意識の うちに 決意を 行って いるの だ。 しかも その 原因、 結 
末が どうな のか、 どんな 危機に 巻き込まれる のか、 全く 無知の 状態に あるの だ。 

ル ー ジユ モンは 一九 三 八 年に 『愛に ついて— エロスと アガ ベ—』 を 出版し、 戦後に 改訂版 
を 出して いる。 この 文章は、 はるか 昔に 書かれた ものな の だ。 一九 三 八 年の 時点で、 ル ー 
ジユ モンは 近代に 「恋愛」 という 文化が 突如 蘇った ことを 憂慮して いた。 精神 至上 主義 文化 
である 恋愛と 現実主義 文化で ある 結婚とは 絶対に 相容れな いという ことが、 すでに 一二 世紀 
の 時点で 判明して いたから である。 

しかし、 さすがの ル ー ジユ モン もま さか 「恋愛」 の 中身が 「セックス」 という 唯物論 思想 
に 置き換えられる ことになるとは、 予想で きな かった に違いない。 
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♦V 恋愛とは そもそも 物語だった 

「恋愛」 の ル ー ッ について まとめて みよう。 

一二 世紀、 「物語」 として 語られ、 人々 を 脳 内で 救済す るた めに 発明され た 「恋愛」 文化 
は、 教会の 権威が 失墜した 近代に なって 新しい 「主流 宗教」 として 復興した。 近代 恋愛 もま 
た、 最初は ゲ ー テの ような 文学者が 「物語」 という 形で 世に出し ていたの だが、 近代では 教 
会の 失墜と 個人主義の 擡頭と いう 時代の 流れが 恋愛に 味方した。 その 結果、 ついに 恋愛と い 
、っ 「物語」 が 「現実」 となっ たの だ。 かつて ィエスの 物語が 「真実」 だと 考えられる ように 
なりつ いには 「現実」 となっ たのと 同じに、 「恋愛 物語」 もまた 「真実」 と 受け取られ るよ 
、っに なった わけ だ。 

(そもそも いつの 時代の 「現実」 も 常にそう いう もので、 まず 脳 内に あった 物語が 社会に 逆 
流して きた ものにす ぎない。 ありのままの 「現実」 などない の だ。 「現実」 が 不変で アプリ 
オリ だと 思っ ている 人間は、 つまり、 創造説 …… 神が いきなり 現在の 世界を 作っ たという 妄 
想 …… を 信じて いるのと 同じ だ。) 

近代は、 「個人は 恋愛に よって 自己の 救済に 与る」 という 思想を 「物語」 から 「現実」 の 
位相へ と コピー したの だ。 ケル ト 神話に 発し、 中世 トルバ ドゥ ー ルが 歌った 「トリスタンと 
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ィゾルデ」 は、 やがて シエ ー クス ピアの 『ロミオと ジュリエット』 になり、 最終的には ゲー 
テの 『若き ゥヱ ルテルの 悩み』 に 結実した。 『若き ゥ エルテルの 悩み』 こそ、 近代に おける 
恋愛 復興、 以後に 続く 恋愛 文化の 「現実化」 の 発端と なった 作品 だと 言える。 

トルバ ドゥ ー ルと 近代 恋愛至上主義 とを 繫ぐ 文学者 …… ダンテ やゲ ー テの 活躍に ついては 
筆者の 他の 拙著を 参照して いただく として、 僕が 言いたい ことは この 一言 だ。 

「恋愛とは そもそも 物語だった」 

つまり、 

「恋愛の 本質は、 脳 内 恋愛 だ」 

といぅ ことなの だ。 

吟遊詩人の 歌を 聴きながら、 現実には 存在し ない 脳 内 キャ ラ クター に、 脳 内で 忠誠を 捧げ 
て 下僕になる。 

それが ョ ーロッ パに おける 本来の 恋愛の 姿だった の だ。 

物語な の だから、 聴き 手で ある 人間は 決して 現実に 恋愛を 成就す る ことができず セックス 
する こと もで きない。 つまり、 ここに 純粋に 精神的な 愛 …… 「純愛」 が 完成す る。 

ゲ ー テは 現実 世界で も 人間 女に モテて いたが、 若い 頃の 彼は 恋人から 逃げ出して 自分で 自 
分を 傷つけ、 苦しむ ことが 多かった。 これは、 人間 女と 実際に 結婚して 家庭を 持って しまっ 
たら、 恋愛が 終わっ てし まぅ ことを 察知して いたから なの だ。 ゲー テに とつての 恋愛とは、 
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トルバ ドゥ ー ル や ダンテが 詠っ たような 「脳 内 恋愛」 に 他なら なかっ たの だから。 

しかし ル ー ジユ モンが 心配した 「唯心論 的 恋愛の 暴走」 は、 結局のと ころす ぐに 終焉を 迎 
えた。 実際に 戦後 ョ ー ロ ッバ (アメリヵ や 日本を 含む) を 席巻した ものは、 その 反対。 「唯 物 
論 的 恋愛」 つまり セックス産業の 暴走だった の だ。 

つまり、 資本主義 文明と 恋愛と が 癒着した 結果、 恋愛は 純粋に 生物学 的な 快楽の 総量を 求 
める 消費 活動に 堕落し、 この 恋愛と いう 名の 消費 活動が 資本主義 社会 そのものを 支える こと 
になった の だ。 

いずれにせよ、 「恋愛」 という 文化を 「現実」 で 実践 するとい う 人類 初の 試みは、 「交尾す 
る 家畜の 群れ」 を 大量生産して 家族を 解体し、 人間の 魂を 救う どころ か 終わりな き セックス 
競争に 陥れる という 無惨な 失敗に 終わっ たと 言える。 

その 結果、 一九 九 八 年 フランスで 『素粒子』 が 出版され たの だし、 日本で も ニー 世紀に 入 
ると 『素粒子』 と 同じ 世界観 …… 恋愛 セックス 資本主義 社会の 地獄を 描いた 漫画 「ル サン チ 
マン」 が 連載され た。 拙著 『電波 男』 が 案外と 話題に なった の も、 そのような 社会の 現実が 
あったから こそだろう。 

我々 は、 終わりな き セックス マシ ー ンに 改造され て しまったの だ。 

だが、 文学 や 哲学が、 この 恋愛 セックス 資本主義 社会に 対して 何ら かの 一撃を 加える こと 
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はでき るの だろう か？ 

できない。 

なぜなら 文学 や 哲学 もまた、 拙著 『喪 男 〔モダン〕 の 哲学 史』 を 参照して いただければ 判 
るよう に、 すでに セックスに ありつく ための 商品に されて しまって いる。 文学者 や 哲学者は 
もはや、 「モテない 男」 を 嘲笑 するとい う 「制度」 側で しか 食っ ていく ことができない。 

可能性が あると すれば 漫画 や ゲーム といっ たいわ ゆる オタク 産業の コンテンツ だけ だが、 
そのような カル チャー は、 はなっ から 知識人に よって 「大衆 文化」 という レッ テルを 貼られ 
ている ので、 知識産業 という フィー ルドでは 効力を 発揮し ない。 故に 大衆に 対する 力は あっ 
て も ) X 動的に 恋愛 セックス 資本主義 社会を 維持し ようとす る 自称 知識人 •自称 文化人に 鉄 
植を 下す ことは できないだろう C 
では、 どう すれば いいの か？ 

『素粒子』 には 二人の 「恋愛で きない 男」 が 登場した。 一人が 文学者 崩れの ブリュノで、 彼 
は 最終的に 精神 崩壊して 病院 送りと なった。 文学は すでに 敗北した の だ。 

しかしもう 一人の 科学者 ミシェルは、 物語の ラストで 恋愛 セックス 資本主義 社会を 崩壊 さ 
せ、 「愛」 を 実現させる 大 いなる 秘法 …… 「愛の 科学 革命」 を 起こす の だ。 ミ シヱ ルは、 「神」 
に つづいて 「現実」 という 妄想を 打破す るの だ。 言葉に よってで はなく、 科学 …… 数式と 公 
理 によって。 
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とはいえ 唯物主義 にも その 歴史的 重要性は あった。 神と いう、 最初の 障壁を 越える 必 
要が あったので ある。 その 一歩を 越えた 人々 は 苦悩と 懐疑の 淵に 沈んだ。 だが 今日では 
第二の 障壁 も 乗り越えられた。 それが コ ペン ハ ー ゲンで 起こっ たこと である。 コ ペン 
ハ ー ゲン 学派に とっては もはや 神 も 潜在的 現実の 概念 も 不必要な ものと なった。 「人間 
的 知覚と いう ものが あり」 と ウォルコットは 言う のだった。 「人間に よる 証言、 人間の 
経験が ある。 それらを 結びつける 理性が あり、 それらに 生命を 吹き こむ 感情が ある。 そ 
の すべてが 形而上学 ないしは 存在論と いっさい 関係な しに 展開され ていく のです。 われ 
われには もはや 神の 観念 も、 g 然や 現実の 観念 も 必要ありません。 経験の 結果に 関して 
は、 理性に 基づく 相互 主観性に 依拠す る ことで、 観察者た ちの コミュニティ 内で 合意が 
成り立ち えます。 経験は さまざまな 理論に よって 結び 合わされ ますが、 それらの 理論は 
できる 限り 経済の 原則を 満たす もので なければ ならず、 必ずや 反駁 可能な もので なけれ 
ばなら ない。 知覚され た 世界、 感覚され た 世界、 つまり 人間の 世界が あるので す。 

(ミシェル •ウ エル ベック 野 崎歓訳 『素粒子』) 

このような 純粋に 科学的な 手法での 「現実 否定」 に 続き、 ミ シヱ ルは ついに 「不死」 を 科 
学 的に 実現す る。 DNA を 無限に 複製す る 技術を 開発した の だ。 もちろん、 ミシェルに イン 
スピレ ー シ ョンを 与えた のは 古代 ョ ー ロ ッバの 異教 文化が 産んだ 「ケル ズの 書」 だった！ 
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トルバ ドゥ ー ルが 歌った 「トリスタンと ィゾルデ」 が 元は ケル トの 伝説だった のと 同じに、 
キリスト教が 産み出した ョーロ ッバ 文明の 再生は 「ケル トの 再発 見」 によって 成し遂げられ 
なければ ならない。 

ミ シヱ ルは この 発見を 成し遂げて 自殺した が、 彼の 跡を 継いだ フレデリック という 学者が 
ミシェルの 遺志を 継いだ。 フレデリック はこう 唱える。 

人類は 消滅し なければ ならない 

人類は 新しい 種族を 生み出さなければ ならない、 それは 性別を もたない 不死の 種族で 
あり、 個人性、 分裂、 生成 変化を 超越した 存在であろう 

(ミ シヱ ル. ゥ エル ベック 野 崎歓訳 『素粒子』) 

その 結果、 

数十 年に 及び とんでもなく 過大評価され てきた フーコ ー、 ラヵン、 デリダ、 ドゥ ルー 
ズの 仕事が、 突如 笑止千万と みなされ 省みられ なくなって 以後、 かわりと なる 新たな 哲 
学 的 思考が 出現 するど ころ か、 「人文科学」 を 標榜す る 知識人 全体が 不信に 晒された の 
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(ミ シヱ ル. ゥ エル ベック 野 崎歓訳 『素粒子』) 

こうして 「恋愛で きない 文系 男」 は 滅び 去り、 

変化は 精神的で はなく、 遺伝子 的な ものだろう 

(ミ シヱ ル •ゥ エル ベック 野 崎歓訳 『素粒子』) 

という 言葉が 新たな スロ ー ガンと して 掲げられる ことになる。 そして …… 物語の ラスト 
で、 人類は …… 滅亡す る。 科学に よって 誕生した 「性別を もたない 不死の 種族」 「個人性、 
分裂、 生成 変化を 超越した 存在」、 つまり セツ クスと 生殖と 死と いう 人間を 苦悩 させて きた 
三つの 根源 的 悪 (つまるところ DNA の 支配) から 解き放 たれた 新しい 生物に よって 取って 代 
わられて いったの だ。 

人類は …… 滅亡す るし か …… ない、 だって？ 

『素粒子』 が 現代人の 苦悩の 元凶と して あげてい る 要素は、 「セックス産業」 や 「恋愛 セッ 
クス 資本主義」 といった 表層 的な 現象では ない。 せっかく トルバ ドゥ ー ルが 歌い上げ、 ゲ ー 
テが 「現実」 に 持ち込み、 一九 世紀の ョ ー ロ ッバで 真剣に 追求され た 「恋愛に よる 人間の 救 
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済」 という 方法論が、 なぜ 無惨に 挫折して セックス産業に 乗っ取られた のか。 その 根本的な 
原因は、 人間 とりわけ 男性の DNA に 刷り込まれた 「暴力 性」 だと 『素粒子』 は 訴える。 な 
ぜ 「愛」 が 実現せ ず、 物語の 世界で 夢見る だけで 終わって しまう のか。 人間が 人間を 愛せ 
ない のは なぜか。 なぜ 人間は 人間を 殺す のか。 古来、 あらゆる 哲学者 や 文学者、 宗教 者が こ 
の 暴力の 問題に 取り組ん できた。 彼らは 「倫理」 や 「道徳」 を 発明し、 あるいは 「愛しな さ 
い」 という 教義を 発明して 人間の 暴力 性を 抑えようと 努力して きた。 しかし、 ニー 世紀に な 
るに 至って、 それらの 文系 男性の 努力 すべてが 無力 化して しまったの だ。 正確に 言えば、 科 
学が 生み出した 核兵器と いう 絶対的な 暴力 装置の 誕生に よって、 言語は 無効と なった。 哲学 
も 文学 も 宗教 も 無効と なった。 フ ー コ ー、 ラヵン、 デリダ、 ドゥ ル ー ズの 仕事は、 何ら 「暴 
力に よる 人類の 絶滅」 という 現実に 対して 力を 持たな かった。 故に 知識人 …… 人文科学 者た 
ち もまた、 恋愛 セッ クス 資本主義 市場に おける 一 商品と ならざる を 得 なくなっ たの だ！ 
ミシェル •ゥ エル ベックは、 彼ら フランスの 人文科学 者 (僕には どうしても 彼らが 科学者 だ 
とは 思えない ので、 文系 知識人、 あるいは 単に 知識人で いいだろう) の 言語を 「笑止千万」 の 一 
言で 片付け、 フランスの 知識人た ちを 「人類を 救う」 という 舞台から 退場 させた。 そして、 
代わりに 「科学」 に 期待を 託した の だ。 

『素粒子』 は 「唯心論 的 恋愛」 の 復活を 唱えた 小説では ない。 むしろ、 徹底的に 唯物論を 突 
き 詰める ことで、 人間の 生物と しての 本質を 改良して しまえば 「恋愛」 が 復活す るは ず だ、 
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と 言って いるの だ。 そもそも 恋愛とは 物語であって、 その 理念を 正しく 現実に 輸入す る こと 
はでき なかっ たの だ。 その 原因の 一つが 人間と くに 男の 暴力 性で あり、 セックスと 暴力と 支 
配が 結びついて しまう 男の 生物学 的 宿命で あり、 恋愛の 現実化と 自由化が 「恋愛 セックス 資 
本 主義 市場」 という 果てしなき 闘争 機械を もたらす 結果に なって しまった ことを ゥ エルべ ッ 
クは 指摘して いるの だ。 

そう。 問題は、 人々 の 魂を 癒し、 平和を もたらす 「恋愛」 という 文化が 実現 不可能 だとい 
うこと にある の だ。 キリスト教が 説いた 「愛」 の 教え だって、 一方では 人々 を 救った が、 
他方では 十字軍 遠征 だの 異端 審問 だのと いった 異教徒への 「暴力」 にす り 替えられて しまっ 
た。 ブッシュ 大統領は 未だに 「我らは 十字軍 だ」 などと 言って 他国に 攻め込む ことを やめな 
い。 もちろん アメリヵ だけが 悪い のでは ない。 男と いう 生き物が そのよう に …… 暴力と 攻撃 
衝動に よって 他の 男と 闘争し 続ける ように プログラミングされ ている ことが そもそもの 原因 
なの だ。 「恋愛」 だって 同じ ことで、 我々 は 無限に 終わらない セックス ゲ ー ムに 参加 させら 
れ 、他人を 貶め て 異性を 支配す る ことに 夢中に なって いる。 

つまり キリスト教の 「ア ガぺ 一」 にしても 「恋愛」 にしても、 DNA によって 産み出され 
る 男の 暴力と 闘争 本能を、 観念 (妄想) の 力で 抑え 込もうと する 試みだった わけ だ。 グノ ー 
シス 主義者た ちは、 人間が 愛を 実現す るには 肉体を 棄却す るし かないと 考えて いた。 仏教で 
も、 出家して 物質文明から 離脱す る ことで 人間は 解脱で きる と 考えた。 しかし、 それらの 試 
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みの 全ては、 本能の 圧倒的な 力の 前に 挫折した の だ。 

人間は 観念の 世界を 生きて いるが、 その 基盤は あくまでも 肉体で ある。 精神とは 脳と いう 
構造の 機能に 過ぎない。 

故に、 観念 (妄想) の 側 だけを 書き換えても、 肉体が 変わらない 限り、 人間は 本質的に 変 
化で きないの だ！ 

という わけで、 本書が 「恋愛」 による 人間の 救済と いう テー マを これ 以上 探究す るので あ 
れ ば、 フィ ー ルドを 生物学の 分野へ と 移行 させなければ ならない。 人間の 生物学 的 実質を 知 
れば 知る ほど、 「恋愛」 がいかに 現実 世界に おいて 実現 困難な 妄想であった か、 恋愛が 常に 
「脳 内 恋愛」 であり 続けた のは なぜかと いう 疑問 も 氷解す るだろう。 ただし 僕は 小説 『素 粒 
子』 のように 人類を 絶滅 させろ とは 主張し ない。 僕が 探る のは、 いったん 「亦 4 愛」 を 本来の 
姿 …… 「脳 内 恋愛」 に 戻して やる という 方法論で ある。 

かつて キリスト教徒は 神に 祈る ことで 救われ、 脳 内 恋愛 教徒は ゲーテ や ドスト エフ スキ ー 
を 読む ことで 救われて いたわけ だ。 現代人が 救われな いのは、 表層 的な 唯物論 思想に よって 
それらの 「物語」 の 力、 「妄想での 癒し」 「心の 救済」 を 否定した ことに 由来す る。 現代で 
は 物語に よって 癒される 行為は 「現実 逃避」 という レッ テルを 貼られて 迫害され ている。 こ 
れ はかつ て ローマ 教会が ヵ タリ 派を 弾圧した のと 同じ 構造な の だ。 僕は 「物語」 の 力を 復興 
し、 「脳 内 恋愛」 に 再び 市民権を 取り戻させる ことで、 とりあえず 今生き てし まつて いる 人 
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間は 救われる ようになる のでは ないか、 と 考える の だ。 まず 現代では 困難に なって しまった 
「脳 内 恋愛」 を 生物学 的な ルー ルに 基づいて 復興す る ことで、 もう 一度 「現実 恋愛」 を 実現 
する チ ヤンスが 生まれる はずな の だ。 フロィトは 人間が 「無意識」 に 縛られて いる ことを 発 
見した が、 実は 人間は 自分の 「肉体」 にこ そ もっと 深く 縛られて いて、 しかも その 事実を 全 
く 自覚して いないの だ。 

それでは、 「恋愛」 の 生物学 的な 実相とは、 どのような ものに なって いるの だろう か。 

♦% ♦恋愛の べース は、 DNA が 生み出す 脳 内 ホルモン 

恋愛とは 脳 内で 起こる 「脳 内 現象」 だ。 

だから こそ、 元々 の 恋愛は 「脳 内 恋愛」 として 出発した わけ だ。 まず トルバ ドゥ ー ルが 歌 
う 騎士 物語の 中で 「恋愛」 という 物語が 発明され、 それが 近代に なって 「現実」 の 中へ 逆 浸 
食して きたの だ。 

ヘレン. フィ ッシ ヤーの 『人は なぜ 恋に 落ちる のか？ 恋と 愛情と 性欲の 脳 科学』 によれ 
ば、 恋愛 感情とは ド ー パ ミン や ノル エビネ フリンと いった 脳 内 ホルモンが 多量に 分泌され 
る ことで 発生す る 感情 だとい う。 これらの 脳 内 ホルモンは、 ほ 乳 類と 鳥類に 生まれつき 与え 
られ ている もので、 多量に 分泌され ると その 動物は 興奮し、 行動への 動機を 強められる とい 
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う。 人間 様 だけでなく、 動物 だって 「恋愛」 状態に 陥る の だ。 しかし それは 「騎士が 貴婦人 
の 下僕と なる」 といった 宮廷 恋愛とは 全く 異なる 現象で、 要は 訳 もな く 発情し、 興奮して 活 
動的に なって いる 状態な ので ある。 

ド ー パ ミンは 強力な 快楽 物質で、 例えば 「ラン ナ ー ズ •ハィ」 状態と いうのは ジョギング 
している うちに ド ー パ ミンが 脳 内に 分泌され る ことにょ って 起こる 高揚 感だ 。一度 これに ハ 
マる と、 ジョギング 中毒に なって しまう の だ。 恋愛 も 同じで、 ド ー パ ミンと いう 快楽 物質を 
得られる からこ そ 人間は 恋愛に 夢中になる わけ だ。 ド ー パ ミンが 多量に 分泌され ると、 人間 
は 爽快な 気分を 味わう。 気力が 満ち 溢れたり、 活動的に なったり、 不眠に なったり、 食欲が 
なくなっ たり、 心臓が パク パクしたり 息が 荒くな ったり 不安に なったり …… といった 「恋の 
気分」 は、 全部 ド ー パ ミンの 作用な の だ。 

ドー パ ミンが 関与して いると すれば、 恋の 虜に なった 男女が、 その 恋愛関係 なしには 
生きて いけない と 感じたり、 相手に も 同じ 気持ちで いて ほしいと 切望す る ことに も 説明 
がつ けられる かもしれ ない。 なに かを 切望して やまない —— これは 中毒の 症状 だ。 そし 
て おもな 中毒 症状は どれ も、 ド ー パ ミン 分泌 量の 上昇と 関係して いる。 恋愛は 一種の 中 
毒な のだろう か？  わたしは そうだと 考えて いる。 

(ヘレン •フ ィッ シャー 大野 晶子 訳 
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『人は なぜ 恋に 落ちる のか？ 恋と 愛情と 性欲の 脳 科学』) 44 

恋愛とは、 中毒で ある …… これが、 生物学 的な 見地から 見た 実相な の だ。 

キリスト教 や 仏教は 人間の 欲望を 全て 苦悩の 源泉で あると して 抑制す る 方法を 教えて き 
た。 もちろん 恋愛なん て もってのほか だ。 近代は 恋愛を 自由化して 物語 どころ か 現実の 世界 
でも 恋愛を 解禁した が、 その 結果 人々 は 恋愛 中毒 症状に 陥っ てし まった。 

ここで 中世の 騎士 物語 (ロマンス) では、 恋愛は 騎士と 姫を 破滅させる 病気の ょうな 扱い 
だった ことを 思い起こして ほしい。 そもそも トリスタンと ィゾルデは、 元々 の 話では、 「恋 
に 落ちる 魔法の 薬」 を 飲んで しまっ たがために、、 っっかり 恋愛 状態に 陥っ てし まう の だ！ 

そう、 古代の ケル ト 人は 恐らく 恋愛の 本質を 「ドラッグ 中毒」 だと 知ってい たので ある。 卜 
リス タンと ィゾルデは 王を 裏切り 国を 裏切り 森の 中へ 逃げ込んで 苦難の 生活を 送らねば なら 
なくなり 、はっきり 言って お 互いに ちっとも 楽しくない。 それでも 別れられない 理由は、 卜 
リス タンに よると、 

この 女が 私を 愛する のは 秘薬の せいです。 

私は この 女と 別れられません 

彼女 も 私から 離れられない のです。 


理論 篇 恋愛とは 脳 内 現象で ある 


(ヘレン •フ イッ シヤー 大野 晶子 訳 

『人は なぜ 恋に 落ちる のか？ 恋と 愛情と 性欲の 脳 科学』) 

イゾルデの ほぅ も、 

このかたと 私が 愛し 愛されて おります のは 
ひたすら 二人が 飲んだ 秘薬の 所業で ございます。 

それは もぅ、 罪に ちがい ございません。 

(ヘレン •フ イツ シヤ^  — 大野 晶子 訳 

『人は なぜ 恋に 落ちる のか？ 恋と 愛情と 性欲の 脳 科学』) 

トリスタンと イゾルデは 「恋愛 中毒」 なの だ。 別に、 本気で 愛し 合つ ている わけでは な 
く、 なんだか ょく 判らない けど 中毒 症状に なって 離れられな いだけな ので ある。 

そして、 秘薬 …… ドラッグの 効果には 期限が ある。 

トリスタンと イゾルデが 飲んだ 秘薬の 有効期限は 三年だった。 

だから 三年が 経過す る や 否や、 トリスタンと イゾルデ はさつ さと 別れて しまつた ので あつ 


後世の 作家たち は、 「恋愛が ドラッグ 中毒とは いかがな もの か」 と 考えて 物語を 書き換え、 

トリスタンと ィゾルデは 薬を 飲んだ のでは なく 運命的 •精神的な 恋愛に 陥っ たの だ、 とい、 っ 

お 話に してし まった。 これは 「恋愛」 の 本質が 「ドラッグ 中毒」 という 「脳の 病気」 だとい 

う 真実が 次第に 忘れ去られ、 「恋愛至上主義」 ともいうべき 新たな 信仰の 体系に トリスタン 

物語が 組み込まれて いった ことを 意味して いる。 そもそも 中世 以前では どうだった かとい え 
f 、 

トリスタンと ィズー の 恋愛に 似た ものを、 古代は まったく 知らな かった。 周知の ように、 
ギリシャ 人ロ ーマ 人に とって 恋愛は、 それが _ 然の 目的た る 肉欲を 超越す る ほどになる 
と、 一つの 病気 (メナンドロス 、ギリシャの 滑稽 詩人、 紀元前 三 四 三〜 二 九 二 年) とみ 
なされた。 プル タル コスの 言葉を 借りれば、 それは 一つの 〈狂乱〉 である。 〈ある 人び 
とは これを 一種の 狂 水 病と 考えた。 …… したがっ て 恋する 者を、 病人と みなして 許して 
やらねば ならぬ。 …… 〉 

(ドニ •ド •ル ー ジユ モン 鈴 木健郎 •川 村 克己 訳 『愛に ついて— エロスと アガぺ —』) 
昔の 人の ほうが 常識人で 現実が 見えて いたの だ。 

ヘレン. フィ ッシ ャーの 調査に よると、 恋愛 状態つ まり ド ー パ ミンが 分泌され る 期間は、 
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長く 続いても おおむね 一七 ヶ月ぐ らいで 終わる の だそう だ。 つまり ひとつの 対象に 対する 
「恋愛 中毒 状態」 には 生物学 的な 「期限」 が ある。 トリスタンと ィゾルデの 場合は、 三年 
だった。 

という ことは、 「一生涯、 一人し か 愛さない」 という 純愛の 理念を 現実に 実践し ようとし 
て も、 必ず 生物学 的な 原因に よって 阻まれる という こと だ。 この場合の 純愛 理念の 実践と 
は、 ドー パ ミン 中毒 状態を 一生涯 持続 するとい う 意味 だ。 つまり 恋に 落ちた 時の ドキ ドキ感 
を いつまでも 持ち続けよう という 意味で ある。 そんな ことは 無理で ある。 いくら 頑張っ たと 
ころで、 中毒は 一七 ヶ月で 終わる の だ。 せっかく 人間 女 (または 人間 男) を ゲットしても、 
すぐに 飽きて しまう 原因は 脳に あるの だ。 しかし ひとたび 恋愛 中毒の 味を 占めた 脳は、 次の 
中毒 症状を 求め はじめる。 故に、 恋愛 マニアは 終わりを 知らない。 次から 次へ と 異性を 求め 
続ける の だ。 近代が 恋愛を 現実 世界で 解禁した 瞬間に、 ドン •ファン や ヵサノヴァと いった 
好色 プレィ ボ ー ィが もてはやされる ようにな った。 しかし 彼らは 覚醒剤 中毒み たいな ものな 
の だ。 『源氏物語』 の 光源氏は せっかく 紫の 上と いう 理想の 女性に 出会って いながら、 ド ー 
パ ミン 中毒 症状を 起こして 女を 漁り 続け、 紫の 上に 見放されて 失意の 晚 年を 過ごさなければ 
なら なくなっ た。 


47 


♦ V 恋した 相手と セッ クスした くなる の も 脳 内 ホルモンの 仕業 

恋愛 中毒に 陥って ド ー パ ミン や ノル エビネ フリンが 分泌され ると、 他の 脳 内 ホルモンの 分 
泌量 にも 影響が 出る。 

例えば、 セ ロト ニンが 減少す る。 セ ロト ニンが 減少す ると どうなる かとい うと、 強迫 神経 
症の 症状が 出る ようになる。 つまり、 恋して しまう と セ ロト ニンの 分泌 量が 減って 相手の こ 
としか 考えられなくなる …… 取り 憑かれて しまう の だ。 ただし セ ロト ニンに も いくつか 種類 
が あり、 恋愛に よって 減少す る 物質は そのうちの 数 種類だろう とへ レン •フィ ッシャ ーは想 
定 している。 

同時に、 テストステロンの 分泌が 増える。 テストステロンは いわゆる 男性 ホルモンの 一種 
で、 暴力 性に 関わって いる。 男が 女よりも 暴力 的な のは、 テストステロンが 多い からな の 
だ。 

ド ー パ ミンは 「快楽」 「多幸 感」 を 脳に もたらす が、 テストステロンは 別種の 興奮を 脳に 
与える。 テストステロンは 性欲 ホルモン なの だ。 恋した 相手と セッ クスした くなる のは、 
ド ー パ ミンと 同時に テストステロンが 分泌され るからで ある。 恋愛と 性欲は、 別々 の 脳 内 ホ 
ル モンの 働きから 生まれる 感隋 では あるが、 完全に 分離して いる わけでは ない。 連動して い 
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るの だ。 人間は 恋愛 対象に 出会う とまず 脳 内に ド ー パ ミンが 分泌され て 恋に 落ち、 次に テス 
ト ステ ロンが 分泌され て セツ クスした くなる わけ だ。 

恋愛と セッ クスとは 元来 「発情して セッ クスして 子供を 作る」 という 動物 的 本能な の だ。 
そして、 恋愛 感情 …… ド ー パ ミンの 分泌は、 おおむね 一七 ヶ月 以内に 終わって しまう。 

という ことは、 人間が 恋人に 対して 抱く ことができる 元々 の 「恋愛 感情」 は 二 年 以内に 消 
えてし まう という ことになる ばかり か、 恋愛と セッ クスは 別々 に 処理す る こと だっ て 可能 だ 
という こと だ。 つまり ド ー パ ミンが 出なくても テストステロン さえ 出る ので あれば 発情して 
セックス する ことは 可能な の だ。 僕が アダルト ビデオを 借りて きて、 これ っぽっ ち も 愛して 
いないど ころ か 顔出し すら NG で どこの 誰 だか 判らない 企画 もの AV を 「使う」 ことが 可能 
なの も、 人間に おいては 恋愛 感情と 性欲が 完全に 別物と して 分離して いるから なの だ。 

ところが 近代 以後、 元々 は 精神的な ものだった 「恋愛」 は、 徐 々に セックス 込みに なって 
いった。 恋愛を 買う と セッ クス も 一緒につ いてく る、 という 有様に なった の だ。 これは ど、 っ 
して かとい うと、 いくつか 理由が あるが 最大の 理由は 「恋愛結婚」 という 制度が 発明され た 
ことにょ る。 元々 恋愛と 結婚は 対立す る 関係だった。 恋愛は 究極の 個人主義 文化で、 一方 結 
婚は 家族 主義 •世間体 主義の 制度で ある。 ところが 近代では 個人主義が 発達した 結果 「恋愛 
至上 主義」 という 信仰が 形作られた。 人間は 恋愛し なければ 救われな いの だ、 という 思想。 
しかし、 もし 人間が みんな セッ クス 抜きの 純愛を 実践し はじめたら、 誰も 結婚し なくなっ て 
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しまう。 そこで 社会が 「恋愛」 のゴー ルに 「結婚」 を 無理やり 繫 げたの だ。 そして、 その 接 
着 剤が 「セックス」。 これは なかなかの 知恵 だ。 

しかし、 恋愛と セックスの セット 販売が 行きす ぎた 現代では 「恋愛 = セックス」 どころ か 
「セッ クスしたら、 それが 恋愛」 みた いなこと になって しまったの だ。 だいたい 簡単に 避妊 
できる ようになっ たので、 セックス したって そうそう 間違って 赤ちゃんが できち ゃった 婚、 
なんて ことには ならない。 中絶 だっ てで きる し。 という わけで、 「恋愛」— 「セツ クス」 I 
「結婚」— 「子育て」 という ラィンから 「結婚」— 「子育て」 が 切り離されて しまい、 「恋愛」 
I 「セッ クス」 という ラィン だけが 独立して 稼働す るよう になっ てし まった の だ。 

事実、 恋愛して いない 相手と セッ クスして いるう ちに、 テストステロンが 分泌され、 そこ 
から 逆に ド ー パ ミンが 分泌され て 相手に 恋して しまう という 現象 も 実際に 起こる の だそう 
だ。 この 現実 世界では、 要は 「押し倒して セックスした 者 勝ち」 なの だ。 モテない 僕みたい 
な 男は 少しずつ 彼女の 好感 度 パラメ ー タ— を あげてい って、 段階を 踏んで、 そしてい よいよ 

. と 段階を 踏もうと する が、 モテる 男は さっ さと 彼女を 押し倒して セッ クスして しまう。 

セッ クスされ ている うちに 彼女の 脳から ド ー パ ミンが 涌いて きて、 「私は この 人に 恋して い 
るんだ わ」 と 言い出して しまう という 寸法 だ。 

これは、 少女 漫画で ィヤ という ほど 見られる 展開で ある。 

従って、 モテる 男とは、 愛しても いない 多数の 女と 平気で がんがん セックス できる 男を 意 
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味す るの だ。 

逆に 「純愛」 なん ぞを 現実で 追求す るよう な 男は、 まず モテないだろう。 そんな 悠長な こ 
とを している 間に 彼女が 他の 男と セッ クスして しまつて 「これが 恋な のね」 とか 言い出され 
て 逃げて いくのが ォチ なの だ。 

もちろん、 表層 的な 唯物論の 惡 影響 も ある。 「恋愛なん て 言っても ただ 単に セックスした 
いだけだろう」 という 恋愛 セックス 同一 論で ある。 表層 的 唯物論には 「精神的な 世界を 無視 
しようと する」 という 強迫観念 的 志向が ある。 マルクス主義 もそう だつ たが、 フロイトの 
「全てを 性欲に 還元し ようとす る」 態度 もまた、 間違った 唯物論から 生まれた ものだった。 
フロイト によれば 恋愛 どころ か 人間の 全ての 行動は 性欲から 生まれて くると いう ことになる 
ので、 という ことは セッ クス すれば する ほど 人間は 自己 実現で きている という ことにな つて 
しまう！ もちろん フロイト 自身は そんな 過激な ことを 言っ ていないの だが、 そういう ふ、 っ 
に 解釈され たことは 間違いない。 ことに アメリカでは そうだつた。 アメリカで 最初に セッ ク 
ス 産業が 巨大 化して 恋愛 セックス 資本主義 市場が 形成され た 一因には、 アメリカが 熱狂 的に 
フロイト 理論を 受け入れた ことがあ げられ るので はないだ ろうか？ 

「恋愛」 「性欲」 と 別の 感情と して 「家族 愛」 つまり 愛着 感情が あるが、 これ もまた バソプ 
レ シンと オキ シト シンと いう 脳 内 ホルモン によつ て 生み出される。 浮気 性で 暴力 性の 男は テ 
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スト ステ ロンが 多く、 家族に 優しい 男では バソ ブレシンと ォキ シト シンが 多い という。 恋愛 
感情は 一七 ヶ月で 終わる が、 愛着 感情は もっとも っと 長続きす る。 長期 安定 型な の だ。 そし 
て、 バソプ レ シンと ォキ シト シンが 分泌され る ことで ド ー パ ミンの 分泌が 抑制され てし まう 
という 現象 も 起こる らしい。 つまり、 長く つきあっ ている と、 情熱 的な 恋愛 感情が 沈静 化し 
てし まい、 代わりに まつたり した 愛着が わいて くる というわけだ。 「恋愛」 と 「結婚」 の融 
合が 可能な のは、 人間の 脳が ド ー パ ミン 中毒 状態から バソ ブレシンと ォキ シト シン 分泌 状態 
へ 切り替わる ことができ るから なの だ。 しかし、 この 「愛着 状態」 に 移行す ると、 今度は 情 
熱 的な 「恋愛」 の 状態を 失って しまう。 恋愛至上主義 社会では、 だから 安定した 家族を 振り 
棄 てて 次の 「恋愛」 に 突撃す る 人間が 跡を絶たない わけ だ。 

♦ V なぜ 男は テストステロン 過剰に 陥り やすいの か？ 

ところで、 人類、 特に 男の 脳で 問題になる のが この 「テストステロン」 だ。 テスト ステ ロ 
ンは 性欲 ホルモンで、 特に 男性で 分泌 量が 多く 「男性 ホルモン」 とも 呼ばれて いる。 性欲を 
増進させる だけでなく、 筋肉 も 発達させる。 いわゆる ステロィドは、 テストステロンと 同様 
に 働く。 なので ステロィドを 投与して 筋 トレす ると、 たくましい マッ チョに 変身で きる わけ 
だ 0 
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『テストステロン』 (ジェイムズ .M  •ダブス + メアリ ー.G  •ダブス) によれば、 テスト ステ 

ロンの 分泌 量と 男性の 暴力 性には 顕著な 関連性が ある。 例えば、 同じ 犯罪者で も 「暴力 型」 
と 「非 暴力 型」 の 受刑者 間では テストステロン 量に 明らかな 差が ある。 

ここで 「暴力 的」 とされて いる 犯罪は、 レイプ、 児童 猥褻、 殺人、 暴行、 強盗な ど。 「非 

暴力 的 犯罪」 の ほうは、 夜盗、 窃盗、 薬物 規制 違反な ど、 

¢1) おとなしめ (？) の 犯罪で ある。 メディアが 垂れ流す 「才 
タクは 性犯罪 者 予備軍」 という 風潮に 対して 僕は 「強姦 魔 
には 大学の ラグ ビ ー 部員と か ヤン キ ー の ほうが 圧倒的に 多 
い」 と 反論して いるの だが、 別に ラグ ビ ー とか ッッ パリが 
悪い のでは なく、 過剰な テストステロンが このように 暴力 
犯罪. 性犯罪を 誘発し やすくし ている わけ だ。 言う まで も 
なく、 過激に 運動を 積み重ねたり 殴り合ったり していれば 
それだけ テストステロンの 分泌 量が 増える。 「血気 盛んに 
なる」 という やつで、 そう なれば 性欲 も 増進され、 暴力 衝 
動 も 高まる。 おおかたは スポ ーツで 解消され るは ずな の だ 
が、 まあ 中には 暴発す る 男 もい る ことだろう。 これに 対し 
て テストステロンが 低いで あろう 多くの インドア 型 オタク 
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男性の 非行 • セックスと テストステロン 量の 関係 

テストステロン 


正常 

晶 

リスク 比 

少年 非行 

12 

18 

1.5 

成人 非行 

10 

23 

2.3 

強力 薬物 使用 

10 

25 

2.5 

マリファナ 使用 

22 

48 

2.2 

アルコール 乱用 

12 

16 

1.3 

軍隊 無 許可 離隊 

6 

13 

2.2 

セックス • パートナー 多数 

23 

32 

1.8 

奶 性の 非行。 数字は、 さまざまな 非行を はたらいた -W 性の テストステロン ]!•: 常の 人と、 商 テストステロンの 人と 
^ セン テ- ジを 示す。  r テストステロン 滞 土 社〉 より 


の 場合は、 暴力 型 犯罪より 非 暴力 型 犯罪の ほうが 多い は 
ず だ。 ちなみに 非 暴力 型 犯罪者は、 刑務所の 中で 暴力 型 
犯罪者から シメら れ るので、 そういう ことは やらない ほ 
、っがい い。 アメリカ だと 「女」 役に されて カマを 掘られ 
る ことになる。 

そう。 高 テストステロンの 男が 問題 行動に 走る リスク 
は、 通常の テストステロン 濃度を 持つ 男より 高くなる。 
しかし 同時に、 そういう 男の ほうが 女と セッ クスで きる 
のた。 上の 度 表 も 『テストステロン』 からの 引用で あ 
る 0 

なんだか 暗鬱な 気分になる が、 女は チョ イワ ル どころ 
か激ワ ルが 好きな の だ。 

このように、 テストステロン 過剰な 男が 犯罪 (レイプ 
を 含む) に 走る 確率は、 高くなる。 ことに レイプ 犯の 場 
合、 テストステロンの 分泌を 抑え 込む ことで 過剰な 性欲 
を 抑制 すれば 再犯を 防げる という 理屈で アメリカ などで 
は 「化学 去勢」 を 行おうと いう ことにな ってき た。 女性 
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ホルモンを 投与して、 男性 ホルモン である テストステロンを 抑制す る、 というの だ。 僕の 
知り合いの 蓮 海 もぐらさん という ゲ ー ム 作家は 別に レィプ マンでは ない の だが 「自作に 登場 
する 両性具有 キャ ラの 心理を 体感す る」 という 目的で 女性 ホルモンの 投与を 受けた ことがあ 
る。 すると やっぱり 性欲が 落ちて しまったの だそう だ。 ただし、 女性 ホルモンの 投与を やめ 
ると、 それまでの リバウンドで かえって 体 毛が 濃くな ったり したと いうので、 性欲 抑制の た 
めに 投与す るに しても 恒久的に 続けなければ ならない という ことだろう か。 

アメリカには わざわざ ステロイドを 投与す る 男が 大勢い るのを みても 判る ように、 現代 文 
明は 一面では テストステロン 過剰の 方向へ 向かっ ている。 軍備は 拡大され 続け、 戦争は 終わ 
る ことを 知らない。 しかし その 一方では、 低 テストステロンの 男性 …… 女性的な 男性 も 増え 
ている。 例えば 日本で 「オタク」、 アメリカで 「ナー ド」 や 「ギ ーク」 と 呼ばれて いる イン 
ドア 型の 男性が そうだ。 恋愛 セックス 資本主義 市場とは、 恒久的に 人間の テストステロンと 
ド ー パ ミンを 過剰 分泌 させて 「セックス 中毒」 に 追い込み 続け、 セックスを 含めた 「恋愛」 
という 商品を 永遠に 消費 させよう とする 社会で ある。 このような 社会では、 インドア 型で 低 
テストステロンの 男は 馬鹿にされ、 ヒ エラ ルキ ー の 下部に 置かれる。 ボス 猿の ような 高 テス 
トス テロン 型 男性が 理想化され、 カリスマ として メディアに 祭り上げられる。 それでも、 そ 
のよう な マッチョ 主義 •テストステロン 主義の 陰で 「低 テストステロン 主義」 勢力 もまた 拡 
大し 続けて いるの だ。 
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しかし、 なぜ 男は テストステロン 過剰に 陥り やすいの か。 

テストステロンが 過剩 だから、 男は すぐ 暴力と か レイプと か 戦争と か 重犯 罪に 走る のでは 
ないか。 

テストステロンは、 人間の 攻撃 性、 征服欲、 支配 欲、 乱交 セックスの 原因と なって いる。 

ブライアン •サイクス 『アダムの 呪い』 によれば、 人間の 男が 元々 DN  A によって 「Y 染 
色 体を より 多く 残す ように」 と イン プリン テ イングされ ている からでは ないか、 という。 Y 
染色体は 性染色体の 一つで、 男 だけが 持って いる 染色体 だ。 人間は 二 本の 性染色体を 持って 
いるが、 X 染色体を 二つ 持てば 女に なり、 X と Y を 一個ず つ 持てば 男になる。 男子 •女子、 
いずれの タイプの 染色体を 持っ ている 場合 も、 妊娠 六 週間 目までは 誰もが 「女」 である。 妊 
娠七 週間 目に、 Y 染色体に 内蔵され た DNA が 発動して、 テストステロン などの 男性 ホル モ 
ンが 大量に 分泌され、 胎児は やっと 男になる の だ。 

「生物が 生殖す る 目的は DN A の 保存 だ」 と考えられるよう になって 長いが、 実は 保存す る 
べき DNA が 男と 女と では 違う。 男の 場合は Y 染色体を 保存す る ことが 目的と なって いる。 
最近、 天皇家に おける 「男系 •女系」 の 継承 問題が 一時的に 議論に なった が、 確かに 「 Y 染 
色 体」 という 観点から みれば 「男系」 のみが DNA を 保存して いると いう ことになる。 

ただし、 実は 女に も 綿々 と 保存され る DNA が ある。 それは 染色体で はなく、 細胞質の ミ 
トコンドリアに含まれる m tDNAだ。どんな男に孕まされようとも、生まれてくる赤ちゃ 
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んの m tDNAは常に母親と同一のものだ。男のミトコンドリアにも m tDNAは存在する 
が、 それは 精子が 卵子と 受精した 瞬間に 死滅して しまう。 

故に、 最近では ミトコンドリアを 基に した 女系 遺伝の 調査と、 Y 染色体を 基に した 男系 遺 
伝の 調査と が 別々 に 実施され るよう になっ ている。 

人間の 生きる 目的が 「DNA の 保存」 というのは 何とも 味気ない 話で、 それ こそ 千年の 恋 
も 醒めそう だが、 少なくとも 人間の 身体は そのよう に 作られて いる わけ だ。 

♦^ ♦人間は D NAに支配された機械にすぎない 

テストステロン について 研究 すれば する ほど、 科学者たち (たいていは 低 テストステロンの 
男性 か、 あるいは 女性) は ウン サリし はじめて いる。 というのは、 かつて 近代 ョーロ ッバは 
理性 主義 …… 啓蒙 主義に よって 人間は 暴力と 戦争と 貧困と 犯罪を 恒久的に 解決で きる はず だ 
と 信じて いたに も 拘わらず、 生物学 的な 結論は 「それは 無理 だ」 という 悲観的な ものに なら 
ざるを 得な かった からだ。 

そもそも 理性 主義は、 「人間は 神を 信仰し なくても 自らの 理性に よっ てこの 現実 世界を 天 
国の ように 素晴らしい 世界に 改造で きる」 という 自信 (誇大妄想 ともいう) によって 近代を 
支配した はずだった。 自然に 隠された 科学 法則を 明るみに 出せば、 人間は 自然を 支配し、 自 
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らの 獣性を も 支配し、 失われた 楽園を 取り戻せる …… はずだった の だ。 つまり 理性 主義と い 
う 思想 も 一つの 信仰だった わけ だが、 その 結果 気がつけば 世界中に 核兵器を はじめと する 破 
滅 的な 兵器が 立ち並び、 戦争は 果てる どころ か 世界 各地に 拡散し、 暴力は 収まる どころ かま 
すます 凶悪 化し、 人間に 破壊され た 自然は 様々 な 形で 人間への しっべ がえ しを はじめる 始 
末。 そんな 中、 人間の 理性 そのものが 「しょ せんは DNA に 支配され た 機械に すぎず、 しか 
も 暴力 的な 機械に すぎない」 として 疑われる ようにな ったの だ。 

ここで 言う 「理性」 の 中には、 そう、 「恋愛至上主義」 という 信仰 も 含まれる。 男が 一人 
の 女を 神の 如く 崇拝し、 お 互いに 情熱 的に 愛し 合い、 生涯を 共に する ことで お 互いを 救済 

する . 。そのような 「恋愛」 の 神話は しかし 実現され る ことなく、 結局は 「恋愛 セッ クス 

資本主義」 という 現実を 生み出し、 家族制度を 崩壊 させ、 人間を 「モテる 者」 と 「モテない 
者」 とに 二分して しまった。 それと いうの も、 恋愛 状態 (ド ー パ ミン 分泌 状態) が一 七 ヶ月 
しか 続かな かったり、 ドー パ ミンに よって 増幅され る テストステロンが 暴力を 生む こと や、 
テストステロンが 過剰な 男が 結局 女を 独占す る ことになる という 生物学 的な 原因の ためな の 
であって、 文系の 「知」 …… 口先 だけの 言葉 遊びな どが 太刀打ち できる 問題では ない ことが 
判って きた。 

もはや 「恋愛 神話」 は 崩壊して いるの だ。 

「永遠の 恋愛」 など 脳 内 ホルモンに 支配され ている 人間には 不可能で 恋愛を 追い求める 先に 
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は 過剰な テストステロン 、セックス 中毒、 そして 過剰な 暴力が 待っ ている だけだった の だ。 

しかし、 そもそも なぜ 近代は 「恋愛」 を 信仰に して、 そして 現実にまで 適用し ようとした 
のだろう か。 

それは 恐らく、 キリスト教が 元々 人間の 獣性 . テストステロン 過剰を 抑え 込む ために 

「愛」 を 教えた のと 同じように、 やはり 人間の 獣性を 克服す るた めだっ たと 思われる。 

元々、 「ロマンス」 という 言葉は 中世の トルバ ドゥ ー ルが 歌った 「騎士 物語」 が 語源な の 
だが、 騎士 物語と いうのは 実際には 野蛮で どうしよう もなかった 騎士たち に 「人の 道」 と 
いう ものを 教え込む ために 作られた とも 言われて いる。 つまり、 騎士た る 者は 婦人に かしず 
き、 忠誠を つくし、 常に 高潔に 振る舞わなければ ならない、 という 規範 道徳を 作ろうと した 
の だ。 後に この 騎士 文化は 廃れたが、 このような 「テストステロン 過剰な 男を 文明に よって 
飼い馴らす」 ための 倫理 規範は 作られ 続ける ことにな った。 

「恋愛」 もまた、 放置して おけば 野獣の ような 男の 群れに よる 集団 レィプ、 略奪、 放火 …… 

という 悲惨な 状態に なって しまう であろう 現実 世界を、 どうにかして 平和な 世界に 改造す る 
ために 役立つ はずだった の だ。 

しかし、 その 有効期限は そろそろ 終わりに 近づいて いる。 

もはや 「恋愛」 は 「セッ クス」 と 同義語に なって しまった。 59 


それに、 信じれば 救われる 宗教とは 違い、 「現実 恋愛 教」 にはもう 一つの 大きな 欠陥が あ 
る。 それは、 「恋愛 格差」 だ。 つまり、 「現実 恋愛」 では 男前 (ィヶ メン) と美 女 だけが モテ 
て、 ブサ ィクな 男女は (特に 男は) 金持ちと か 有名人に でもなら ない 限り セックス にも 恋愛 
にも ありつけな いの だ。 しかも この 傾向は 恋愛 セックス 資本主義 市場が 発展 すれば する ほど 
顕著になる。 資本主義が 貧富の 差を 増大 させた のと 同じで、 恋愛 セックス 資本主義は 恋愛と 
セッ クスの 格差を ひたすら 増大させる ことにな つた。 

かつて 資本主義 世界では、 金持ちが 貧乏人を 馬鹿にして 笑って いた。 「個人主義」 の 世界 
だから、 貧乏人は 努力し なかった から 貧乏に なった のであって 全部 自己 責任 だ、 という 理 
論 だ。 そのため 「ふざけるな 資本家 どもめ」 と 怒った 人々 が 共産主義を 生み出して 資本主義 
を 脅かす ょうになり、 やっと 資本主義 社会は 「福祉」 などの 概念を 取り入れて 個人主義の も 
う 一つの 理念で ある 「平等」 の ほうに も 目配りす るょう になった の だ (ソ連が 崩壊して から 
は、 忘れられて 再び 元に 戻って きたが)。 

恋愛の 世界 も 同じで、 モテる 者が モテない 者を 馬鹿にして 笑い、 それ どころ か 「お前は 努 
力が たりない から モテない の だ」 と 「道徳的」 な 「お 説教」 を たれて くる 始末で ある。 しか 
し、 構造 的に どうやっ たって 格差が 出る のは 資本主義の 習いだ し、 日米が 民主主義 国家を 標 
榜す るので あれば、 本来は 「福祉」 サー ビスを 充実させる べきでは なかろう か？ 

もちろん ここでい う 「福祉」 には、 「美容整形」 など も 含まれる。 
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恋愛に おいては、 「見た目」 が 実に 重要 だから だ。 もちろん 「金」 とか 「権力」 も 重要 だ 
が、 なんと いっても 「見た目」 である。 韓国では 身 も 蓋 もない プチ 整形が 流行って いるが、 
日本 もい ずれ 同じ ことになるだろう。 恋愛 市場は、 最初から 不平等な 市場な の だ。 DNA 配 
列に よって 基本が 定められる 「外見」 によって、 勝ち 組と 負け 組が 決まって しまう ので あ 
る。 必死で モテる 努力を している 連中の 多くは 勝ち 組と 負け 組の 中間 地帯を 彷徨っ ていて、 
自分では 頑張れば 勝ち 組になれ ると 信じて いるが 実際の アガリは 「しよ せんは …… 」 とい 
、っ 程度。 この種の 連中が、 「恋愛で きない 人間」 の 層を 差別 化して ことさら 攻撃して くるの 
だ。 僕なん かは もう 人間 女には 恋愛で きないので そんな こと どうで もい いと 解脱 宣言した の 
だが、 現世に 執着して 地獄を 生きる 面々 にと っては そのような 解脱 者が いては 困る わけ だ。 
自分の 努力 や 「恋愛して セックス すれば 救われる」 という 信仰が 全部 無駄で 空しい こと だと 
思い知らされる のが 耐えが たいの だろう ◦しかし 僕は 何度でも 言う が、 いくら セッ クスし 
たって 人間は 救われな いので ある。 Y 染色体を 世界中の 女の 子宮に 注ぎ込んでも、 喜ぶ のは 
精子 細胞に 組み込まれ ている Y 染色体 だけな のであって、 彼 自身は ちっとも 救われな いので 
ある。 人間は 未だに DN A の 支配から 自由にな って いないの だ。 必要な ものは 暴力を 生む テ 
スト ステ ロンでは なく、 中毒 症状を きたす ド ー パ ミンで すらない の だ。 というのは、 過剰な 
ド ー パ ミンは テストステロンを 分泌す る ことになる からだ。 これからの 人間が 求めるべき も 
のは、 癒しの 愛着 ホルモン …… バソ ブレシンと オキ シト シンな ので ある。 
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♦% ♦ 「一夫一婦 制」 は、 ド ー パ ミンと テストステロンを 抑え 込む ため 

「現実 恋愛」 を 普遍的に 導入した ことにょ って、 人間は 平和に 満ちた 世界を 築く どころ か、 
かえって 終わりの ない 永久 闘争に 陥っ てし まった。 「現実 恋愛」 は ダ ー ゥィンの 言う ところ 
の 「性 淘汰」 …… 一度は 文明社会が 抑え 込む ことに 成功しつつ あった 「性 淘汰」 という 永久 
闘争を、 再び 文明社会に 導入して しまった の だ。 

そもそも 人間の 男は 他の 生物の オスと 同様、 メスと セッ クスして 精子を メスの 膣 内に 放出 
する ため 「だけ」 に DNA にょって 生かされ てきた。 「自由意志」 など、 とんでもない 妄想 
なの だ。 昔から オスは 過剰な テストステロンを 脳 内に 分泌 させ、 筋肉を つけ、 他の オスを 打 
ち 倒して 勝者になる ことで メスの 歓心を買い、 セッ クスに ありつい ていた。 オスが 文明 化さ 
れて 「男」 に 進化しても、 事態は 実は 同じだった。 ただ、 人間は 前頭葉を 発達 させて 知恵 
をつ けて しまった ため、 石器を 発明したり 鉄器を 発明したり 弓矢を 作ったり 大砲を 作ったり 
ミサィルを 飛ばしたり …… と、 不断の 「マッ チョ 化」 を 進め、 うかつに も 自らの 「ォス 度」 
を 上昇 させす ぎた の だ。 過剰に 強くな りすぎ たの だ。 ただ 単に 「体力」 を アップさせる だけ 
なら、 どこかに 限界が あったは ず だ。 しかし 人間は 「道具」 という ものを 発明して しまい、 
自分の 身体の 外部に 「力」 を 拡張する 術を 覚えて しまった。 それでも もし 人間が 理性の み 
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によって 生きて いる 存在な ので あれば、 ここまで 危機 的な 状況に 陥る はずはなかった。 人間 
は 理性を 発達 させは したが、 結局のと ころは 「 Y 染色体を保存せよ」という D NAの指令、 
「メスに 射精す る」 という オスの 本能から ちつと も 自由にな って いないの だ！ 

文明の 一つの メリットに、 「一夫一婦 制」 という 制度を 実現した という ことがあ げられ る。 
普通に 生きて いれば テストステロン 過剰な 一 握りの 男が 女を 独占す るは ずが、 「一夫一婦 制」 
の おかげで 多くの Y 染色体が 保存され る ことにな ったの だ。 つまり 文明 化には 「テス トス 
テロンを 抑制して 性 淘汰を ^ 服す る」 という 目的が 隠されて いた。 テストステロンから 生ま 
れる 暴力 衝動は 村 や 都市から 放逐され、 「戦争」 という 非 日常の 空間へ 囲い 込まれた。 だか 
ら 結婚 制度は テストステロンから 極力 切り離されなければ ならな かった。 ョーロ ッバの 場合 
は、 結婚は キリスト教の 神に よって 保証され る 「秘 蹟」 「秘儀」 として 扱われた。 離婚は 禁 
止 だし、 浮気 (特に 妻の 浮気) も 禁止され、 夫婦で すら 快楽を 目的と した セックスは 罪 だと 
された。 「生殖の ための セックス」 だけが 奨励され たの だ。 つまり 中世の 結婚 制度とは、 人 
間の ド ー パ ミンと テストステロンを 抑え 込んで バソプ レ シンと オキ シト シン だけを 分泌 させ 
るた めに 機能して いた 制度な の だ。 

もちろん、 制度を 作っ たからと いって 人間の 本性 (DNA) が 変わる わけでは ない。 いぜ 
ん として ド ー パ ミン や テストステロンは 分泌され、 その 本能 的な 衝動を 実行す る 機会を 求め 
続けて いる。 それらは 主に 十字軍 遠征の ような 戦争に おいて 消費され、 村 や 町と いった 日 
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常の 世界からは 隔離され ると いう 扱いを 受ける ことにな った。 しかし テストステロンへの 欲 
求は 戦争で 満たされても、 ド ー パ ミンへの 欲求は 満たされな かった。 だから こそ 中世に 突如 
カ タリ 派の ょうな 唯心論 的 異端 宗教が 大 流行した のではないだろう か。 カ タリ 派は バソプ レ 
シンと オ キシト シン、 つまり 癒しと 平安の 境地では なく、 ド ー パ ミン 中毒の 境地を 是 とした 
熱狂 的な 宗教だった。 一方で、 トルバ ドゥ ー ル もまた ド ー パ ミン 中毒に 陥って 熱狂 的な 情熱 
恋愛の 歌を 歌った。 故に、 カ タリ 派から トルバ ドゥ ー ルの 情熱 恋愛 叙情詩が 生まれた という 
ルー ジュ モンの 説に も 頷ける の だ。 両者に 直接の 繫 がりが あるか どうかは ともかく、 いずれ 
も ニー チェが 言う ところの 「デュオ ニソス 的」 な 情熱に 身 も 心 も 捧げょう という 非理 性的 衝 
動の 運動に 他なら なかっ たの だから。 

しかし、 近代に 入って 「恋愛」 が 現実に 敷衍され た 時から、 新たな 悲劇が 始まった の だ。 
資本主義は 対外 的には 帝国主義 •植民地 主義と いう 形で 文明の テストステロン 過剰 化と いう 
方向へ 突っ走った。 同時に、 内部的には 恋愛 自由主義 という 形で やはり 人間の テスト ステ ロ 
ン 過剰 化を 煽った の だ。 資本主義 社会では、 男は、 戦争と 恋愛、 そして 経済活動 という 内外 
の 複数の 闘争を 連続して 行わなければ なら なくなっ た。 バブル 絶頂 時代に 「 24 時間 闘えます 
か」 なんて CM ソングが 流行った が、 まさしく 資本主義の 精神とは 永遠の 闘争 •不断の 闘争 
なので ある。 そして 闘争の 目的は、 言うまでもなく 性 淘汰に 勝ち残る ことだった！ 

しかし その 結果、 文明は 自然を 破壊し、 人々 をノ ィロ ー ゼに 追い込み、 悲惨な 経済格差を 
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作り、 終わらない 戦争の 種を 全世界に バラまい たの だ。 

『アダムの 呪い』 (大野 晶子 訳) で ブラィアン •サィクス はこぅ 嘆いて いる。 

女性たち が 富と 権力とは 正反対の 取り柄を 持つ 男性を 結婚 相手に 選ぶなら、 フェラ ー リ 
や 〇 1 レツ クスを 見せびらかしても なんの 効果 も 発揮し なくなつ たら、 こうした 傾向は 
あっとい う 間に ひっくり返る だろう。 そう なれば、 性 選択の 暴走 列車 も、 やがて スピ ー 
ドを ゆるめる はず だ。 イヴが 向かう ところ、 アダム もつ いて 行かざる をえない の だから。 


♦V 「脳 内 恋愛」 が 「現実 恋愛」 にす り 替えられた 

マックス •ゥヱ —バ ー と 同時代に 活躍した 経済学 者ヴヱ ルナ ー •ゾンバルトは 『恋愛と 贅 
沢と 資本主義』 において 「資本主義が 発展した のは、 『現実 恋愛』 といぅ 宮廷 文化が 大衆化 
したため だ。 つまり 女たち が 贅沢を 覚えた ので 市場を 無限に 拡張し なければ なら なくなった 
の だ」 とボヤ いた。 

中世 ョー ロッ パは 両性 間の 愛の 調和 的な 現象を、 すべての 人間の 行為と 同様に、 一段 高い 
もの、 すなわち 神への 奉仕に したがわせた。 それは、 地上の 愛の 思いが 直接 宗教 的な 霊感を 
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受け、 超 地上 的な 目標を めざす 場合 (マリア 崇拝に おける ょうに) でも、 愛が 制度 的に 定めら 
れ 、愛を 結合す る 制度 (つまり 結婚) を、 神が 望まれ、 神が 祝福され る 制度と して (すな わ 
ち 婚姻の 秘蹟 として) みとめられた 場合に ついても いえる こと だ。 神に ょって 浄 めら れ ず、 
あるいは 制度 上 結ばれて いない 性愛は すべて、 「罪」 の 刻印を 打たれた。 

愛の 本質に ついて 根本的に 違った 考え方が ミン ネ ゼン ガ ー ( 中世の 恋歌。 フランスの トルバ 
ドゥ ー ルと 同類) が 興った 世紀に まず 広範囲の 人々 の 間に 浸透した。 すなわち、 これは あら 
ゆる 点で 愛の いとなみの 世俗化が はじまった 一〇 世紀 以来の ことで ある。 

今日では、 これらの 恋愛 詩が すべて、 真実を 語らず、 技巧 や 細工 ばかりの 作品に 思わ 
れ る。 だ がそれ だから こそ、 これらの 詩は 近代的 恋愛の 自然な 萌芽で ある ことを 示して 
いる。 これらの 詩は、 恋人を 天上に まつりあげ、 一方 おのれは 憔悴して 呻き 声を あげ、 
酔い しれ、 祈りに 明け くれる 正真正銘の 青春期の 性愛の 表現で ある。 

(ヴェル ナ！ ゾンバルト 金 森 誠 也 訳 『恋愛と 贅沢と 資本主義』) 

ゾンバルトの 言葉を 要約す ると、 中世の 恋愛 詩は 「童貞の 叫び」 みたい な 脳 内 妄想 だっ 
た、 という こと だ。 その 脳 内 恋愛 物語の 中で、 騎士は 婦人に 下僕と して かしずき、 婦人の 言 
いなりに なって 闘いに 赴いたり 贅沢な 品物を プレゼント する。 女性を 神と して 崇める という 
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のが 中世 脳 内 恋愛の 大 原則だった。 

ところが、 近代に 入る と、 まず 宮廷で この 脳 内 恋愛が 「現実化」 された。 もともと 王侯 貴 
族の 世界と いうのは 現実 世界で ありながら 限りなく おとぎ 話 や 神話に 近い 世界、 つまり 「半 
分 現実、 半分 神話」 のよう な ものだった (だから こそ 近代になる まで、 庶民は 「革命」 「平等」 
なんて 「非現実的」 な ことを いちいち 考えな かった の だ)。 

であるから、 大人気 物語だった 「恋愛」 を 「実践」 しようと 考え出した 面々 が 「宮廷 か 
ら」 現れた の も 当然と いえば 当然だった の だ。 こうして 宮廷では 女性が 権力を 握る ようにな 
り、 その 結果 「恋愛」 が 宮廷の 財政を 圧迫した。 一八 世紀に なると、 フランスの 宮廷は 王が 
囲っ ている 愛妾 や 王妃 (マリー  •アントワネット など) に 支配され、 ヴェルサイユ宮殿 建築に 
代表され る 桁外れの 消費が 実行され るよう になった。 革命が 起こって 当然だった の だ。 マ 
リ ー •アントワネットの ライバル といえる デュ •バリ ー 夫人の 勘定書は 68 頁の ような もの だ 

(/=リーヴル、 8 =スー、1:5  =ドルニエ)。 

ゾンバルトの 「恋愛が 贅沢を 呼び、 贅沢が 資本主義を 発展 させた」 という 経済学 説は、 同 
時代に 活躍した マックス •ゥヱ ー バーの 「プロテスタンティズムの 勤勉な 精神が 資本主義 
を 発達 させた」 という、 より 無難な 学説に よって 取って代わられて しまった。 しかし ゥェ ー 
バーの 「勤勉の 理論」 だけでは、 ゾンバルトが 指摘した ような 「世界の 資本主義 市場 化」 は 
説明で きない。 一七 世紀から 一八 世紀に かけて、 贊 沢の 質、 消費の 質が 変化した の だ。 
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デュ • バリー 夫人の 勘定書 
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新規の 作業 
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「恋愛と 打 沢と 资本 巾. 劍 （講談社 学術 文庫） より 


S ククタ 

5  6  5  4 


品ス 品物 
製-行間 
絹 レ 流 小 


私は 奢侈の 発展 内容を 次のょぅに 区別す る。 

(a) 屋内 的に なって ゆく 傾向 中世の 奢侈の ほとんど 多くは 公共 的であった がそれ が 
しだいに 個人的に なって いった。 しかも 個人的で も、 往時の 奢侈は ほとんど 家の 中ょり 
も 戸外で くりひろげられ ていた。 ところが、 時代が すすむと ともに 奢侈は だんだんと 家 
の 中に 家庭的な ものに 置き換えられて いった。 女性が 奢侈を 家の 中に ひきずりこんだ わ 
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けで ある。 

往時は (ルネサンスの 頃で も)、 贅沢と いえば、 馬上 槍 試合、 はなやかな 戸外の 催し 
物、 行列、 野外の 宴会であった。 それが 家の 中に ひきこもった。 そのため 贅沢は、 往時 
かねそなえ ていた 時を 定めた 年中行事の 性格を 失い、 いつでも くりひろげられる ように 
なった。 こうした 変化と 奢侈 需要との 増大が どれほど 密接に 結びついて いたかは、 とく 
に 述べる まで もない。 

(b) 即物的に なって ゆく 傾向 …… 〈中略〉 …… かつては 贅沢と いえば 多数の 家臣 や 従 
者を 動員す る ことで あり、 たとえば 祝祭日に 彼らを 集めて 飲食 させ、 楽しませる ことで 
あると された。 だが いまや 有益な 品物を どしどし 奢侈の ために 使っ て ゆく ことが 本命と 
なり、 従者の 多い ことは これに ともなう 副次的 奢侈と なった。 私は こうした 過程を 即物 
化と 名 づけて いるが、 この 即物 化は またしても 婦人の 関心の まとで あった。 なぜなら、 
すばらしい 衣装、 住み心地の よい 住宅、 高価な 装飾な どと ちがって、 召使いが 大勢い る 
ことは、 女に して みれば さほど ありがたく はない からで ある。 

経済学 的に いえば、 こ、 っした 変化は やはりき わめて 相対的で ある。 アダム •スミスなら 
きっと 次のように いったで あろ、 っ。 人は 非生産的 奢侈から 生産 的 奢侈に 移行した。 なぜな 
ら 、例の 人手の かかる 奢侈は 非生産的 であり、 これに 反し 即物的 奢侈は 生産 的な 手 (資本 
主義 的な 意味で、 すなわち 資本主義 的 企業内の 賃金 労働者を さす) を 仕事に たずさわらせ るか 
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ら であると。 実際、 奢侈 需要の 即物 化は、 資本主義の 発展に とって 根本的な 意味が あった。 

(C) 感性 化、 繊細 化の 傾向 これは 奢侈の 即物 化と 手を たずさえて 登場し、 女性が 全 
精力を 傾けて 促進した 傾向で ある。 奢侈の 感性 化とは 何かとい うと それは 奢侈が しだい 
に 理想主義 的な 生の 価値 (芸術の ような) ではなく もっと 動物 的な、 低度の 本能に つか 

える ようになる 動きで ある。 . 〈中略〉 . この 勝利は とりもなおさず、 女性の 最終 

的 かつ 完全な 勝利 以外の 何物を も 意味し なかった。 女性的な スタィルが 文化の あらゆる 
領域に のさ ばってきた ことは、 ここに かかげた 定理の 正し さを はっきり 証明して いる。 

(ヴェル ナ！ ゾンバルト 金 森 誠 也 訳 『恋愛と 贅沢と 資本主義』) 

ゾンバルトが 近代に おける 贅沢の 代表と して ピックアップ する ものには、 次の ような もの 
が ある。 

《飲食の 奢侈》 これは 現代で も 「グルメ」 として、 特に 女性に 持ては やされ ている。 もち 
ろん 男に も グルメは いるが、 その 半分く らい (あるいは もっと 大勢) は 「女に モテる ため」 
に グルメの 勉強を している にすぎない。 

《住居の 奢侈》 これ また 現代で も 綿々 と 続いて いる 贅沢の 一つ だ。 サ ラリー マン 男性は、 
ほとんど 一生涯を 妻子を 陕 適に 暮らさせる ための マィ ホ— ムの ローン 返済に 捧げ 尽くす。 中 
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世 トルバ ドゥ ー ルの 恋愛 歌の 世界では、 恋人は 森の 中で イチ ャイ チャして いた。 それが 恋愛 
の 「現実化」 と 「即物 化」 によって 「マイ ホ ー ム」 や 「六本 木の 高層 マンション」 に 化けて 
いったの だ。 ゾンバルトは 「恋愛は 宮廷で 現実化す る ことによって 即物的に なった」 と 嘆く 
が、 物語つ まり 妄想に すぎない 恋愛を 「現実」 にす るた めには、 恋愛と いう 概念を 「物質」 
によって 表現す る 他はなかった のか もしれ ない。 

《劇場》 オペラ 劇場は 当初、 貴族 階級 だけの 社交 場だった が、 現代では 誰もが 劇場 や 映画 
館に 足を 運ぶ ことができる ようにな った。 そして、 アベックは 映画館を デ ー トス ポットと 定 
め、 観た くもない 映画を いちいち 観に 行く の だ。 

《一般 向き ミユ— ジツク •ホ— ルなら びに ダンス •ホ— ル》 これ も 現代に 溢れ かえっ て お 
り、 そこで 何が 目的と されて いるの かは 説明す るまで もないだろう。 音楽 や ダンスで ない こ 
とだけ は 間違いない。 

《高級 レストラン および 居酒屋》 これ も 説明 不要。 デ ー トの 時に 気の利いた レストランを 
知らない 男は モテない。 

♦% ♦ セックスに 至る までに 膨大な 消費が 必要と なった 

ゾンバルトは 指摘して いないが、 もちろん 「奢侈」 の 中には 「セッ クス」 も 含まれる。 と 
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いうか 都会に おける 全ての 奢侈が 最終的には 「セックス」 に 行き着く の だ。 ただ、 本来は 一 
円 も かからない はずの セックスに 至る までの 過程に、 膨大な 消費が 必要に なった ので ある。 
「セックスに 至る までの 膨大な 消費」 こそが、 唯 物的な 「現実 恋愛」 の 本質な の だ。 セッ ク 
スは 女が 男に 売りつ ける 高額 商品と 化した の だ。 故に 男は、 多額の 謝礼を 「贅沢」 という 形 
で 女に 支払う ことによ つて、 やつと セツ クス させて もらえる ようにな つた。 例えば マィ ホー 
ムの 住宅 ローン なんてのは 「永久 セックス 権の 購入 代金」 にも 等しい。 

資本主義 市場が 生み出した 大都市とは、 つまり、 「恋愛」 という 妄想の 物語を この 現実 世 
界に 現出させる ベく して 構築され た 巨大な 幻想の 空間だった の だ。 

その 都市の 中で 一般 庶民の 女たち は、 宮廷 貴族が 造り 出した 「現実 恋愛」 という 幻想を 刷 
り 込まれ、 自ら も マリ ー .アントワネット のように 振る舞い はじめた の だ。 

そう なれば、 庶民の 男 も、 彼女を 貴婦人の ように 敬わねば ならない。 敬う だけなら 良い の 
だが、 「現実 恋愛」 では 男性の 愛情は 「金」 や 「富」 や 「贅沢品」 という 目に 見える 形で 表 
現しなければ なら なくなっ ていた (ここが 元々 の 脳 内 恋愛と 違う ところ だ)。 貴族で もなん で 
もない ただの サ ラリ— マンの 家の 息子が、 高価な 結婚指輪を 嫁に 贈らなければ なら なくなっ 
た。 家なん か 買う 金 もない のに、 一生涯を かけた ロ ー ンを 組んで ほとんど 自分が 住む ことの 
ない 家を 妻子に あてがわなければ なら なくなった。 

恋愛 セックス 資本主義 市場に 暮らす 男たち は、 涙ぐましい ほどに 女に 奉仕し 続けて いる。 
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そして、 その あげく 「亭主 元気で 留守が いい」 と言われ るの だ。 

確かに マックス •ウェ^ ~ バ • ~ の 言うよう に 資本主義の 精神とは プロテスタンティズム . 

ひたすら 労働し ようとす る 勤勉 さで ある。 しかし、 そもそも、 なぜ 近代の 男たち は 「ひたす 
ら 働いて、 働いて、 働こう」 などと 面倒臭い ことを 思った のか？  死なない 程度に 働いて い 
れば それで 良い のでは ない のか？ なぜ 身を 粉に して、 ただ 一度き りの 人生を 仕事に 捧げ 尽 
くそうと したの か？ 

…… そう。 ゾンバルトの 理論では、 それは 資本主義 市場の 拡大に よって 「富」 を 持たない 
男が モテ なくなっ てし まった からな の だ。 モテない というのは ハー レムが 作れない とかいう 
意味では なく、 「恋愛で きない」 「結婚で きない」 という レベルで モテない という 意味 だ。 さ 
らに 僕は 原因の 一つに 「恋愛の 自由化」 という 要素を あげても いいと 思う。 みんなが 適当に 
見合い 結婚して しまって いた 世の中なら、 誰が 金持ちであろう がたいして 関係な かった はず 
だ。 

で、 結婚 相手を 自分の 力で 獲得し なければ ならない 自由 恋愛 市場では、 男は より テス トス 
テロンを 過剰に して マッ チョ 化する よりも、 むしろ 頭を 使って 金を 稼いだ ほうが 有利だった 
の だ。 単なる 「恋愛」 で モテる 男は セックス マシ ー ン つまり テストステロン 過剰 型 だが、 「結 
婚」 となると やっぱり 「経済力」 が モノを 言う ので ある。 それに 「外見」 は 生まれつきで だ 
いたい 決まって しまう が、 「金」 ならば 誰 だって 頑張れば 稼げない こと もない。 故に ョー ロッ 
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パの 男たち は 大海原に 乗り出して 世界 各地を 植民地 化し、 現地の 人々 に 多大なる 迷惑を かけ 
たの だ。 「女に モテたい」 「Y 染色体を 残したい」 という だけの 動物 的な 理由で …… 。 

そう。 文明は 元来 性 淘汰と いう DN A の 本能に あらが うため に 作られた はずだった のに、 
いつの 間に か 性 淘汰に 強迫神経症 的に 取り 憑かれた 現代文明に 変質して しまったの だ。 

もし 文明が 正常に 「テストステロンを 抑え、 性 淘汰の 原理を 無力 化して 一夫 一 妻 制度を 保 
持す る」 という 機能を 果たしていたら、 江戸時代の 日本の ように 文明は さほど 進歩し なかっ 
ただろう。 進歩と いうのは つまり 欠陥が あるから 修復し なければ なら なくなっ たという 混乱 
状況を 近代 人が 「進歩」 と 言い換え ただけ のこと だ。 ョーロ ッバの 安定は 近世に 崩壊した。 
以後、 あまりに も 長く キリスト教に 抑圧され すぎた せいか、 中世の 反動で 全てを 自由にし よ 
うとした の だ。 そして 全てを 自由に するとい うことは、 D N A の 命令に 対して 全く 抑制が か 
からなくなる という ことだった。 こうして 「欲望 機械」 こと 資本主義 システムが 無限 増殖を 
開始した の だ。 

恋愛 セックス 資本主義に 犯された 女は、 男に チヤ ホヤ 崇拝され ると、 かぐや 姫の ように 
「あれを もってこい」 「あれを 買え」 と 贅沢す るた めに 無理難題を 押しつけて くる。 現実に 
おける 恋愛では、 愛した ほうが 負けな の だ。 逆に テストステロン 過剰 男を ヒモ にしたり ホス 
卜に 貢いだり して 男に 食い物に される 女 もい るが、 この場合は 逆に 女の ほうが 男に 参って し 
まっている わけ だ。 
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♦V 本書が 「脳 内 恋愛の 復権」 を 提案す る わけ 

これまでの 話を まとめる と、 中世 トルバ ドゥ ー ルたち の 恋愛 物語 歌とは、 ほとんど 童貞の 
妄想の 如き 抽象的 •感覚的な 恋愛だった。 それは グノ ー シス 主義 や マニ 教の 流れを くむ 「現 
実 棄却」 を 理想と した 空想の 恋愛 •この 世の ものに あらざる 恋人への 純愛だった。 

ところが 王侯貴族が この 「恋愛」 を 宮廷で 「現実化」 しようと したと たん、 「恋愛の 唯 物 
化」 「恋愛の 物質主義 化」 が 発生して しまった。 宮廷の 女たち は、 男から 女神の ように 崇拝 
される という 有利な 立場を 利用して、 限りない 贅沢を 追求し はじめた。 そのため、 男は 資本 
主義 市場を 拡大し 続けなければ なら なくなっ た。 

さらに、 民主主義の 理念が 王侯貴族を 打ち倒す とともに、 「現実 恋愛」 の 文化は 宮廷から 
都市へ と 流出した。 この ことが 一般大衆の 贅沢 化を 推進し、 資本主義 市場の さらなる 拡大を 
運命 づけた。 と 同時に、 一般大衆 もまた 貴族の ように 「現実 恋愛」 という 幻想に 酔い しれて 
生きる ことにな つた。 

贅沢 もまた、 ドー パ ミンを 分泌 させて 人間の 脳に 快楽を 与える。 「現実 恋愛」 は 消費 中毒 
患者を 大量生産 したの だ。 

また、 真面目に 働いて さえ いれば 何となく 結婚に ありつける はずだった 男たち は、 「恋愛 
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自由市場」 という 不断の 闘争の 場で 闘わなければ なら なくなっ た。 さらに 恋愛に 勝利す るた 
めに、 他の 男の 何 倍 も 働かなければ なら なくなった。 一般的に 言われる 資本主義 市場の 拡大 
と、 恋愛 市場の 拡大は、 だから、 連動して いた。 

資本主義 市場で 闘争 させられ 続けた 男たち が 疲れ果て、 苦悩に 満ちた 資本主義 世界から 脱 
出す るた めに 考え出した 「社会主義」 「共産主義」 という 思想 も、 結局は 失敗した。 マルク 
ス 主義は、 ド ー パ ミンを 抑圧して 人間の 過剰な エネ ル ギーを 沈静 化させよ うとした 運動 だっ 
た。 その 意味で、 マルクス主義は キリスト教が 経済学 主義の 形に 変化した ものだった の だ。 
しかし マルクス主義 思想に よって 人間の 過剰な 脳 内 ホルモンを 沈静 化させす ぎた 結果、 社会 
主義 国家では 経済的な 失速が 発生し、 資本主義 市場に 敗れた の だ。 もはや 暗黒の 中世に 逆 戻 
りして 幸せ だと 感じられる ような 人間は いなかっ たの だ。 

こうして 概観して みると、 結局のと ころ、 物語の 中の 女性 キヤ ラ クタ ー に 愛を 捧げて 癒さ 
れ ようとす る 「脳 内 恋愛」 という 文化が、 現実の 女性に 愛を 捧げて 救われよう という 「現 
実 恋愛」 にす り 替わって しまった ことが、 少 々大袈裟に 言えば 今日の 世界情勢を 危機 的な 状 
況に 陥れた のでは ないか。 資本主義 社会は 永久に 拡大し 続けなければ ならない の だが、 地球 
の 資源には 限りが ある。 庶民を 飢えさせた フランス 王政は 革命で 倒れた が、 現在の 地球には 
一 〇億人 以上 もの 飢餓 状態に 置かれて いる 人たち が 存在す るの だ。 資本主義が 全世界に 拡散 
した 結果、 裕福な 国と 貧しい 国との 経済格差は 広がる 一方に なって しまった。 そして 「恋 
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愛」 に 酔っ ている 人々 は、 そのような 問題を 故意に あるいは 無意識に 黙殺して いる。 また 経 
済 的に 裕福な 国の 中では、 『素粒子』 で 見た ように 「恋愛 格差」 が 拡大し、 少子 化 •人口 減 
が 始まっ た。 

問題の 根本には 「恋愛の 現実化」 という 過ちが あったの だ。 

そして その 過ちは、 Y 染色体を 残す ために 女に モテよう とする 男の 本能が、 女の 言いなり 
になっ てきた ことに 端を 発する の だ。 もちろん 文明とは テストステロンを 抑制して 暴力を 軽 
減す るた めの 装置で あるから、 僕は 何も 「男は みんな サル 時代に 逆行して、 ケン ヵで 勝った 
奴が ハ ー レムを 作れる ように すれば いい」 とか 「恋愛なん てろ くでもな いから、 女を 見たら 
人権な ど 無視して 押し倒せ ばいい」 なんて 乱暴な ことを 言っ ている わけでは ない。 恋愛 セッ 
クス 資本主義は ド ー パ ミン 中毒 者を 大量 発生させる と 同時に、 不断の 闘争 状態に 男たち を 置 
き 続ける ことで テストステロン 過剩 •暴力 性の 過 剩をも 生み出した。 これ 以上の 暴力 性の 増 
幅は、 全人 類の 滅亡に 繫 がって しまう。 だから テストステロンを 抑制し なければ ならない の 
だが、 マルクス主義 のように 国家が 人間の 妄想 力 や 競争力を 規制 するとい う 方法論は 失敗し 
た。 近年では 「女性 原理」 つまり アンチ •テストステロン 原理に よって 平和を 実現し ようと 
いう 動き も あるが、 実は そのような 女性 性の 崇拝が そもそも 「現実 恋愛」 を 生み、 資本主義 
市場を 暴走 させた 元凶な の だ。 いや、 「女性 性」 (アンチ •テストステロン 的 性質) こそ、 文明 
が 本来 目指すべき ものである ことは 間違いな いの だが、 「女性 性」 が 「現実の 女性」 と 同一 
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視 されて しまう と 悲惨な ことになるの だ。 ゲ ー テの 「女性的なる もの」、 「女性 性」 という 
理想は、 「現実の 女性」 を モデルとは している が、 あくまでも 「脳 内 キャラクタ ー」 であっ 
て 現実とは 関係がない の だ！ 

ここのと ころを、 近代 以後の 多くの 人々 が 誤解して きた。 「女性 性」 は 例えば ダンテの 脳 
内に ベア トリー チェと いう 形で キャ ラク タ 1 化され、 また ゲ ー テの 脳 内では グレー トヒ ェン 
という 形で キャ ラク タ 1 化された。 キル ケゴ ー ルの 脳 内では レギ ー ネ •オルセンの 姿を 取っ 
た。 彼女たち には、 確かに 実在の モデルが 存在す る。 しかし、 よく 考えて みて ほしい。 伝記 
を 調べれば 判る 通り、 彼らは 誰 一人、 モデルと なった 現実の 女性と 結ばれて はいない！ そ 
のこと ごとくが 失恋に 終わっ たの だ。 彼らに 代表され る 近代的 男性は、 だから、 現実の 恋愛 
に 挫折した 結果、 「自分の 脳 内に」 自分を 救済して くれる 「女性 性」 を 勝手に 生み出し てい 
ただけ なの だ！ 

このように 自己の 内面に 存在す る 「女性」 を 神の 代わりに 崇拝す る 近代 ロマン主義の 精神 
が、 いつの 間に か 変質して 現実と 妄想の 区別を 見失って 「現実の 女性」 を 神の ように 崇めは 
じめ たこと が、 全ての 間違いの 始まりだった の だ。 

なぜそう なった のか。 それは 唯 物議 論の 流行と も 関連して いる。 俗流 唯 物議 論は、 目に 見 
える モノし か 信じない ので、 崇拝す る 対象 もまた 現実の 存在で なければ ならない。 だから 内 
面の 女性 性よりも 現実の 女性の ほうが もてはやされた のだろう。 ここから 現実の 異性の 内面 
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性よりも 肉体を 重視す る 「セックス 主義」 というもう 一つの 唯物論までは あと 一歩 だ。 

文明に アンチ •テストステロン 志向を 復活 させよう とする 試みは、 現実の 女性を 崇拝した 
り 持ち上げたり チヤ ホヤした りする 試みであって はならない の だ。 もちろん 現実の 女性を 蔑 
視 したり 抑圧し ようとい うわけ でもない (それ こそ テストステロン 志向 そのものでは ないか 〇 
男が 自らの 努力に よって 自分自身の 脳 内の テストステロンを 抑制し なければ ならない の だ 
(さらに 男女は ともに ド ー パ ミン 中毒から 脱却して、 地球 資源を 食い荒らす 即物的な 贅沢を 抑制し 
なければ ならない)。 

少なくとも、 国家が 人間の それらの 過剩 性を 抑圧 するとい う 試みは、 失敗に 終わった。 ソ 
連が その 代表例 だ。 

もちろん、 反対に 国家が 人間の 過剩 性を 集団 組織化して 暴走 するとい う 現象 も 避けな けれ 
ばなら ない。 ナチ ス •ドイツは この 典型 例 だ。 

そこで 本書では、 「脳 内 恋愛の 復権」 を 提案す る ことにし たの だ。 

キリスト教とは 「イエス 物語」 を 現実 だと 思い こんで しまった 人々 の 作った 宗教の こと 
だが、 我々 だって 彼らと 同じな の だ。 我々 は、 中世 トルバ ドゥ ー ルが 歌って いた 童貞 妄想 
の 「恋愛 物語」 を 現実 だと 思い こんで しまって いるの だ！ 人々 に 無償の 愛を 説き、 テスト 
ステ ロンを 抑え、 癒しを 与える 「イエス 物語」 は 美しい 話 だが、 それを 「現実」 にしようと 
すると いろいろと 齟齬が 生じる。 宗教 戦争と か 異端 審問と か。 それと 同様に、 人の 魂を 癒す 79 


「恋愛 物語」 もまた、 「現実」 にしょうと 志向した とたんに 妙な 方向へ 走っ てし まう わけなの 
だ。 

♦V 「現実 恋愛」 は 本能に 支配され ている 

「テストステロン にょる 性 淘汰」 を 排除して、 「一夫 一 妻」 に 代表され る 安定した 平和な 世 
界を 作る ことが 文明の 本来の 目的だった。 

かつては 「暴力で 男を 殺して 女を 犯す」 というの が 原初 的な 性 淘汰 本来の 姿で あったろ 

う C 

しかし 「一夫 一 妻」 という 制度を 実現 すれば、 暴力は 大幅に 軽減で きる。 

もちろん 人間の 暴力 性は 生まれながら にして DNA が 規定して いる 本能な ので、 一夫 一 妻 
制度を 実現した だけでは 戦争 や 犯罪を 無くす ことは できない が、 少なくとも それらの 破滅 的 
な 暴力を 「非 日常」 という 領域へ 囲い 込む ことは 可能になる の だ。 

中世 ョ ー ロ ッバの キリスト教 社会は、 その 目標を ある 程度 達成す る ことに 成功した。 
しかし 近代に 生まれた 「自由と 平等」 という 概念が 「恋愛の 現実化」 を 発生 させ、 そして 
人間は 再び 性 淘汰に 巻き込まれる ことにな ったの だ。 近代が かつての 性 淘汰 状態と 違う とこ 
ろは、 「腕力」 と 「外見」 ではなく 「経済力」 と 「外見」 の 勝負に なった という 点だった。 
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だが 根本的には 両者は いずれも 「闘争」 という 意味で 全く 同じな の だ。 

とはいえ 「腕力」 は 単純な テストステロン 量に よって 決まる が 「経済力」 には テスト ステ 
ロン だけでなく 知性が 関連す る。 つまり 「現実 恋愛」 とは 「文明 化された 性 淘汰 システム」 
なの だ。 テストステロンを 抑える ために 生み出された 文明が、 再び 性 淘汰に 利用され る。 
いったい なぜ こんな ことが 起こっ てし まった のか？ 結局のと ころ、 現実 恋愛を 支配して い 
る 最大の ルー ルが 「外見」 「見た目」 だからな の だ。 人間の 「見た目」 は、 どうしよう もな 
く 人間の 精神を 縛っ ている。 「私は 男 (女) を 見た目で 判断し ない」 なんてい う 女 (男) は 
みんな、 自分に 嘘を ついている のか、 相手に 嘘を ついている のか、 ただの 馬鹿な のか、 その 
いずれ かなので あって、 相手の目が 見える 限り 「外見」 は 多大な 影響を 人間に 振る うの だ。 
それは 「本能」 なの だ。 DNA がそう いう ふうに 規定して いるの だ。 生物学 的に そう 決まっ 
ている の だ。 もちろん 「外見」 の 中には 「肉体の 作り」 だけでなく、 「身振り」 「仕種」 「目 
つき」 「話し方」 など も 含まれる が。 

人間は D NAによって基本的な容姿を規定される。 

美形に 生まれれば 無条件で 愛され、 醜く 生まれれば 無条件に 嫌われる。 

もちろん、 経験を 重ねる ことで、 「見た目」 以外の 要素を 感じ取れる ようになる 人間 もい 
る。 しかし 少なくとも、 生物学 的に もっとも 生殖に 適した 年代の 女性 (一六 歳から 二〇 歳) 
は、 ほとんど 「見た目 | だけで 男を 決める し、 ある 程度 年を取る と 今度は 「経済力」 を 判 
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断 基準に 入れて 安楽で 贅沢な 生活を 手に入れよう とする。 「性格」 なんてい っても、 外見に 
よって ほとんど 判断され てし まう。 同じ 行動を とっても 外見が 良ければ プラスに 判断され、 
外見が 悪ければ マィナスに 判断され る。 人間の 女性が 男の 「内面」 とかそう いう ものを 真剣 
に 評価し はじめる のは、 彼女 自身の 肉体の 商品 価値が 落ちてから …… つまり 年を取っ てから 
である ことが 多い。 しかも、 それ だって 一部の 知性的な 女性 だけ だ。 

もちろん 女 ばかりでなく、 男の 場合 だって 同じ だ。 同じ どころ か 男の ほうがより 女の 「見 
た 目」 や 「若さ」 だけに こだわる。 経済的 安定の 基盤を 女性に 求めたり しない からだ。 

だいいち 性格 だって 基本は DN A からの 遺伝情報で 決まって しまう わけ だし、 何 割かは 環 
境 要因 だが それ だって どんな 環境に 生まれて くる かは 本人の 意志とは 無縁に 強制的に 決定 さ 
れて しまう の だから、 これ も 「社会学 的 遺伝 要因」 と 言っ ていいだろう。 

社会学 的 要因は さておき、 「人間が 相手の 見た目で 好悪の 判断を して、 恋をする」 とい、 っ 
現象は すべて、 DN  A がそう 定めて いるの だから、 つまり 生理 現象な の だから、 説教したり 
反省したり したと ころで 容易に 改まる わけ もない。 

その上、 すでに 述べた ように、 情熱 恋愛の 期間は 一七 ヶ月で 終わる の だ。 だから 恋愛に ハ 
マった 人間は 永久に 浮気を やめられない。 

つまり 「恋愛」 という 理想は、 理性に よって 「生殖」 に まつわる 本能を 抑制し、 理想郷を 
実現し ようとし たの だが、 残念ながら 本能を 克服で きなかった の だ。 近代の 合理主義が 人間 
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を 「理性的 存在」 と 規定して しまい、 生物学 的な 要素に 関して 無知だった からだ。 

本能を 克服 するど ころ か、 「恋愛」 という 理想化 された 概念が 現実に 適用され たために、 
さらなる 性 淘汰 競争を 招いて しまった の だ。 我々 は 「恋愛と いう 理想を 実現す るた めに 自分 
は 人間 相手に 恋愛して いる」 と 信じて 行動して いる。 「自分は 本能に 支配され て セックス 相 
手を 探して いる だけでは ないか」 と 疑っ たりは しない。 セッ クスし か 頭に ない テスト ステ ロ 
ン過剩 男の 場合、 それを 逆手に とって 「愛して いる」 と 口先 だけで 女に 言って おく。 それ だ 
けで 女は 「これが 恋な のね」 と 騙され、 進んで 男の 肉欲 処理に 奉仕 するとい う 立場に 収まる 
の だ。 

「恋愛」 という タテ マエの せいで、 我々 人間は 無意識の うちに 性本能に 支配され る ことに 
なって しまつた の だ。 

現実 恋愛の 不可能 性は すでに 「ドー パ ミン ー七 ヶ月 期限 説」 によって 説明した が、 恋愛 感 
情が 相手の 「外見」 によって 大きく 支配され ている ことにつ いても 少し 述べて おこう。 人は 
見た目が 九 割な の だ。 ことに 恋愛に おいては。 下手したら 一〇 割か もしれ ない。 

♦ V 赤ん坊で さえ 外見に 執着す る 

ナン シ ー •エト コフの 『なぜ 美人 ばかりが 得を する のか』 (木 村 博 江 訳) によると、 自由 恋 
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愛 •現実 恋愛を 大 々的に 市場に 取り入れた 現代 社会では、 人々 はまる で 動物に 退化す るかの 
ように 自らの、 そして 異性の 「外見」 に 執着す るよう になっ てし まって いると いう。 

美は あらゆる 人間に 原始 本能を 目覚めさせ るよう だ。 一九 九 六 年の 調査では 一年間に 
六 九 万 六 九〇四 人の アメリヵ人が、 みずから 進んで 美容 外科 手術を 受けた と 報告され て 
いる。 皮膚を 破く、 皮膚を 焼く、 脂肪を 吸いと る、 異物を 埋め こむな どの 手術で ある。 
一九 九 二 年に 食品 医薬品 局が シリコン 移植を 制限す る 以前には、 連日 四〇〇 人の 女性が 
その 手術を 受けて いた。 豊胸 手術は かつては ポルノ 女優が 受ける ものと 相場が きまって 
いたが、 現在では ハリウッド. スタ 1 にと っては 当たり前で、 ふつうの 主婦が 受ける こ 
とも 珍しく なくなつ ている。 

人々 は 美の 名の もとに 極端な ことに も 走る。 …… 〈中略〉 …… ブラジルでは、 兵士の 
数より エイ ヴォン. レ デイ (エイ ヴォン 化粧品の 女性 訪問販売 員) の ほうが 多い。 ア メリ 
力では 教育 や 福祉 以上に、 美容に お金が つぎこまれる。 莫大な 量の 化粧品 —— 一分 あた 
り 口紅が 一八 四 八本、 スキンケア 製品 二 〇五五 個 —— が、 売られて いる。 アフリヵの 力 
ラハリ 砂漠の ブッシュマンは、 旱魃のと きで も 動物の 脂肪を 塗って 肌を うるおわせる。 
フランスでは 一七 一 五 年に、 貴族が 髪に ふりかける ために 小麦粉を 使った おかげで 食糧 
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難に なり、 暴動が 起きた。 美しく 飾る ための 小麦粉の 備蓄は、 フランス 革命で ようやく 
終わりを 告げた のだった。 

世界が 集団 狂気に 陥って いるの か、 この 狂気に なに か 法則が あるの かの どちら か だ。 
人は 外見に とらわれずに いられない。 心の底では 誰もが それを わかって いる。 『ヴォ ー 
グ』 『GQ』 『デイ テ ー ルズ』 などの ファッション雑誌、 ケイト •モス、 ナオミ •キャン 
ベル、 シン デイ •クロフ ォ ー ドの 写真を すべて 焼き払っ たと しても、 まだ 若く 完璧な 肉 
体の イメ ー ジは 私たちの 心に こびり つき、 それを 自分の ものにした いという 欲望が 頭を 
もたげる だろう。 例外は ひとり もい ない。 

(ナン シー  •エト コフ 木 村 博 江 訳 『なぜ 美人 ばかりが 得を する のか』) 

「ブッシュマン」 という 映画は アフリカの ブッシュマン (今では 「コイ サン マン」 と 呼ぶ よう 
になって いる) が アメリカの 大都会へ 行く とい、 っ カル チャ ー ギ ャップを 描いた コメ デイ だっ 
たが、 ブッシュマンよりも 実は アメリカ人の 方が 「原始的」 だ。 文明が 「進歩」 した 結果、 
肌に 塗る つつまし やかな 量の 動物の 脂肪が 工業 生産 品の スキンケア クリ ームに 化けた の だか 
ら〇 

人間は 太古から 自分の、 そして 他人の 「容姿」 に 異様な 執着を 抱き 続け、 そして、 文明 社 
会は その 強迫神経症を 治療 するど ころ かますます 悪化 させて いく 一方な の だ。 真に 「文明 
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的」 な 社会では、 人間の 外見は 単に 個人を 識別す るた めの 「記号」 にすぎない はずで ある。 
しかし 現実は どうだろう。 全く 逆 だ。 というより、 外見に 対する 執着は ますます 深まる ばか 
り だ。 人間の 精神 性 や 叡智は 年々 確実に 後退して いる。 

人間が 根源 的に 持って いる 美醜 感覚と DN A および 脳 内 ホルモンとの 正確な 関係は まだ ブ 
ラック ボックスに 入れられ たままで 解明され ていない。 しかし、 恋愛 状態 …… 異性に 対して 
起こる ドー パ ミン 過剰 分泌 状態 …… が、 相手の 外見の 美醜と 密接に 関連して いる ことは 間違 
いないだろう。 これは 学習の 結果な のか、 本能な のか？ 

心理学者 ジュディ ス •ラング ロワは、 学習な ど 必要ない という 説を とって いる。 美に 
対する 好みは 生まれつきの もので あり、 赤ん坊で さえ 美しい ものを 見 わける と言うの 
だ。 ラング ロワは 人び との 顔を 写した スラィドを 数百 枚 用意し、 まずは 大人たち に そ 
れぞれ の 魅力の 度合を 評価して もらった。 つづいて 彼女は 同じ 写真を 生後 三 ヶ月と 六ヶ 
月の 乳児たち に 見せた。 すると 彼らは 大人が 高い 評価を つけた 顔を、 より 長い あいだ 見 
つめた。 赤ん坊は 複数の 顔の 中から 美しい ものを 識別す る。 彼らは アフリカ 系 アメリカ 
人、 アジア 系 アメリカ人、 白人の 別な く、 魅力的な 男性、 女性、 赤ん坊を より 長く 凝視 
する。 この 事実は、 乳幼児が 美し さを 感知す る こと、 そして 人間の 顔には 人種的ち がい 
を 超えて 共通した 普遍的な 美の 特徴が ある ことを 示唆して いる。 
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ラング ロワは 乳児が、 自分の 知らない 美しい 顔に 反応した 点を 強調して いる。 赤ん坊 
に とって 身近な 人は 白 分の 生存に かかわる 重要な 存在な ので、 その 顔が 美しい かどう か 
で 赤ん坊の 行動が 変わる ことは ない。 また、 美人の 母親を もつ 赤ん坊が とくに 美し さに 
敏感な わけで もない。 赤ん坊は 母親が 美人で あるな しにかか わらず、 美しい 顔の ほうを 長 
く 見つめた の だ。 

(ナン シ ー •エト コフ木 村 博 江 訳 『なぜ 美人 ばかりが 得を する のか』) 

つまり、 「白人 女性が 一番 綺麗 だ」 とか 感じる ような 「人種的 好み」 は 学習に よる ものら 
しいが、 「この 顔が 美人で、 これは ブサ イク」 と 感じる 根源 的な 美醜 感覚は 生まれつき イン 
プリン テ イングされ ている らしい。 

どうも 「子供の 目は 誤魔化せない」 というのは 本当ら しい。 

逆に、 大人が 子供に 「かわいら しさ」 を 感じる の も、 本能の 一種の よう だ。 人間が かわい 
らし さを 感じる 要素は、 コン ラ ー ト •ロ ー レンツに よれば 「柔らかい 肌」 「柔らかい 髪」 「大 
きな 目」 「ぽ っち やりした ほっぺた」 「小さい 鼻」 「大きな 頭」 「小さくて ぷにぷ にした 手足」 
である。 赤ち やん は、 これら 全ての 要素を 備えて いる。 明らかに これらの 「かわいら しさを 
感じる 外見 要素」 もまた DN A によって 本能 的に イン プリン テ イングされ ている の だ。 恐ら 
く 「かわいい」 という 感情が 喚起され ると、 癒し ホルモン •愛着 ホルモンが 分泌され、 暴力 
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ホルモン である テストステロンが ft 制される のたろう。 

ちなみに、 これらの 要素を 備えて いない 赤ちゃんは 母親に 愛されな いの だそう だ。 

♦ v r 脳 内 革命」 の 時代 

もちろん 外見とは 無関係な 男女 関係と いう もの も ある。 全ての 場合で 「見た目」 が 九 割と 
いう わけでは ない。 

男女と もに 見かけの よさが 優先され るのは、 長く 深い関係の 場合よりも 一時的な 軽い 
関係の 場合に 多い。 男性は 女性 以上に 複数の 相手と 軽い 関係を もつ 傾向が 強いた め、 必 
然 的に 見かけに たいして 強い 心理が 働く ようになる。 そして 一時的な 関係の 相手にたい 
しては、 女性の 場合 も 大きな ちがいは ない。 長く つづく 関係の 場合は どうだろう。 アメ 
リヵで おこなわれた 調査では、 測定 尺度 三 (必要 不可欠) から ゼロ  (重要では なく 無視で 
きる) で 計る と、 長期に わたる 相手の 容姿の 重要 度を 男性は 二 •一一と 評価し、 女性は 
一. 六 七と 評価した。 三 七の 文化圏で 比較して みると、 やはり 男女で 差は あった —— 見 
かけの 重要 度を 男性は  一 •八 六と 評価し、 女性は 7 四 七と した。 

(ナン シ！ エト コフ木 村 博 江 訳 『なぜ 美人 ばかりが 得を する のか』) 
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かつて 元々 は、 Y 染色体を バラ まかなければ ならない 男の ほうが ハー レム 本能 •乱交 本能 
が 強いた め、 男の ほうが 女より 異性の 「見た目」 に こだわっ ていた、 という ことら しい。 も 
ち ろん 近年では 男女平等 化が 進んだ ので、 男 も 女 も 大差は ない。 また、 「短い 関係」 では 「外 
見」 が 重要で、 「長い 関係」 では それほど でもない という ことは、 短期 関係すな わち ド ー パ 
ミンが 分泌され る 「恋愛 期間」 の 一七 ヶ月に おいてより 「外見」 が 重要 だとい うこと を 意味 
している。 情熱 恋愛の 感情は、 つまり ドー パ ミンは、 異性の 「外見」 に 強く 反応す るの だ。 

翻って、 すでに 述べた ように 恋愛の 期間を 過ぎる と ド ー パ ミンは 抑制され、 愛着 ホルモン 
が 分泌され る 「愛着」 の 期間が 始まる。 この 期間は ずっ と 長続きす る。 そして この 期間に 移 
行す ると、 あまり 相手の 外見は 関係 なくなっ てく るら しいの だ。 

例えば 見合い 結婚の 場合、 相手の 容姿に 情熱 恋愛 感情を 喚起 させられな いので 最初は 幻滅 
する かもしれ ない が、 長年 一緒に 連れ添って いれば 相手の 容姿に 関係な く 愛着 ホルモンが 分 
泌 される ようになって 関係が 安定す る 確率が 高い、 と 思われる。 

一方、 恋愛から 結婚へ 移行す る 場合、 最初は 相手の 容姿に よって ドー パ ミンを 分泌して 快 
感を 感じられ るが、 一七 ヶ月 以内に その 時期は 終わる。 そして そこから 愛着 期間へ 移行す る 
の だが、 恋愛 中毒 (ド ー パ ミン 中毒) になって いる 人の 場合、 次の ド ー パ ミンを 求めて 別の 
相手と 新しく 恋愛を はじめなければ ならなくなる、 というわけだ。 
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そして、 ここが 重要な の だが、 恋愛では 結局 最初の 「見た目」 が 重要な ので、 醜い 人間は 
まず 恋愛関係を はじめる ことができない。 なんとか 努力して つきあっ て もらっ たと しても、 
一七 ヶ月 保つ かどう か。 一七 ヶ月を 突破 すれば 醜かろう がなん だろう が 愛着 関係に 移行で き 
るの だが、 自由 恋愛の この 社会で 相手が いつまで 我慢して くれる のか。 もっとも、 お 互いに 
醜くて 他に 相手が 見つからな いという 場合は 別 だが …… 。 

一方、 美しい 人間は あらゆる 人の ド ー パ ミンを 喚起させる ので、 周囲から 引っ張り だ こに 
なる。 一七 ヶ月の 間 保てば 結婚に 移行す るか も 知れない が、 お 互いに ド ー パ ミン 中毒を きた 
している 場合は 一七 ヶ月 以内に 次の 相手へ 乗り換える だろう。 これが いわゆる 「モテる」 状 
態 だ。 

このように 恋愛 自由市場 において 寡占 ニー 極 化が 進む 原因は、 恋愛が 「外見」 によって ス 
夕 1 卜す るよう に 本能が 定めて いるから に 他なら ない。 

であるから こそ、 化粧品 やフ ァッ ショ ンや 美容整形と いった ありと あらゆる 「美の 産業」 
が 肥大し 続けて いるの だ。 現在は 恋愛が 自由化して 男女が 平等に なって きたので、 男 だって 
「美」 に 取り 憑かれて いる。 という か、 よほどの 金持ちで ない 限り、 ブサ ィクな 男は モテな 

いの だ。 

その 結果 …… 現代の 男は ついに 「経済戦 争」 と 「美容 戦争 •恋愛 戦争」 の 二つを 同時に 勝 
ち 抜かなければ なら なくなっ てし まった。 
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現在、 男性は 年間 九 五 億 ドルを、 美容 外科 手術、 化粧品、 フィットネス 器具、 染毛剤 
や ヘア ピース や 植毛な どの 毛髪 関連に 使っ ている。 若さを たもつのは 職場で 勝ち残る た 
めだと いう 説 も あるが、 彼らの 動機は 性の 競争に も ありそう だ。 女性が 自分の 配偶者の 
競争 仲間に まじっ て 働く 時間が 増える と 同時に、 男性は 武器を もう ひとつ 増やさ ざるを 
えなくな ったの かもしれ ない。 すなわち、 彼ら 自身の 肉体的 魅力で ある。 

当然ながら、 男女の 関係には 混乱と 強い 不満が 生じた。 離婚率は 上昇し、 片親の 割合 
が 高まり、 子供の いない 夫婦の 数は 大 恐慌 時代 (一九二 九 年〜 三〇 年代) 以来 最高を 記 
録 している。 

(ナン シー .エト コフ 木 村 博 江 訳 『なぜ 美人 ばかりが 得を する のか』) 

現代の 男は、 職場で 富と 女と を 同時に 奪い合わなければ ならない の だ。 一つの 戦線に 出る 
だけで も 疲れる のに、 二方 面 作戦で ある。 しかも 結婚した からといって 「恋愛 戦争」 は 終わ 
ら ない。 現代人は セッ クス マシ ー ン として セッ クスと 恋愛を 消費し 続ける ことを 半ば 義務 化 
されて しまつて いる。 だから 永久に 恋愛し なければ ならない。 永遠に セッ クスし なければ な 
ら ない。 かくして、 とうとう 「LEON」 のよう な チョ イワ ル 親父 雑誌が ヒットす るよう に 
なつて しまつた ので ある。 

いずれにしても、 美容整形 や ファッション や 化粧 や 肉体 改造と いった 「人体 改造」 の 流行 
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は、 人間が (男女 問わず) 自分自身を 「ド ー パ ミン 製造 マシ ーン」 に 改造したがって いる 事 
実を 示して いる。 より 多くの 異性と セッ クスし なければ ならない という 強迫観念に 取り 憑か 
れ ている。 その 原動力と なって いるのは、 結局のと ころ、 DNA 保存 本能な の だ。 男の 本能 
は Y染色体を保存しようとし、女の本能は m tDNAを継承しようとしている。ところが、 
この 章の はじめの 方で 紹介した ように、 先進国では 出生率が のきなみ 下がって いる。 これ 
は 「生殖の ための セックス」 が 廃れて 「恋愛と いう 名の、 快楽の ための セックス」 が 主流に 
なった からだ。 「恋愛 中毒」 は 家族制度を 破壊し、 人間を ド ー パ ミン 中毒 •テストステロン 
過剩 へと 追い やって いるの だ。 

フランス 革命は 食糧を 独占す る 王侯貴族を 打ち倒し たが、 一二 世紀に 起こる 革命は 「美」 
と 「恋愛」 と 「セッ クス」 を 独占す る 階級と、 それらを 持たざる 階級との 間の 闘争と して 勃 
発する だろう。 ただし、 それは 武力 革命と いう 形では 現れないだろう (「持てる 階級」 は 目に 
見える 支配者では ないから だ)。 それでは どういう 形での 革命な のか。 そう。 「脳 内 革命」 だ。 

昔、 長嶋茂 雄が 『脳 内 革命』 という 本に ハマって いたが、 あの 「脳 内 革命」 とは 関係な 
い。 そもそも 僕は あの 本を 読んだ ことが ないし。 

脳 内 革命とは つまり、 「美」 や 「恋愛」 や 「セッ クス」 や 「暴力」 といった 過剰な 精神 エ 
ネル ギ ー を、 「脳 内」 で 昇華す るた めの システムを 作り上げる ことを 意味す る。 何度も 書い 
たように、 資本主義 システムに 組み込まれた 現実 恋愛至上主義は 闘争を 呼び、 過剰な ド ー パ 
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ミンと テストステロンを 分泌させる。 その 結果、 人間は ますます 暴力 本能と 快感 本能に 支 
配され るょう になり、 動物化す る。 退化が 始まる の だ。 その 先には 絶滅が 待って いる。 ナチ 
ス •ドィツに 起きた 悲劇が、 全地 球 レベルで 起きて しまう の だ。 巨大な ルサンチマンが、 何 
も かもを 破壊して しまう ことになるだろう。 すでに セックス産業 超大国に して 武力 大国で も 
ある アメリカは 世界 各国から 恨まれて いるし、 その アメリカの 内部では モテない 男が 学校を 
銃撃したり 子供を 誘拐して 殺したり 、といった 凄惨な 犯罪が 跡を絶たない。 

このょうな 状況で 人間 …… ことに 「持たざる 者」 が 発狂せ ず、 ルサンチマンに 囚われて 暴 
走す る こと もせずに 静謐 かつ 幸福に 生きて いくには、 「脳 内」 を 鍛える のが もっとも 確実な 
道な の だ。 

♦vr 脳 内 恋愛」 に 還る 

近代 恋愛は 物語 恋愛を 「現実」 へ 逆輸入した 結果 生まれた ことは すでに 述べた。 しかし そ 
れは 失敗だった。 故に 現代では、 「脳 内 恋愛」 「物語 恋愛」 の 復興が はじまろうと している の 
だ。 

アキバ 系と か萌え 系と 呼ばれる 人たち は、 いや 「人たち」 なんてい うと 他人行儀 だが、 中 
世ョ ー ロ ッバに 出現した トルバ ドゥ ー ルの 系譜に 連なる 「脳 内 恋愛 者」 たちな の だ。 トル 
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バドゥ ー ルの 歌う 愛は、 決して 成就し ない 愛だった。 騎士は 婦人に 忠誠を 誓う が、 拒絶され 
続ける の だ。 そもそも 彼らの 歌は 「物語」 であり、 イゾルデ だって 実在し ない 仮想 キャ ラク 
夕 1 だ。 トルバ ドウ ール とその 精神的 親戚で ある カ タリ 派は、 ロ ー マ 教会が あまりに も 「現 
実」 に こだわり、 人々 から 想像力を 奪って ド ー パ ミン 分泌を 極限まで 抑圧し ようとし たこと 
に対する 反動と して 生まれて きた。 

現代は 逆では ないかと いう 声 も あるだろう。 恋愛 セックス 資本主義 市場は 人間を ド ー パ ミ 
ン 中毒 •テストステロン 過剰に 追い込む システム なのでは ないか、 と。 

しかし 先 ほど 述べた ように、 自 凼 恋愛は ド ー パ ミンを 「持てる 人」 と 「持てない 人」 

分す るし、 それだけで なく 本来 文明 人に 必要な 愛着 ホルモンを 慢性的に 枯渴 させて しまう 
システム なの だ。 ド ー パ ミンを 出し 続ける という ことは、 テストステロンが 常に 過剩 になり 
愛着 ホルモンが 常に 不足 するとい うこと なの だから。 だから、 実際には メディアが 報道して 
いるよう に 「現実で モテない から 萌 えに 走った」 という 人 だけでなく  (僕は こっち だけど)、 
現実の 恋愛と 並行して 「萌 え」 も 実践す る 人と か、 現実の 恋愛を 重ねた 結果 「脳 内の ほうが 
優れてい る」 と 判断して 「萌 え」 へ 行く 人 だって 大勢い るは ず だ (僕の 周りには あまりい ない 
が、 それは きっと 偶然と いうか 「類は 友を 呼ぶ」 の 原理の 故だろう)。 

いずれにせよ 現代人の 脳 内 ホルモンの バランスは、 完全に 狂って しまって いるの だ。 モテ 
る 者は ド ー パ ミンと テストステロンの 過剰に 追い込まれた 中毒 者に なって おり、 そうでない 
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者は 慢性的な ド ー パ ミン 不足に 陥り、 愛着 ホルモンを 得る こと も 難しい。 

ロ ー マ 教会 同様、 恋愛 セックス 資本主義 市場 もまた、 人間の 脳 内 バランスを 壊した わけ 
だ。 

だから こそ、 ヵ タリ 派〜 トルバ ドゥ ー ルと 同様に 「脳 内 恋愛」 によって 自分自身に 不足し 
ている 脳 内 ホルモンを 自己 補完し ようと 試みる 「脳 内 恋愛 者」 が 現代に 増加して いるの だ！ 
「現実 恋愛」 が 猛威を 振 るえば 振る う ほど、 脳 内 恋愛に 走る 若者たち は 跡を 絶たなくなる だ 
ろう。 

いわゆる 「萌 え」 の すべてが 狭い 意味での 「恋愛」 という わけでは ない。 大別 すれば、 
ド ー パ ミン 分泌 型の 脳 内 恋愛 系 (性欲 込み) と、 愛着 ホルモン 分泌 型の 癒し 系の 二種 類が あ 
る。 もっ とも、 現代の 恋愛は 恋愛 感情と 愛着 感情が セットで ついて くると いう タテ マエを 
持つ ている ので、 脳 内 恋愛で もこの 両方を 同じ キヤ ラク タ 1 相手に 満たそう とする 強引な 試 
みが 行われる。 もちろん これは 大脳の 構造に 逆らった 挑戦な ので 往 々にして うまくいかない 
の だが、 それに よって 大きな 悲劇が 生まれる わけで もない。 そこが 現実 恋愛と 違う 点 だ。 

脳 内 恋愛と いう 言葉に 語義 矛盾を 感じる 人 もい るだろう が、 それは 錯誤で ある。 

脳 内 恋愛 も 脳 外 恋愛 (現実 恋愛) も、 結局は 「全く 同じ 現象」 なの だ。 

人間だろう が 記号だろう が、 何 かに 恋愛 感情 (ド ー パ ミンの 分泌) が 喚起 されれば、 それ 
はすべ て 「恋愛」 なの だ。 脳 内で 起こって いる 現象は 全く 同じ だ。 違う のは、 ドー パ ミン 分 
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泌の スィッチを 入れる 媒介が、 生きた 人間で あるか、 架空の キャラクタ ー であるか だけで し 
かない。 そもそも 人間で あれ アニメの キャラクタ ー であれ、 いずれも 網膜に 映った 瞬間に 脳 
内での 二次元 映像に 変換され る。 もし 人間が 対象に 手で 触れなければ 恋愛で きないの であれ 
ば 仮想 キャ ラへの 恋愛 感情 喚起は 不可能になる が、 恋愛 感情に とって もっとも 重要な 要素が 
「視覚」 である ことは すでに 説明した。 

また ドー パ ミン 分泌 状態" 情熱 恋愛は 一七 ヶ月で 終わる が、 対象が 仮想 キャラクタ— であ 
れば 、さらなる ド ー パ ミンを 求めて あっさり 次の 対象に 乗り換えても 波風が 立つ こ ともなく 
他人を 傷つける こと もない。 

ただし 「萌 え」 の 中で も I 癒し 系」 が 最近 主流に なりつつ あるのは、 現実 社会の 過剰な テ 
スト ステ ロン 攻撃に よって 生じた ストレスを 愛着 ホルモン によって 沈静 化させよう とする 本 
能 的な バランス 感覚の 故な のか もしれ ない。 

もちろん ドー パ ミン だって 不足 すれば いろいろと 不都合が 出る。 快感 や 行動への 欲求が 不 
足 すれば、 鬱 になり やすいだろう。 しかし 脳 内 恋愛を 実践して 自分で ド ー パ ミンを 分泌 させ 
られ るよう になれば、 そのような 不都合は 解決で きる。 しかも、 自力で だ。 

つまり、 「精神の 健康 (脳 内 ホルモンの バランスの 安定)」 という 目的の ためで あれば、 恋愛 
対象が 「脳 外」 であろうが 「脳 内」 であろうが 同じ だ、 という こと だ。 もちろん 「脳 内 恋 
愛」 は 「生殖」 という 目的から 外れて しまう が、 例えば、 
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◎脳 外では お見合い 結婚して 子供を 育てる 
◎恋愛は 脳 内で 行う 

という 社会 システムを 作って しまえば、 万事 解決で ある。 男の 浮気 性 も 無くなる だろう 
し、 テストステロン 過剰 も 抑える ことができる。 実は 男の テストステロンは 結婚して 家庭を 
持つ と 減少す るの だ。 もちろん 家庭が 不安定に なって しまう とそうで もない が、 安定 すれば 
確実に 男の 暴力 性は 抑制され る。 原因は 愛着 ホルモンの 分泌が 行われる ようになる からだろ 

、っ 0 

要は、 人間の 異性に 対して 恋愛を 追い求め るから、 何もかもが 狂って しまったの だ、 だか 
らもう 一度 「脳 内 恋愛」 の 原点に 回帰し よう、 という ことで ある。 そして そのための 仮想 
キャ ラク タ—、 物語 コンテンツは、 無数に 作り 続けられ ている。 漫画、 アニメ、 ゲ ー ム、 小 

説、 映画 . 。肝心な ことは、 これらの 「物語」 と 現実と を 完全に 区別して 考える 習慣を 身 

につける ことなの だ。 よく 「アニメ ファンは 現実と 妄想の 区別が つかない」 と言われ るが、 
そして そういう 人 もた まには いるが、 実は 映画 や テレビ ドラマと 現実の 区別が ついていない 
OL の ほうが 圧倒的に 多い。 これは 映画 や ドラマが 「実写」 だから だ。 アニメより 実写の ほ 
、っがより リアルで ある (当たり前 だが)。 だから こそ、 勘違いが 起こり やすいの だ。 むしろ 最 
初から 絵で ある ことが 丸 わかりの アニメ や 漫画の キャ ラク タ 1 に 恋愛す る ほうが 安全 だ。 さ 
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すがに 現実と 混同す るのは 難しくな るから。 

人間 相手には、 わざわざ 情熱 恋愛を 行う 必要は ない。 長続きす る 愛着 関係を 作れれば それ 
で 良い の だ。 つまり、 人間 相手の 情熱 恋愛を 一度 放棄して しまう ことによ って、 逆に 壊れて 
しまった 男女 関係が 修復で きる 可能性が 見えて くるので はない か、 と 僕は 言って いるの だ。 
人間の 男女は、 なんとなく 見合いして なんとなく 一緒に 暮らして 子供を 育てる、 という 程度 
の 関係で 構わない のでは ないか。 そこに 「トリスタンと イゾルデ」 や 「ロミオと ジュリ エッ 
卜」 や 「タイタニック」 みたい な ドラマ テイ ックな 情熱 恋愛な どを 追い求め るから こそ 現代 
の 男女 関係は 滅茶苦茶 になって しまったの ではない か。 我々 は そもそも、 人間の 異性に 情熱 
的な 恋愛 感情 や 破壊的な 性欲 衝動を 感じる 必要な どない の だ。 むしろ そんな 過剰な 感情を 人 
間に 対して 抱かない ように 自分の 脳を 創り あげる ほうがよ い。 …… と 書く と ロ ー マ 教会み た 
いだが、 もちろん だからと いつて DN A が 要求して くる ド ー パ ミン や テストステロンを 無理 
に 抑圧し ようとい うのでは ない。 それらを 分泌させる ための 行動を 「脳 内」 で 秘密 裏に 処理 
すれば いいの だ。 

人間との 現実 恋愛は、 「人間の 本能に 反して いる」 の だから。 

さりと て、 暴力で メスを 獲得す る 原始時代に 退行す るの も、 やはり 間違いで ある。 「人間 
の 本能に 支配され る」 状況 もまた、 我々 人間が 望む ことでは ない。 だから こそ 人間は 文明を 
作った のでは ないか。 
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となれば、 現実と 仮想 世界の 二つの 世界を 行き来しながら、 脳 内 ホルモンの バランスと 現 
実に おける 本能 暴走の 抑制と いう 二つの 難問を 同時に 解決す る。 これが 最も 理性的 かつ 効率 
的な 解決策と いう ことになる。 人間が 文明を 興し、 想像力を 発達 させて 物語と いう 仮想 世界 
を 発明した のは、 そもそも 「性 淘汰」 や 「生存競争」 という DN A が 課した 「呪い」 を 無力 
化する ためだった のではないだろう か。 

茂 木 健 一郎は ワ ー グナ ー の オペラ 「トリスタンと イゾルデ」 を 鑑賞した 際に、 このような 
感想を 述べて いる。 

現代の 人間 も、 「トリスタンと イゾルデ」 のよう な 作品に 込められた 仮想の ヴ イジ ョ 
ンの 真実性を 受け止める ことは 知っ ている。 東京で も、 ロンドン でも、 ニ ユーョ ークで 
も、 成功した 「トリスタンと イゾルデ」 の 上演の 最後には、 暴動が 起きる のでは ない 
か、 新しい 宗教が そこに 誕生す るので はない かとい うくら い、 聴衆が 熱狂す る。 
『たけくらべ』 を 読んで 心を 動かされ るの も、 つまりは 同じ ことで ある。 

現実の どこに もない 仮想は、 現代人の 心の中で も 中枢の 位置を 占めて いる。 

もちろん、 私は ここでいた ずらに 神秘主義を 主張して いるので はない。 もっとも 驚く 
べき ことは、 一見 無 限定に 見える 仮想の 全てが、 空間 的には きわめて 限定され た 頭蓋骨 
の 中の、 一千 億の 神経細胞の 活動に よって 精密に 生み出され ている 「脳 内 現象」 である 
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という 点に ある。 

近代科学の 明らかにし てきた、 局所 的 因果律に 基づく 世界観は、 おそらく 揺らぐ こと 
はない。 その 揺らぐ ことのない 科学的 世界観の 精密な 局所 的 因果律に 基づく 脳の 変化に 
寄り添って、 美 登 利の 心の ゆらめき も、 イゾルデの 愛の 死の ヴィジョン も、 この 私の 日 
常のと るに 足らない 小さな 思い も 生み出される。 

私たちの 精神は、 頭蓋骨の 中の 「今、 ここ」 の 局所 的 因果律の 世界と、 「今、 ここ」 
に 限定され ない 仮想の 世界に またがって 存在す る。 

私たちの 精神は、 本来 的に 二重国籍 者な ので ある。 

(茂 木 健 一郎 『脳と 仮想』) 

『トリスタンと イゾルデ』 という 物語は、 理想的な 「恋愛」 を 我々 に 与えて くれる。 そして 
我々 は 「トリスタンと イゾルデ」 を 鑑賞す る ことによ って 感動し、 ド ー パ ミンを 多量に 分泌 
させて 興奮し、 アリストテレスが 言っ たように 「ヵタルシス」 (浄化 作用) を 得る の だ。 ア 
ニメを 観る の も ゲ^ ~ ムを やる の も それと 全く 同じ こと だ。 「トリスタンと イソ ル デ」 は 古典 
で、 アニメは 現代の 大衆 文化 だから、 前者は 「教養」 後者は 「オタク」 と 区別を つけられる 
が、 脳 内で 起きて いる 現象は 同じ だ。 「トリスタンと イゾルデ」 だって そもそも 最初に 上演 
された 時には 「現代 大衆 文化」 だった ではない か。 
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それは とも 力く、 現代人の 不幸は、 「トリスタンと イゾルデ」 を 「本気に した」 ことに あっ 
たの だ。 メディアの 発達に よって 現実と 妄想の 境界を 喪失して しまった 現代では、 茂 木 健 一 
郎 のように 「現実」 と 「仮想 世界」 の 区別が きちんとつ いている 人は、 数 少ない。 「自由と 
平等」 という 理念は、 「人間に 生まれた 者は、 誰もが 自ら 『トリスタンと イゾルデ』 の 主人 
公 (または ヒロイン) になる 資格を 持つ」 という 巨大な 錯誤を 生み出して しまった。 ここに 
は、 もういち いち 繰り返さな いが、 あらゆる 錯誤が 詰まっ ている。 トリスタンと イゾルデは 
ド ー パ ミン 中毒に 冒されて 熱狂し、 社会 適応への 道を 見失った 「病人」 なの だ。 例えば 「殺 
人」 が あくまで 物語の 中で 昇華され ねばなら ぬのと 同じに、 恋愛 もまた 物語の 中の みで 昇華 
されるべき ものだった の だ。 

我々 は、 ニー 世紀に 復活した 脳 内 恋愛 運動に よって 「恋愛 セックス 資本主義」 の システム 
を 衰退 させなければ ならない の だ。 
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評論 篇脳内 恋愛の 諸相を 探る 


1 「転身 物語」 と 「電影 少女」 

ピグ マリオン 

古代 ギリシャ 神話は、 仮想 キャラクタ 1 に萌 える 脳 内 恋愛 システムを 含んで いた。 父権 的 
な 一神教で ある キリスト教が ョ ー ロ ッバを 支配す る 以前には 、ギリシャ •ロ ー マ 文明を はじ 
めと する ョ ー ロ ッバ 世界は 多神教 的な 「妄想の 自由」 を 謳歌して いたの だ。 故に ギリシャ. 
ロ ー マには 大量の 美少女 •美女 •美少年 •美 青年 キャラクタ ー が 登場し、 人気を 競い合っ て 
ぃた。 

しかし ョ ー ロ ッバの キリスト 教化は、 仮想 キャ ラ クタ ー に 恋い こがれる という 脳 内 恋愛 文 
化を 抑圧した。 キリスト教、 特に ヵトリック (ロー マ 教会) では、 神は 「父なる 神」 ただ 一 
人で あり、 神と 「三位一体」 を 構成す る キャラクタ 丨は 神の 息子 ィエス •キリストと 「精 
霊」 だけ だとされ た。 ギリシャ 神話では、 オリンパスを 支配す る 最高 神 ゼゥスに も 嫉妬深い 
奥さんへ ラが いて、 さらに 多士 済々 の 神様 キャ ラク タ 1 が 勢揃いし ていた ことを 思えば、 
ローマ 教会が いかに 人間の 想像力を 抑制す る ことに 気を 配った かがう かがえ る。 そして その 
抑制の 方法の 一つと して 「仮想 キャ ラク タ 1 に萌 える」 という 行為つ まり 脳 内 恋愛の 禁止が 
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あったの だ。 唯一の 例外は イエス •キリスト 崇拝の みであった。 ただし、 イエス 崇拝と て 初 
期の 教会では 「偶像崇拝」 であると して 禁止され ていたの だ。 東方 正教会は かつて 蔓延す る 
イエスの 偶像 (イコン) を 徹底的に 破壊し ようとし たし、 イコンの 破棄を 断念した のちに も 
イコンの 描き 方に 関する 厳密な ル ー ルを 定めて 人々 の 妄想 力が 自由に 発達し ないように 腐心 
した。 一方の ローマ 教会 = ヵトリックは 比較的 早期から イエスの 偶像を 描く ことを 許可せ ざ 
るを 得なかった が、 その 結果、 やがて 「処女 マリア 崇拝」 や 数々 の 天使 キャラクター 崇拝と 
いった 古代 異教の 多神教 的 妄想 文化が 復活して しまった。 故に ヵトリックは キリスト教 宗派 
の 中で もい ちばん 異端に 悩まされた。 プロテスタント も、 もともとは ロ ー マ 教会の マリア 信 
仰を 「偶像崇拝」 であると して 抗議した 一神教 原理主義 的な 一派だった の だ。 

なぜ 一神教は 「偶像崇拝」 を 禁止す るの か？ 一神教とは ただ 一つの 規範で 個人の 自我を 
縛る ことで、 統制され た 文明 •安定した 社会を 造り 出そうと する 試みだった。 そこでは、 自 
由な 想像力 •奔放な 妄想 力は 抑制され なければ ならな かった。 自由な 妄想は、 統制の とれな 
い 混乱した 状況を 造り 出す からだ。 この ことは 旧ソ連の ような 社会主義 国家を 思い返しても 
容易に 理解で きる だろう。 思想 統制と 偶像崇拝 禁止は、 同じ 抑制 政策の 裏表な の だ。 本書の 
第一 部に 沿って 考える と、 人間の 過剰な 妄想 力と 攻撃 性 …… ド ー パ ミンと テストステロンを 
「教義」 によって 抑制して、 人々 を 羊の ように 善良で 従順に しようと いうの が、 キリスト教 
の 元々 の 志向だった。 仏教 や 儒教 もそう だが、 過剰な 妄想 •過剰な 欲望を 一種の 中毒 症状. 


1〇5 


苦悩の 原因と なる 迷妄 だと 考えて、 これを 理性と 修行に よって 抑えつ ける というの が、 紀元 
前後に 誕生した 世界 宗教に 共通す る 特徴だった。 

ギリシャ 人 •ロ ーマ 人は 裸体 や セッ クスを 罪悪 視 するとい う 抑制 的 •禁欲的な キリスト教 
文化とは 全く 無縁だった 。ギリシャの 「美の 女神」 アフロディテ (ヴ ィ彳 ナス) は、 もちろ 
ん 裸だった。 後に ョ ー ロッ パでは メディチ 家を 中心として ギリシャ. ローマ 文化の 復興 …… 
ルネサンスが 興る が、 ルネサンス 期の 芸術家た ちは こぞって ヴィ ー ナスを 描き まくった。 中 
でも ボッ ティ チェリの 「ヴィ ー ナスの 誕生」 が 有名 だが、 要は ルネサンスで 起きた ことと い 
、っのは、 芸術家た ちが 古代 ギリシャ •ロー マを 再発 見し、 そこで 実践され ていた 「仮想 キャ 
ラ クター への 脳 内 恋愛」 および 「仮想 キャ ラ クタ ー の 裸体を 観て 興奮す る こと」 を 「思い出 
した」 という ことなの だ。 

つまり、 仮想 キャ ラク タ— への 偶像崇拝 という 行為に よって、 脳 内で ド ー パ ミン 分泌 …… 
恋愛 状態と、 テストステロン 分泌 …… 性欲 向上と が 発生 するとい うこと を、 ルネサンスは 再 
発見した の だ。 もちろん、 そのような 脳 内 恋愛は 人間を 極力 安定した 状態で 静かに 暮らさせ 
ようとし ていた キリスト教の 教義に 反する。 ボッ ティ チェリの 「ヴィ ー ナスの 誕生」 は、 当 
時の 社会に あたかも アダルト ビデオや ロリコン ポルノ 漫画の 如き 衝撃を 与えた。 しかし、 ル 
ネ サンス 期の 面々 は ロ ー マ 教会の 目を 誤魔化す ため、 「芸術」 といううまい 「言い訳」 を 発 
明した の だ。 現代で も、 例えば セックスを 描いても 「芸術 映画」 なら それは 「美」 で、 アダ 
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ルト ビデオや ピンク 映画なら それは 「猥褻」 というよ く 判らない 社会 規範が 残っ ている が、 
それは ルネサンス 期に ヴィ ー ナスの 裸体を 見て 萌え 、かつ •あるいは 興奮して いた 面々 が 造 
り 出した 言い訳が 現代に も 生き残って いると いう 証拠な の だ。 

ギリシャ 神話の 中で も 特に 異色と いえる のが、 ビグ マリオンの 物語 だ。 ビグ マリオンは 
キュプロスの 王 (または 彫刻家) で、 大の 女嫌いだった。 しかし 女嫌いと 言っても、 同性愛 
者だった わけでは ない。 ビグ マリオンの 頭の 中には、 「理想の 女性 キャラクタ ー」 が 住み着 
いていた の だ。 ユング 心理学 風に 言えば、 ビグ マリオンは 自らの アニマ (男性の 精神の 中に 
存在す る 女性 性) に 恋して いたの だ。 しかし、 現実の 女性は ビグ マリオンの アニマを 投影す 
る 資格を 持たなかった。 理想を 満たして くれる 女性が 現実に 存在 しないの なら、 自分で 創ろ 
うとい うこと になつ たの だ。 

現代の 心理学者 や 社会学 者は 「長年、 現実の 異性と 恋愛し ないで 独身を 通して いると、 だ 
ん だん 理想 ばかりが 高くな ってい よいよ 恋愛で きなくなる」 「だから ハ ー レ クィン ロマンス 
の 読み過ぎは よくない、 脳 内 恋愛を すると 現実 恋愛が できなくなる」 と 分析した りする。 
その 元祖 的 存在が ビグ マリオン なの だ。 彼は 現代の 「アキバ 系」 の 遠い ご 先祖 様に あたる の 
だ。 そして、 アキバ 系の 現代人が ガレ ー ジ キット や ド ー ルに 夢中になる ように、 ビグ マリオ 
ン もまた 自らの 創る 女の子 キャ ラク タ . — 彫刻に 萌 えていた^ ~ 
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そもそも 芸術の 出発点は、 脳 内に しか 存在し ない 仮想 キヤ ラク タ丨 (すなわち、 プラトン 
の 言う ところの 「ィデア」) に 「絵」 や 「彫刻」 や 「物語」 という 「形」 を 与える ことなの 
だ。 形を 与える ことで、 芸術家は 自らの 脳 内 キヤ ラク タ 1 を この 現実 世界に 降臨 させようと 
している の だ。 芸術とは、 一種の 魔術な の だ。 

さて ビグ マリオンは ある 日、 ついに 究極の 恋人 像を 完成させる。 もちろん、 モデルな ど存 
在し ない。 彼 自身の 脳 内に 住み着い ていた 理想の アニマを 彫刻と いう 形で 現出させる こと 
に 成功した の だ。 そして ビグ マリオン はついに 一線を 越える。 現実と 妄想の 区別が 本当につ 
かなくな り、 自分で 作った 彫像に キスしたり 贈り物を 捧げたり して 求愛し はじめた の だ！ 

誰 だっ ていく ら萌 えても フィ ギ ユアが 動き 出したり はしない ことぐ らい 知つ ている。 しかし 
ビグ マリオンは 違っ たの だ。 ビグ マリオンは、 自分で 作った 彫像と 結婚す る、 と 決心して し 
まつた。 

もちろん、 そんな ことは 不可能 だ。 

ビグ マリオンは 嘆き悲しみ、 深い 絶望の 淵へ 墜 ちた。 

中世の 騎士 物語では、 恋愛は 「絶対に 現世で 叶えられない 不可能な 恋」 として 詠 われた。 
貴婦人た ちは、 騎士の 求愛を 冷たく 断り 続けた。 この 貴婦人と 騎士の 関係 …… 「絶対に 恋 
愛 関係に 陥る ことのない 永遠の 片思い」 という 近代 恋愛の 原形は、 実は ビグ マリオンの 物語 
なのではないだろう か。 ギリシャ 神話では、 たいていの 恋愛は あっさり 成就す るし、 最終的 
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に 悲恋に 終わる にしても 一度は くっつく のが 基本 パ タ 1 ン である。 「絶対に 手に入らない 苦 
悩」 を 描いた 恋愛 エ ピソ ー ドは 数 少ない。 ビグ マリオン という 例外を 除いて。 

つまり 騎士 物語の 恋愛は、 ビグ マリオンの 脳 内 恋愛が べース になって いて、 萌 える 対象が 
彫像から 貴婦人に 変更され たもの なの だ。 

さて 現代の 漫画で あれば、 ビグ マリオンは マッ ドサ イエン テイストの 元を 訪れて 「この 彫 
像を 動かして くれ」 と 懇願す ると ころ だが、 ギリシャ 神話では もちろん 祈る 相手は 神様で あ 
る。 ピグ マリオンは アフロ デイ テに 祈った。 祈り 続けた。 すると アフロ デイ テは ピグ マリオ 
ンの 祈りを 聞き入れて くれた。 ビグ マリオンが あまりに も 絶望して いたので、 アフロ デイ テ 
は 同情した のであろう。 

こうして ピグ マリオンが 創った 彫像は . 命を 吹き込まれて、 動き 出した！ 

という わけで ピグ マリオンは 彫像の 奥さんに ガラ テアと いう 名前を 与え、 結婚した。 さら 
に パ ボスと いう 名前の 子供 も 作った のだった。 

「想像 上の 仮想 キャラクタ 1 に 恋愛す る 苦悩」 「仮想 キャラクタ 1 が 現実の 異性に 変身し な 
いかと いう 夢」 は、 近年の 物語で も 数多く 描かれて いる。 僕の 学生時代には 「週刊 少年 ジャ 
ンプ」 で 「電影 少女」 (桂 正 和) という 漫画が 連載され ていたが、 この 漫画では 主人公の 弄 

内 くん (読みは モテ ゥチ だが、 モテ ナイと 呼ばれる こと も あった …… ) は レンタルビデオ ショ ッ 
プで 借りて きた アダルト ビデオに 出演して いる 少女に 恋をして しまう！ すると、 その 女の 
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子 (天 野 あいち ゃん という 名前) が ブラウン管から 現実 世界へ 抜け出し てきて、 弄 内 くんと 同 
居 生活を はじめて くれる の だ！ 天 野 あいは、 未来 人が 造り 出した プログラム …… 仮想 人格 
キャラクタ 1 だっ たの だ。 弄 内 くんは 言うまでもなく あいち ゃん に 恋をする が、 そこに 「彼 
女は 人間では なく ビデオ テ ー プに 記録され ている プログラムに すぎない」 という 大きな 障壁 
が 立ちはだかる。 「神様の 奇蹟」 が 「未来 人の 科学」 に 変更され ている 点は やはり 現代的 だ 
が、 「仮想 キャ ラク タ丨に 恋をして、 彼女を 人間に してく ださいと 祈る」 という 物語の 構造 
は ビグ マリオン 物語と 同じ だ。 

脳 内 恋愛の 対象が 「彫刻」 なら 芸術で、 「アダルト ビデオ」 なら 猥褻 だ、 というの が 現代 
の 倫理 規範の べース となって いる キリスト教 的 価値観 だが、 いずれも 「脳 内の 仮想 キャ ラク 
ターに 恋愛す る」 という 全く 同一の 行為な ので ある。 ギリシャ 時代には ビデオや テレビと 
いった 文明の 利器は まだ 発明され ていな かった という だけな の だ。 

なお、 ありと あらゆる 萌えシ チ ユエ ー シ ョン. 萌え 属性を 描き 尽くした 手 塚 治 虫 も ピグマ 
リオン ものを 描いて いるが、 それは 「男の子の 鼻から 出て きた エクト ブラ ズムを ダ ッチ ワィ 
フの 中に 詰めたら、 生きて いる 女の子 ド ー ルに なった」 という シロ モノだった ので 面白す ぎ 
て 読者は 誰も 萌 えられな かった。 
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2 『饗宴』 の 両性具有 論と 「らんま 1\2」 

両性具有 

ヨーロ ッバに 大きな 影響を 与えた ギリシャ 哲学者には、 プラトン とその 弟子 アリ スト テ レ 
スの 二人が いる。 プラトンは 「イデア 界」 という 「この 現実 世界とは 異なる 理想の 異 世界」 
なる 妄想の アイデアを 形而上学 という 論理 体系に まとめた 人で、 世界 最古の オタク 理論家の 
一人と いつて いいだろう。 プラトンに ついては 後述す る。 アリストテレスは 師匠 プラトンが 
あまりに も 非現実的な イデア 界に こだわり すぎたことを 反面教師 として、 地に 足が 着いた 現 
実 主義 的な 世界観を 構築した。 中世 初期の ヨ ー ロ ッバに おいては、 神の 国に ついて 語る キリ 
スト 教 神学は 仮想 世界主義 者だった プラトンから 出発した 新 プラトン 主義と 相性が 良く、 神 
学と 哲学とは 共に 手を携えて 発展して いつた。 しかし 中世の 後半に なると 東方から アリ スト 
テレス 哲学が 逆輸入され、 アリストテレスの 現実主義 的な 世界観が、 中世 スコラ 哲学が 構築 
した 神秘主義 的な 世界観を 破壊して いくこと になっ た。 

それは さておき、 プラトンは 『饗宴』 という 著作の 中で、 「恋愛とは 何 か」 という 命題に 
ついて 様々 な 論説を 紹介して いる。 プラトンの 思想の 中心には 「現実 « 界 •対 •イデア 界」 


という 二元論 的 対立が あったが、 イデア 界 とは 何かとい う 問題を 考える にあたって、 「恋愛」 
は 決して 避けて 通れない テ彳 マだった の だ。 プラトンが 「イデア 界」 という アイデアを 得た 
背景には、 人間の 精神が この 目の前の 現実 世界では ない 「どこか」 に 常に 引きつ けられて い 
ると いう 経験的 直観が あった。 つまり、 人間には 過剰な 想像力 •妄想 力が あり、 決して 現実 
世界の みに 甘んじて 生きて はいられない、 生きる 限り 「どこか」 に 憧れ 続け 妄想し 続けな け 
れ ばなら ないように 造られて いる、 と プラトンは 気づいた の だ。 

ここで、 「人間が 最も その 想像力 •妄想 力を 発揮す る 状況」 という ものを 考えて みると、 
その 中には やはり 「恋愛」 という 現象が 必ず 立ち 現れて くる。 日頃は おとなしく 淡々 と 日常 
を 生きて いる 人 も、 ひとたび 恋愛に 陥れば 別人の ように 想像力 過多と なり、 エネ ルギ ー 過剰 
となり、 非 日常の 世界へ 没入して しまう。 「神話」 や 「芸術」 などの 妄想 活動の 多くは、 こ 
の 現実の 許容量に 対しても 過剰す ぎる 恋愛 感情を 消費す るた めに 生まれて きたと いっても 過 
言では ない。 ことに 地中海の ギリシャ 世界では そうだった。 過酷な 砂漠の 地に 生まれて きた 
ユダヤ教とは 異なり、 暖かい 気候と 豊饒な 土地に 恵まれて いた ギリシャでは、 「生き延びる 
ための 哲学」 は 必要と されず、 「より 良く 生きる ための 哲学」 が 発達した のだった。 

そもそも、 人間が 他の 動物と 同様に 本能の みで 生きて いるので あれば、 「ただ 生きる だけ」 
で 「勝ち 組」 だった はず だ。 しかし 人間は、 ただ 生きて いる だけでは 満足で きない。 それ 
は、 人間には 高度な 知性が あり、 過剰な 想像力が あるから なの だ。 「恋愛」 もまた、 人間が 
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抱えた 余計で あり 過剩 なの だ。 故に 恋愛 論とは 常に 「人間とは 何 か」 という 問題を 論じる も 
のになる。 

『饗宴』 における プラトン 自身の 思想に ついては 後述 するとして、 ここでは 有名な アリ スト 
パ ネスの 恋愛 論を 紹介したい。 アリストパネスの 説に よれば、 人間は 元々 男と 女が 一心同体 
となった 両性具有 者 (アンド ロギュ ノス) であった。 ところが 嫉妬深い ゼウスが 人間を 男と 
女と に 分裂 させて しまった ため、 人間は 失われた 自らの 半身を 求める ようにな ったの だ、 と 

ぃう。 

つまり 人間は かつて 「全き 者」 だった はずな のに、 男女と いう 二つの 性に 引き裂かれ てし 
まった ことによ って 欠けた 者に なって しまった。 故に 異性を 求め 続けなければ なら なくなっ 
た、 というの だ (なお、 同性愛者の 場合は 元々 二人の 同性が 「全き 者」 として 結合して いたと い 
う)。 

この 話は プラトン 自身の 説の 「前 振り」 でしかなかった の だが、 後世に も 大きな 影響を 与 
えた。 ユングは、 男性の 精神には 女性 性 (アニマ) が 隠されて おり、 また 女性の 精神に も 男 
性 性 (アニ ムス) が 隠されて いると 提唱した。 つまり、 人間の 精神は 本来、 両性具有 的な も 
のな の だとい う。 しかし 社会に おいては、 生物学 的な 二つの 性 (セックス) に それぞれ、 男 
性 性と 女性 性が 振り分けられる ことと なった。 これが 社会学 的 性差 (ジェン ダ ー) である。 
ジェン ダ ー は、 生物学 的な セックスと スト レー トに繫 がって いる わけでは なく、 社会が 規定 
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する 「男らし さ」 「女らし さ」 を それぞれ 過不足 無く 分業させる ために 発明され た、 と 考え 
られ る。 もちろん ジェン ダ ー の 根底には セックスが あり、 多くの場合は セックスが 男の 場合 
は ジェン ダ ー も 男になる。 しかし、 時々 セッ クスは 男 だけど ジェン ダ ー は 女と いう 人 もい 
て、 そういう 場合は 何やら 小難しい 症候群の 名前が 与えられ るの だ。 

また、 生物学 的に も、 元々 男性 も 女性 も 発生の 途中までは 同じ ル ー トを迪 っていて、 途中 

で 分岐 するとい うこと が 判っ ている。 全く 異なる ように 見える 二種 類の 外 性器 . 女性器と 

男性 器は、 元は 同じ 器官な の だ。 男は、 はじめは 女な ので あるが、 母親の 胎内で 男性 ホル モ 
ンの 大量 分泌を 受けて 無理やり 男に されて しまう ので ある。 

このように 社会学 的に みても 生物学 的に みても、 「男」 ないし 「女」 はいずれ も 「人間」 
という 種族の 「片割れ」 でしかない ことは 明らかで あって、 あらゆる 人間は 何は なくと も異 
性 (同性愛者の 場合は、 同性) の パ ー トナ ー を 得なければ 「人間」 として 良き 人生を 生きる こ 
とはで きない、 という 強迫観念を 抱いて 生きなければ ならない の だ。 この 強迫観念の 半分は 
セックスが 要求して くる 本能 的 欲求 (性欲) であり、 半分は 自らに 与えられた ジヱン ダ ー 的 
役割を 果たさなければ ならない という 社会的 要請 =「 男は 男らしく」 「女は 女らしく」 とい 
う 思い こみで ある。 この ジェン ダ ー からの 要請から 逸脱す ると、 性的 錯誤 者と か不 適応 者と 
かいった 少数派の レッ テルを 貼られて 「正常 者」 と 区別され るの だ。 ヵ タリ 派が 異端と して 
狩られる のと 同じに (実際、 ローマ 教会は 同性愛者を 非難して いた)。 
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社会が 両性具有の 達成を 阻害す る 最大の 理由は、 生殖の 問題であろう。 

もし 人間が アリストパネスの 言うよう な 両性具有 者に なれば、 もはや 異性を 求めて 生殖 行 
為にい そしむ 必要を 見失う だろう。 そう なれば 生殖 活動が 行われ なくなっ てし まう。 故に 社 
会は、 人間に 「ジェン ダ ー」 を 与えた。 本来は 両性具有 的な 精神を 持っ ていた 筈の 人間は、 
男と 女に 分割され、 抑圧され た 「異性 性」 を 獲得して 「全き 人」 になる ために 永久に 外部の 
異性を 求め 続けなければ なら なくなっ たの だ。 

人間の 恋愛は 本来、 脳 内 恋愛 …… 自分自身の 内面に 存在す る 異性 性への 恋愛な の だ。 ギリ 
シャ 神話に も ナル キッ ソスが 登場す る。 ナル キッ ソスは 泉に 映る 自分自身に 恋をして、 一 
日中 自分の 姿に 見とれて いるう ちに やつれて 死んで しまう。 自分の 鏡像に 恋をする ナル キッ 
ソス や、 自分で 創った 彫像に 恋をする ビグ マリオンの 物語は、 人間の 恋愛が 単純な 生殖 本能 
(性欲) だけでは 割り切れない、 過剩 にして 余計な 妄想 力. 想像力に よって 生み出され てい 
る ことを 示して いる。 

キリスト教 文化が 人間の 想像力を 抑え 込もうと した 一因は、 人間の 過剰な 精神を 抑制して 
彼らを 本能 的な 「生殖」 に 向かわせる ためで あったと 思われる。 実際、 文明が 爛熟した ギリ 
シャ では 異性 愛は 程度の 低い ものと みなされ、 壮年 男性に よる 少年 愛志 向が もてはやされて 
いた。 プラトン にしても ソクラテス にしても 少年 愛 者で ある。 もちろん キリスト教では 同性 
愛は 重い罪と された。 キリスト教 文化は、 人間の 想像力を 「生殖」 という 動物 的 本能 本来の 
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ル ー トに 流し込む 作業を 連綿と 続けた の だ。 人間の 想像力を 放置して おけば、 彼らは 何に で 
も 恋をする。 人間は、 何に だって 恋愛す るし、 何に だって 発情 もす る。 相手が 彫像だろう が 
鏡像だろう が 少年だろう が 関係ない の だ。 ョー ロッパ 文明は キリスト教の 価値観に 基づいて 
生殖を 目的と した 成年 異性 愛の みを 「正常」 とし、 それ 以外を 全て 「異常」 とした。 故に フ 
ロ ィトが 性欲と 神経症の 関連を 研究す るに あたって、 彼は ありと あらゆる 性 目的 倒錯 および 
性 対象 倒錯の 様々 な 症例を 並べなければ なら なくなっ た。 

しかし、 どのような 倒錯で も 起こりうる とはいえ、 ほとんどの 「倒錯者」 は 「外部」 ない 
し 「他者」 を 求める。 社会は そのために ジェン ダ ー を 発明し、 人間が 決して 自給自足で 恋愛 
欲求を 満たせな いように 彼らの 目を 外部へ 向けさせ 続けて きた ◦だが、 ユングが 気づいた よ 
うに、 実は 異性 性とは 自分自身の 内部に 存在す るィメ ー ジ なの だ。 我々 が 誰かに 恋愛す る 場 
合、 実は 自分自身の 理想の 異性の ィメ ー ジを 相手に 投影して 恋して いるに すぎない の だ。 恋 
愛から 愛着の 段階に 移行で きれば、 ようやく ありのままの 相手に 愛着を 抱ける ようになって 
いくの だが、 最近では その 前の 段階で 「相手が 自分の 理想と 違って いた」 と 言って 破綻して 
しまう ケ ー スが 増えた。 これは 恋愛至上主義の 弊害で、 人間の パ ー トナ ー に 自分の 完全な 理 
想を 投影で きなければ ならない という 誤解から 「理想と 違っ た」 「ィメ ージと 違った」 とい 
う 不満が 生まれる の だ。 

結 司のと ころ、 理想の 異性は 外部には 存在せ ず、 自分の 内面に しかいない。 つまり 恋愛を 
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突き詰め ると それは 脳 内 恋愛に 帰結して しまう の だ。 そうでなければ、 この 世界に 溢れる 
無数の 恋愛 物語を 誰が 何のた めに 消費して きたと いうの だろう。 よも や 世界中の 「モテない 
男女」 だけが 「現実 恋愛で きない 代償」 として 消費して きた だけな の だと 言い出す 人は いま 
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い。 恋愛 映画を 観に 行く 観客の 
多くは、 周知の ように 「ヵップ 
ル」 なの だから。 そう、 たとえ 
人間の パ - ~ トナ^ — を 見つけても 
人間の 恋愛 欲求は 決して 外界で 
は 満たされな いの だ。 故に 人間 
と 恋愛して いようが していまい 
が、 脳 内 恋愛の 物語は 消費され 
続けなければ ならない の だ。 

かつて 「週刊 少年 サン デ ー」 
に 連載され た 「らんま 1\2」 
という 少年 漫画が あった。 作者 

は 「、っる 星 やつら」 で 現代の ア 
キバ系 ラブコメの 基礎を 創った 
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高 橋留美 子。 主人公の 早乙女 乱 馬は 「水を 被る と 女の子に なって しまう 呪い」 にか かってい 
て、 しょ つち ゆう 水を 浴びて は 女の子に 化けて しまう。 つまり 一人で 「男 乱 馬」 と 「女らん 
ま」 という 二人の 人間の 人生を 生きて いるから 「らんま 1\2」 なので ある。 

この 漫画が なぜ 興味深い かとい うと、 ファンが 創った 同人 誌が 面白かった の だ。 

八〇 年代、 同人 誌 文化の 中では 「、っる 星 やつら」 の ヒロィン •ラムち ゃん が セックスす 
る 漫画と いうの が 流行って いた。 「、 っる 星 やつら」 は 男子 高校生 •諸 星 あたる の 家に、 宇 
宙 人の 美少女 ラムち ゃん が 住み着く という 物語だった が、 連載 誌が 少年 誌 (「週刊 少年 サン 
デ ー」) だとい、 っ こと や 作者 •高 橋留美 子の 志向 性 も あつて この 二人は 絶対に セツ クスし な 
かつた。 セッ クス どころ か、 愛を 語らう こと すらな かつた の だ。 あたる は ラムを 愛して いる 
くせに、 ひたすら ラムから 逃げ 続ける。 二人は 一緒に 暮らして いるのに、 絶対に 結ばれない 
ので ある。 

この オリジナルの 原作が すでに 騎士 物語の 現代版 アレンジ である ことは 明らか だ。 異なる 
点は、 主人公が 貴族の 騎士 階級では なく 普通の 高校生 だとい う 点、 追い かける のが 男性では 
なく 女性で、 逃げる 側が 男性に なって いると いう 点 だ。 これは まあ 現代が 民主主義 でかつ 男 
女 平等主義 (という ことは、 恋愛に おいては 実際には 女が 強くなる) の 時代 だとい う 理由からの 
変更 だが、 「、っる 星」 の 同人 誌では、 だから オリジナルの 原作では 絶対に 見る ことができな 
い 恋愛 成就 シ ー ンが 大量に 生産され たの だ。 
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一 うる 星」 の 連載が 終わる と、 すぐに 同じ 作者に よる 「らんま」 が スタ ー ト した。 ここで 
「うる 星」 同人 誌 市場の 描き 手と 読み手の 一部が そのまま 「らんま」 に 切り替わって いった 
わけ だが、 驚いた ことに …… 本来は 男で ある 主人公の 乱 馬が 女の子の らんまに なって、 他の 
男性 キャ ラク タ 1 と セッ クス するとい う パ タ 丨ンが 大量に 生産され たの だ！ 普通に 考え 
て、 漫画の 主人公は 読者が 感情移入 する 対象と して 描かれて いるし、 そのよう に 読まれる の 
が 一般的で ある。 という ことは、 「らんま」 ファンの 一 部は、 両性具有 キャラクタ 1 乱 馬の 
中に 「両性具有 者と しての 自分自身」 を 見て いたと いう ことになる。 もちろん、 らんまを 
「恋愛 対象」 や 「性欲 対象」 と 見て いた 男性 読者の ほうが 圧倒的に 多かった だろう が、 その 
場合 だっ てらん まが 元々 男 だとい う 重大な 設定を 軽々 と 乗り越えて しまって いるの だ。 オタ 
ク 市場に おいては 「らんま」 の 登場に よって 「男性 性 •女性 性」 という ジヱン ダ ー のく びき 
が 破壊され たの だ。 

長年 抑圧され 続けて きた 「両性具有」 志向は、 「らんま」 という キャラクタ 1 によって 現 
代に 復活した の だ。 そして、 この 「脳 内 両性具有」 …… 「自らの 内面に いる アニマ」 の 再発 
見は、 以後の 「脳 内 恋愛」 文化の 驚異的な 復興に 大きく 寄与した はずな の だ。 もちろん、 
脳 内 恋愛 H 偶像崇拝は 文化、 特に キリスト教 文化に とっては 人間を 生殖 本能から 遠ざける 故 
に タブ ー であり、 社会 システム によって 差別され なければ ならない 異端では あったの だが 


119 


両性具有 者と 脳 内 恋愛の 相性が すこぶる 良い ことにつ いては、 他の 作品 (「オルレアンの 
少女」 「リボンの 騎士  I 「セラ フィ タ 1 ) を 引き合いに 出しながら 後述す る。 
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3 カ タリ 派の 弾圧と アキバ 系 差別 

現実 か 仮想 か 

「I 理論 篇」 でも 書いた ように、 キリスト教 文化 = ロ ーマ 教会が 支配した 中世 ョー ロッ パの 
歴史は、 人間の 過剰な 想像力を 抑制して 静謐な 社会を 実現し ようとす る 試みの 歴史だった。 
そのために 偶像崇拝、 ことに 女神 崇拝 •女性 崇拝は いっさい 禁止され、 天上の 神は ただ 一人 
となり、 その 神の 偶像を 描く こと もまた 禁止され た。 後に ィエス •キリストの 偶像を 創る こ 
とは 許可され たが、 それ もま あ キリスト教を 布教す る 過程で 生じた 妥協の 産物だった。 原始 
キリスト教では、 キリストの 姿は 「魚」 という 象徴的 •記号 的な 形で 表現され ていたの だ。 

しかし、 人間の 本能を 宗教と いう 理論体系 つまり 「言語」 によって 封じ込める ことは 不可 
能だった。 一二 世紀 頃から、 沈静を 強要され てきた ョーロ ッバ 社会に 反動が 来た。 対外 的に 
は 十字軍 遠征と いう 熱狂が 始まり、 内部では カ タリ 派 や アルビ 派と 呼ばれる 現世 = 肉体 否定 
の 異端 宗派が これ また 熱狂 的な 勢いで ョ ー ロ ッバ 中に 広まった の だ。 このような 情熱に うか 
された 者が 異端と して 狩られない ためには、 修道院に 入る しかな かつた。 カ タリ 派と 修道院 
の 違いは、 ほとんど 単に ロ ー マ 教会に 所属して いるか どうか、 体制の 内側 か 外側 か、 だけの 


違いであった。 両者は いずれも 「この 世界なら ぬ 彼方の 世界」 に 憧れ、 萌 え、 エ クス タシ ー 
を 感じる 禁欲 童貞 主義 集団であった。 長年に わたって キリスト教 教義に ょって 抑え 込まれて 
いた ド ー パ ミン や テストステロンが、 イデアの 世界を 幻視 するとい う 形で いっせいに 暴れは 
じめ たの だ。 

こ、 っして、 中世 ロ ー マ 教会は ョ ー ロ ッバ 各地に 「異 靖 審問 所」 を 設置す る ことにな った。 
異端の 中で もっとも 隆盛を 誇って いたのが、 南 フランスで 興った カ タリ 派 (アルビ 派) だっ 
た。 カ タリ 派は 二元論 宗教 マニ 教の 流れを くむ キリスト教の 一宗 派で、 現実 世界の いっさい 
を 悪と して 否定し、 物体を 持たない 精神 世界の みを 善の 世界で あると して 熱狂 的に 「脳 内崇 
拝」 した。 もちろん 教会は 惡の 殿堂 だし、 そもそも イエスは 肉 化な どして おらず、 現世に 出 
現した イエスは 幻想 だ と言うの だ！ 

また、 教会は 快楽の ための セッ クスは 悪徳と して 断罪した が、 それは セッ クスを 「生殖」 
という 生物 本来の 目的に 向けさせる ためだった。 つまり 「肉欲に 耽って いないで、 結婚して 
子 作りしなさい」 と 主張して いたの だ。 これに 対して カ タリ 派は 徹底的な 現世 否定 •脳 内肯 
定の 宗教だった ので、 セックス そのものを 悪と して 断罪した。 子 作りの ための セックス すら 
悪と 見なされた。 子供を 現世に 産み落とす こと さえ 悪だった の だ。 

このょうな カ タリ 派の 究極の 童貞 主義 •処女 主義と、 トルバ ドゥ ー ルの 情熱 恋愛 叙情詩が 
同時 期に 同じ 地方で 発生した という ことは、 どういう ことか。 両者の 間に 繫 がりが あった 
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のか、 あるいは、 同じ 「脳 内 恋愛 志向の 復権」 という 爆発的な 情熱が、 ある 者の 場合は 「 宗 
教」 に 向かい、 ある 者の 場合は 「詩 (芸術)」 に 向かっ たという ことか もしれ ない。 両者と 
もに 「童貞の 脳 内 恋愛」 を 理想と していた。 しかし 両者の 運命は 大きく 違って しまった。 自 
らの 想像力を 「恋愛 詩」 という 形で 表現した 吟遊詩人 たちは 弾圧され る ことなく、 現実 世界 
そのものを 否定した ヵ タリ 派は ローマ 教会から 徹底的に 弾圧され、 最終的には 十字軍を 送ら 
れて 全滅 させられて しまったの だ。 

現実 社会の 権力を 握り、 社会 体制の 維持を 目論んで いた n 1 マ 教会は、 異端 審問と 十字軍 
によって ヵ タリ 派を 殺し、 あるいは 改宗 させ、 ついには 一人残らず 滅ぼして しまった。 現世 
を 支配す る 者に とって、 現実を 否定し 脳 内 世界への 飛翔を 訴える 人々 は 絶対に 許して はなら 
ない 悪だった ので ある。 むろん 悪と いっても 体制 側に とって 悪 だとい うだけ だが。 「セッ ク 
ス しない 罪」 とか 「子供を 作らない 罪」 が あった わけでは ない。 しかし、 このような 現実 ド 
ロップ アゥト 組が 増殖 するとい う 現象は、 体制 維持 派に とっては 非常に 厄介な ことなの だ。 
だから 教会は、 「修道院」 という ドロップアゥト 組の ための 体制 維持 システムを 整備し なけ 
れ ばなら なかった。 

現代は 資本主義 社会で あるので、 例えば 労働し ない 人間は 差別され る。 最近では 「ニ ー 
卜」 とか 「ひきこもり」 と 呼ばれて いる 高等 遊民の 人々 がそれ だ。 明治時代には 「高等 遊 
民」 として 憧れられ ていた 「無職 人 一が、 今では 「ニ ー トーと 呼ばれて 社会問題 扱いされ る 
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ようにな ってし まった の だ。 

同様に、 現代は 恋愛 セックス 資本主義 社会で あるから、 セッ クスし ない 人間と か 恋愛し な 
い 人間 もまた 差別され る。 ありていに 言えば、 女の 膣に ペニスを 揷入 しようと しない 男は 
異常 者 •変質者 予備軍の レッテルを 貼られる わけで ある。 彼らは 頭の 中で 恐るべき 性 倒錯に 
陥っ ており、 すき あら ば 近所の 幼女を 誘拐したり 女子高生を 監禁し ようと 狙っ ている、 とい 
、っ ィメ ー ジが メディア によって 量産され 続ける。 また、 教会を 「悪魔の 殿堂」 と 見なして 礼 
拝を 拒否し、 脳 内で 神に 萌 えた カ タリ 派が 教会に 弾圧され たのと 同じく、 現代の 恋愛 セッ ク 
ス 資本主義 市場に 背を 向けて アニメ やゲ ー ムな どの コンテンツで 「脳 内 恋愛」 を 行う いわ ゆ 
る萌え オタクは、 ただ 脳 内 恋愛を している という だけで 異常 者に カ テ ゴラ イズ される。 つま 
り 「萌え オタク」 と 「童貞」 と 「変質者」 を、 メディア (現代の 「教会」) は 勝手に 同じ もの 
として 結びつけ、 弾圧す るの だ。 古くは 「宮崎 事件」 の 時から スタ— 卜し たこの 「現代の 力 
タリ 派 弾圧」 は、 「オタク = 童貞 = 変質者」 という マス •ィメ ー ジを 大衆に 植え付ける ため 
に 開始され、 現在で も 続けられて いるので ある。 

そして、 その 一方では 『電車 男』 のよう な 説教 説話を 垂れ流し、 「オタク" 童貞であろう 
とも、 人間 女と セツ クスで きる！」 という 改宗 キヤ ンぺ ー ンを 張る ので ある。 これ もまた、 
ローマ 教会が カタ リ 派の 信者を 改宗させる ために 行った キヤ ンぺ ーンと 同じで ある。 カタ 
リ 派から 金と 権力に 汚れて いる ことを 批判され た ロ ー マ 教会の 内部で も、 清貧 主義 的な 内部 
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改革 勢力が 登場し、 カ タリ 派を 取り込もう としたの だった。 清貧 •禁欲 •奉仕を 旨と した 修 
道院 活動を 行った ドミニ コ会や フランチ ヱ スコ 会で ある。 しかし、 内部 改革は 結局 うやむや 
となり、 カ タリ 派に 対抗して 「清貧で 厳格な 教会 活動」 を 実践し ょうとした ドミニ コ 会は、 
結局のと ころ 異端 審問 官 として 大勢の 人々 を 死罪に する 側に 回った のだった。 現代で も オタ 
クを 差別す る 言論 活動を している 人間の 多くが、 そもそもは オタクで あった。 すなわち、 文 
化 人と いう ポストに 収まる ために メディアに 尻尾を 振った オタクが、 オタク 狩りに 回っ たの 
だ。 

キリスト教 自体、 元々 は 現世の 棄却と 脳 内で 神の 国を 幻視す る ことを 目的と した 現実 棄 
却 •仮想 世界 崇拝の 宗教だった はず だ。 ところが 現世での 「権力」 を 握る とともに、 逆に 現 
実 肯定 側に 回り、 本来の イエスの 教えに 忠実た らんと した 脳内萌 えの カ タリ 派を 弾圧す る 側 
になっ てし まった。 この 逆説的な 構造は 現代 も 同じ だ。 恋愛 セックス 資本主義が 掲げる 恋愛 
とは、 もともとは トルバ ドゥ ー ルが 歌って いた 童貞 恋愛 •脳 内 恋愛だった のでは ない の だろ 
うか？ 

この 世に 弾圧と 差別を 発生させる 「悪」 の 原因は 「教義」 や 「思想」 ではなく、 支配す る 
「体制」 そのものに あるの だ。 「体制」 とは 自らを 維持す る 目的の ためには 個人を 圧殺す る も 
のな の だから。 故に 体制を 打倒した 救世主が 創った 次の 「体制」 もまた、 同じ ことを 繰り返 
すの だ。 
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4 ヒルデ ガルトと 「オルレアンの 少女」 

神様に 脳 内 恋愛した 少女 

キリスト教、 というょりも ローマ 教会には 「暴力. 性欲 •脳 内 恋愛の 抑制」 という 一面が 
ある 一方で、 他方では 湧き上がって くる 脳 内 恋愛の 情熱を 抑え きれないで 妥協案 •折衷案を 
作り 続ける という 一面 も あった。 いくら 過剰な 感情は 罪 だから 抑制し ろと 人々 に 教えても、 
生理 現象な の だから 精神の 過剩 性を 消し 去る ことは できない の だ。 そこで、 例えば 結婚は 
「神の 秘蹟」 という ことにな り、 神の 意志で ある 「生殖」 以外の 目的での セッ クスは 罪と さ 
れた 。もちろん 浮気 …… 姦淫 も 罪 だし、 婚前交渉 も 罪 だし、 離婚 も 罪と された。 罪 だらけで 
ある。 近代 以後の 市民社会が 史上 稀に みる 勢いで 恋愛と セックスの 中毒 症状を 呈 したの も、 
ローマ 教会に ょる 長期 間に 及ぶ 抑圧の 反動 だと 考えれば 特に 不思議で はない。 

しかし キリスト教の 世界観に 組み込まれて いても、 脳 内 恋愛と いう 本能 的 欲求を 制御で き 
ない 人は 大勢いた。 それらの 人のう ち、 何 割かは 「神秘主義」 に 走った。 キリスト教 におけ 
る 神秘主義とは、 神と 人と が 直接 交歓 するとい う 思想で ある。 そこには 本来は 禁止され てい 
るは ずの ) I 倒 的な 宗教 的 恍惚 感が 伴う。 恍惚 感 といえば つまり 脳 内で ド ー パ ミンが 分泌され 
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ている わけで あるが、 対象が 「神」 であれば ぎりぎり 容認され る ことが 多かった の だ。 

神秘主義の 本場は ドイツだった。 南仏で ヵ タリ 派 や トルバ ドゥ ー ルが 情熱 的な 脳 内 恋愛 
を 「宗教」 や 「叙情詩」 という 形で 表現して いた 一二 世紀、 ドイツでは 脳 内 恋愛を 「神秘 主 
義」 という 形で 理論 化 •体系化す るょう になって いたの だ。 一二 世紀には ヨ ー ロッパ 人の 精 
神に 何ら かの 大きな 変化が あった に違いない。 

さて ドイツ 神秘主義の 発端は、 修道院の 内部で 起こった。 修道院に 入った 修道女た ちは、 
当然ながら 生涯 独身を 義務づけられる。 しかし 人間で あるから には 本能 的な 恋愛 欲求 や 性 
欲は 消えない わけで、 抑圧され た 衝動は 一種の ヒス テリー となって 現れる ことになる。 後の 
ウイ ーンで フロイトは 近代 ヨ ー ロ ッバで 猖獗 をき わめて いた 神経症の 原因が 抑圧され た 性欲 
である ことを 発見した が、 中世 ドイツでは それらの 人々 は 「魔女」 だったり 「カ タリ 派」 
だっ たりした わけ だ。 だが、 修道院 内部では キリスト教の 教義と 脳 内 恋愛の 妄想と をう まく 
折衷 させて 異端 審問を 免れる 方法論が あった。 これが つまり、 「神との 結婚」 である。 

ヒルデ ガルトに 代表され る 神秘主義 修道女た ちは、 人間の 男が 不在の 修道院の 中で、 自ら 
の 脳 内に 存在す る 「神」 と 直接 交歓し、 宗教 的 恍惚の 境地を 自在に 得られる ょうになった！ 
そして その 行為を 「神との 結婚」 と 表現す る ことで、 異端の そしりを 免れる ことに も 成功 
したの だ！ ヒルデ ガルトは 修道女で あると 同時に、 幻視 者で あり 神秘 家で あり、 そして 詩 
人で あり 作曲家で あり 作家で も あった。 宗教家で あると 同時に 芸術. 創作 全 股に 才能を 発揮 


127 


したの だ。 この 過剰な 想像力と 篤い信仰 心が、 「神との 結婚」 という コペルニクス 的な 新し 
い 恋愛 形態の 発明を 可能と したの だろう。 

ヒルデ ガルトは 幻 …… ヴィジョンを しばしば 見た。 要は 過剰な 精神 エネ ルギ ー によって 生 
まれる 妄想な の だが、 キリスト教 保守派と しての 豊富な 知識と 経験が ヒルデ ガルトを 異端 化 
から 守っ たの だ。 しかし、 ヒルデ ガルトたち 修道女が 体験した 「神との 結婚」 は カ タリ 派 や 
トルバ ドウ ー ルと 非常に 近かった。 ヒルデ ガルトは 聖母 マリア や聖 ウルスラ といった 聖 女の 
「処女性」 を 崇拝した。 「神の 花嫁」 となる ためには、 肉体の 処女性が 欠かせない というの 
だ。 神は 物質 世界 = 現実 世界の 存在では なく、 精神 世界に のみ 存在す るから、 その 花嫁た る 
資格を 与えられる 者は 処女の みだと いう。 これで 教会から 分派で もして いたら ヒルデ ガルト 
も カ タリ 派 同様の 運命に 陥っ ただろう。 カ タリ 派、 トルバ ドウ ール 、修道院に ひきこもる 幻 
視 家たち、 これらの 人々 の 活動は いずれも 教会に よって 長年 抑圧され 続けて きた 脳 内 恋愛へ 
の 情熱の 爆発だった。 

修道院に おける 恋愛 革命の 本質を 一言で 言えば 「生涯 処女を 義務づけられた 修道女は、 神 
と 脳 内で 結婚 すれば 良い」 という もの だ。 情熱 恋愛の 呼び起こす 恍惚 や 性的な エ クス タシ ー 
は、 結局のと ころは 脳 内 ホルモンの 分泌に よっても たらされる 「脳 内 現象」 なので あるか 
ら 、対象が 現実の 人間で ある 必然性は 実は 無い の だ。 砂漠を 彷徨う 旅人が オアシスの 蜃気楼 
を 幻視す るよう に、 生涯 処女を 義務づけられた 修道女は 脳 内に 「夫」 たる イエス •キリスト 
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の 姿を 幻視す る ことができ るの だ。 

ヒルデ ガルト 修道院が 創始した 「神との 結婚」 (これは 女性の 場合で、 男性の 場合は、 聖 処女 
マリアとの 結婚) という 新しい 文化 …… 「脳 内 結婚. 脳 内 恋愛」 は、 後世に 大きな 影響を 与 
えた。 ドイツ や フランスからは、 続々 と 幻視 者 •神秘 家 •預言者が 登場す るよう になり、 そ 
の 何 割かは 女性だった。 一 五 世紀には フランスの 田舎に 住む 娘 ジャンヌ •ダルクが 神と 天 
使からの 啓示を 受け、 英仏 百年 戦争で 英国に 併合され かけて いた フランスを 救うた めに 男装 
して 戦場に 赴く という 事件が 起こった。 もし 神が かりの ジャンヌが フランス 軍に 参加して い 
なければ、 恐らく フランス という 国は 一 五 世紀の 段階で 英国に 併合され て 消滅して いただろ 
う。 もちろん ジャンヌは ヒルデ ガルトの 系譜に 連なる 神秘主義 者 •幻視 者で あるから、 純潔 
の 処女であった。 フランス 政府は わざわざ 何十 日 も かけて ジャンヌが 処女 かどう かを 調べた 
のだった。 というのは 処女で あれば 預言者 だが、 処女で なければ 魔女に 違いない からで あ 
る。 それが ヒルデ ガルト 以来の ルー ルだった の だ。 結局 ジャンヌは イギリス 側に 囚われて 異 
端と して 火刑に されて しまった が、 その 原因は 幻視 者. 神秘 家で あったから というよりは、 
恐らく 「女で ありながら 剣を とって 英国 軍と 戦っ たから」 という 政治的な 理由だった。 

一七 世紀 以後、 ロマン主義の 時代に なると ジャンヌ •ダルクは 文学者たち によって 再発 見 
された。 シラ ー は 戯曲 「オルレアンの 少女」 を 書いた。 その 中では、 ジャンヌは 「神と 結 
婚 した 聖 処女」 として 登場す るが、 英国と 戦っ ている さなかに 敵将 ライオネルに 恋をして し 
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まう。 つまり ジ ャンヌは シラ ー によつ て 中世 的な 「神と 結婚した 聖 処女」 と 近代的な 「人間 
恋愛に 苦悩す る 一人の 少女」 という 二 面 性を 与えられ、 近代的 キャ ラ クタ ー として 再生した 
の だ。 ジョルジュ •サンドは 「現代 フランスに ジャンヌ •ダルクの 精神を 持つ 少女が 現れ、 
やはり 処女の まま 人間との 恋愛を 拒んで 死ぬ」 という 物語 「ジャンヌ」 を 書き、 バルザック 
は 両性具有 者 セ ラフ イタが 人間との 恋愛を やはり 拒んで 処女 (童貞) のま ま 天界へ 飛翔す る 
「セラ フイ タ」 を 書いて いる。 

ヒルデ ガルトで はなく ジャンヌ •ダルクが ロマン主義 者たち に 好まれた 最大の 理由は、 恐 
らく、 ヒルデ ガルトが ひきこもりの 修道女 だつ たのに 対し、 ジャンヌは 甲冑に 身を 包み、 剣 
をと つて 戦つ たからであろう。 つまり ジ ャンヌは 両性具有 的な キャ ラ クタ ー、 「全き 者」 と 
して 後世の 男たち の 脳 内 恋愛 対象と なつた の だ。 この ことは、 「神と 結婚し、 人間の 愛を 拒 
んで 死んで いく」 という 点で 「セラ フイ タ」 といく つかの ジャンヌ. ダルク 物語の 構造が 酷 
似して いる ことから も 判る。 

現代 日本では 、ジャンヌの 両性具有 的イメ ー ジは 「宝 塚 少女 歌 劇団」 という 形で 輸入 さ 
れ 、宝 塚に 幼少 時から 親しんだ 手 塚 治 虫が 「リボンの 騎士」 を 描く に 至って 物語 文化の 中に 
確固たる ー ジャンルを 築く ことと なつた。 「リボンの 騎士」 は 女の子で ありながら 王子と し 
て 育てられた サファイアの 冒険 & 恋愛 活劇 だが、 その 源流は 明らかに ジャンヌ •ダルクに 
あつた。 ただし 二〇 世紀の 作品で ある 「リボンの 騎士」 になる とすで にジ ャンヌが 「神との 
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結婚」 を 果たした 脳 内 恋愛 者であった という オリジナルの 設定は 忘れ去られ 、サファィアは 
普通に 人間に 恋する 女の子に なって いた。 また、 ジャンヌの 幻視 癖 •神との 交歓に ついても 
「脳 内 妄想」 という 精神医学の 知見から 斬って 棄 てる 解釈が 多い。 例えば リュック •ベ ッソ 
ンの 映画 「ジャンヌ •ダルク」 では、 ジャンヌの 幻視 体験は すべて 「妄想」 「幻覚」 だとい 
うこと を 再三 強調して いた。 物質 至上 主義 文明が 支配す る 現代に おいては、 脳 内 恋愛 •脳 内 

結婚は 愚かな 「幻想」 に 「すぎない」 と 言 
われて しまう の だ。 故に、 ジャンヌの 「脳 
内 結婚 •脳 内 恋愛」 という 属性の ほうは 忘 
れ 去られ、 「武装して 戦う 両性具有の 少女」 
という 属性の みが 現代の キャラクタ— 市場 
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に 受け入れられ たの だ。 
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5 錬金術と 恋愛至上主義 

男女の 結合が 奇蹟を 生む 

中世から 近世に かけて ョ ー ロ ッバで 流行した 「錬金術」 は、 キリスト教 によって 滅ぼされ 
てし まった 古代 異教 思想の 復活だった 。錬金術には 主に 二つの 系統が あり、 一つは 物質 世界 
における 錬金術 …… 卑金属を 黄金 や エリ クサー (霊薬)、 賢者の 石に 変換す る 化学と しての 
錬金術で、 もう 一つは 術 者で ある 人間の 精神を 解放 •発展させる という 精神 世界に おける 作 
業だった。 ユングは 後者に 注目して 錬金術を 自己 変容の 象徴的 研鑽の 過程と して 捉えた の だ 
が、 実際には 前者と 後者は 分かちが たく 融合して いた。 錬金術に おいては 現代化 学の ように 
誰もが 同じ 手順で 同じ 効果を 得られる のでは なく、 術 者の 精神が 熟達して いなければ 望まし 
い 結果を 得られない とされて いたの だ。 しかしい ずれに せよ 錬金術は 「男女の 結合」 「両性 
具有」 という ィメ ー ジに こだわり 続けた。 ここで 思い起こされる のが、 『饗宴』 に 登場した 
「人間は かつて 両性具有だった」 という 神話 だ。 錬金術に おいては、 硫黄と 水銀から 賢者の 
石を 得る プロセスを 「男と 女の 結合」 という 象徴に よって 描く ことが 多い。 男性 性と 女性 性 
が 結合して はじめて 賢者の 石は 「全き 者」 となる ことができ るの だ。 
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故に、 錬金術師は 単独で 作業を 行う よりも、 「神秘なる 妹」 と 呼ばれる 女性 パ ー トナ ー と 
の 共同作業を 行う ことが 推奨され た！ しかも この パ ー トナ ー は、 人間の 女性で ある 必要は 
なく、 「脳 内 パ ー トナ ー」 であっても 構わなかった の だ ！ 

近代に 勃興した 「恋愛至上主義」 は、 錬金術 思想から 派生した 一種の 神秘主義 思想で あ 
る。 人間の 男女が 恋愛す る ことで、 宗教 的 陶酔の 境地に 至る ことができ、 人は そこでは じめ 
て 魂の 救済に 与る ことができる、 という 思想な の だ。 かつては 神への 信仰に よって 救われて 
いた ョ ー ロ ッバ 人は、 神への 信仰では なく 異性との 恋愛に よって 救われる という 新しい 物語 
に 移行した の だ。 その 源流が トルバ ドウ ー ルに あった ことは 「I 理論 篇」 で 述べた が、 卜 
ルバ ドウ ー ルと 近代 恋愛の 間には まず ヒルデ ガルトから ジ ヤンヌ •ダルクに 至る 「脳 内 恋 
愛」 の 文化と いう ものが あり、 近代に 至って ル ソーの 影響を 受けた ロマン派の ゲー テやシ 
ラー が 「人間 恋愛」 を 文学の テー マと して 取り上げ たという 過程が あった。 しかし 実は、 そ 
の 陰で 「錬金術」 という 隠された (オヵルトな) 形での 恋愛至上主義 運動 もまた ひっそりと 
行われて いたわけ なの だ。 錬金術は、 本来は 象徴に すぎなかった はずの 「男女の 結合に よっ 
て 完全な 物質 …… 賢者の 石が 得られる」 という 思想を、 いつしか 字義 通りの 思想に 発展 させ 

ていった の だ。 

現代に おける 恋愛至上主義 もまた、 近代が 生んだ 幻想な の だが、 という ことは その 源流は 
実は 錬金術に あるの だ。 ハリウッド 映画 「 40 歳の 童貞 男」 では、 童貞 生活を 続ける オタク 中 
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年に 向かって 同僚たち が 「恋愛が いかに 素晴らし いか」 「恋人との セックス がいかに 神秘的 
で 宇宙 愛を 感じられる 体験で あるか」 という 話を ひたすら 吹き込む。 その 様は、 新興宗教に 
洗脳され ている 信者の 如く だ。 実際には、 一人の パ ー トナ ー との 恋愛 感情な どす ぐに 廃れる 
し、 性欲 も (たぶん) 無くなって しまう の だが、 信者たち は そのような 現実から 目を 背け、 
「人は 恋愛に よっての み 全き 者に なれる、 恋愛し なければ 人間とは いえない」 と 信じ 続けて 
いるの だ。 錬金術から 「脳 内 パ ー トナ ー」 や 「象徴」 といった 精神 世界的な 要素が 全て 取り 
除かれた 結果 生まれた ものが 近代 恋愛な のか もしれ ない。 だとしたら、 近代 恋愛が 物質主義 
に 汚染され てし まい 当初の 精神 性を 喪失した の も 当然と いえる。 

しかしながら 、錬金術は 結局のと ころ、 疑似 科学に すぎな かった。 いくら 硫黄と 水銀を 混 
ぜ 合わせて 加熱しても 賢者の 石は 得られな かった し、 卑金属を 黄金に 変換す るな ど 夢の また 
夢だった。 だから 科学が 発達 するとと もに、 錬金術は 忘れ去られて いった。 現代では とうと 
う、 象徴と しての 錬金術を 再発 見され るの みとな ってし まった。 

ユングは 「錬金術は 象徴 だ」 と 言って いるが、 これは 現代人の 目から 錬金術を 見れば 「ま 
さか 本気 だっ たわけでは あるまい」 と 感じて しまう という ことにす ぎない。 当時の 錬金術 
師 たちは、 賢者の 石 や 黄金を 手に入れる ことを 真剣に 夢見て いたの だ。 しかし、 卑金属を 黄 
金に する には 元素 転換を 行わなければ ならない。 元素 転換は 水銀と 硫黄を 混ぜて 加熱す ると 
いった 程度の 操作で 実現で きる ような 簡単な ものではなかった。 そもそも 中世には 現代的な 
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意味での 「元素」 という 概念 そのものが 無かった の だ。 世界は 「四大 元素」 と 呼ばれる 四つ 
の 要素 (空気 •火 •土 •水) から 構成され ている と 錬金術師 たちは 考えて いた。 これは ギリシャ 
時代の 世界観が そのまま 継承され たもの だった。 これ だけでは どうもう まく 黄金を 生成で き 
ない という ことで 「第五 元素」 なる 仮想の 物質が 追求され たり もした。 しかし 化学が 発展し 
た 現在では、 一〇〇 種類を はるかに 超える 元素 (中世 的な 意味の 元素では なく、 化学的 概念と 
しての 元素) が 発見 もしくは 生成され ている。 錬金術の 操作には、 何らの 現実的な 根拠 もな 
かった の だ。 従って 錬金術は 化学の 発展と 同時に 哲学的 •神秘主義 的な 側面 だけを 残して 滅 
び 去っ てし まつた の だ。 

同様に 現代の 恋愛 もまた、 疑似 宗教. 疑似 科学に すぎない の だ。 いくら 膣に ペニスを 挿入 
して 混ぜ合わせても、 何 か 神秘的な 救済が 訪れる わけでは なく、 人間性が 完全に なるとい 
、っ こと もない。 我々 はやつ と 脳 内 ホルモンの 働きの 一部を 知る ことができた 程度の 段階に 留 
まって おり、 恋愛 中に 脳で どのような 現象が 起きて いるの かを 完全に 理解で きて はいない。 
例えば 情熱 恋愛 中に 脳 内で ド ー パ ミンが 分泌され る ことと、 その 分泌 期間が 古来 経験 則 的に 
言われて きたよう に 案外と 短い という ことは、 すでに 明らかになりつつ ある。 つまり 「永遠 
の 恋愛」 など 現実には 不可能な の だ。 にも 拘わらず 人間同士で 「永遠の 恋愛」 を 求め 続けよ 
うとす る 行為は、 硫黄と 水銀を 混ぜ あわせて 黄金を 生成し ようとす る 錬金術師の 魔術 的 行為 
と 何ら 変わりがない。 それ どころ か 肝心の 生殖 行為 すら 実は 魔術な の だ。 生殖に よって 保存 
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される 「命」 とは、 単に DNA …… ただの タンパク質に すぎない。 我々 人間の 自我は 生殖 活 
動に よっては 決して 保存され たりし ない。 いくら 生殖しても、 子供を 増やしても、 死んだら 
自我は 消える ので ある。 つまり 現代に おける 恋愛 も セックス も、 いずれも 非科学的 かつ 魔術 
的な 行動な のであって、 科学的には 「意味がない」。 

「恋愛し なければ 現代人に あらず」 という 迷信は、 「サバンナで ラィオンと 闘ったら 大人に 
なれる」 というよ うな 呪術 的 風習と 何ら 変わりがない の だ。 現代人は、 「恋愛と セツ クス」 
によって 奇蹟を 起こせる と 信じ、 未だに 呪術と 魔術の 世界から ぬけ 出せない の だ。 

このような 原始的な 段階に 留まっ ている 現代の 恋愛は 結局のと ころ 脳 科学を 無視した 単な 
る 本能 的 欲望の 発露に すぎない ので あり、 我々 は 非科学的な 迷妄を 夢中に なって 繰り返し 
ている にすぎない。 錬金術師が 無知を 無知と も 気づかずに でき もしない 黄金の 生成に 夢中に 
なって いたのと 同じな の だ。 

脳 科学が 発達 すれば、 恋愛 もまた 錬金術 同様に 忘れ去られて いくだろう。 そして 現代の 恋 
愛 物語は、 後世の 学者に よって 「この 物語は 何を 象徴して いるの か」 と 読み 解かれる 運命に 
落ちる だろう。 後世の 人には、 まさか 現代人が 本気で 男女の 恋愛の 果てに 奇蹟が 起こって 救 
済が 訪れる と 信じて いるとは 理解で きないだろう から。 
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6 『饗宴』 プラトンの イデア 論と 「ルサンチマン」 

イデア 界は 「インタ 1 ネット」 に 進化した？ 

プラトンの 『饗宴』 の 話に 戻る。 先 ほどは 両性具有 説を 紹介した が、 『饗宴』 の 主人公は 
プラトンの 師 ソクラテス である。 『饗宴』 においても、 いろいろな 人間が 各人の 恋愛 論を 
語った 後、 ソクラテスの 語る 恋愛 論が 最後に 登場す る わけ だ。 語って いるのは ソクラテスと 
いう キヤ ラク ター で、 しかも ソクラテスは デ イオ テイ マと いう 巫女から 聞いた 話を 人々 に 語 
り 直して いると いう 設定な の だが、 実際には プラトン 自身の 恋愛 論と 考えて いいだろう。 

ここで 語られる プラトンの 恋愛 論では、 恋愛は いくつかの レベルに 分類され る。 肉体的な 
美を 求める 「生殖 本能」 は 愛と 呼ばれる 活動の 中で いちばん 低い レベルに 位置づけられる。 
生殖 本能つ まり 性欲は、 「不死」 という DN  A の 要請に 基づいた 本能で ある。 個人は 死んで 
も、 DNA を 保存す る ことができれば DNA レベルでは 死を 免れる。 しかし、 そのような 過 
剰な 性欲を 伴う 情熱 的な 恋愛は、 プラトンに とっては 絶対的に 重大な ものでは ない。 

二番目の 段階は 精神的な 美を 求める 愛。 具体的には 青年 愛 •少年 愛で ある。 少年 愛は 生殖 
本能とは 無縁で あるから、 それだけ 純粋 (プラトニック) な 愛と いう ことで 生殖 本能が ベー 
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ス になっ ている 異性 愛よりも 上位に 置かれる の だ。 

しかし 最終的には、 そんな 少年 愛すら 否定され る。 究極の 愛は、 「美の イデア そのものへ 
の渴 望」 という 抽象 段階に 突入す るの だ。 「美」 そのものを 愛する というの だ。 

ソクラテスが 自説を 語り 終わった 後、 アル キビ ヤ デスと いう 美 青年が 現れて、 ソクラテス 
の 言葉に 偽善 や 嘘がない ことを 証明す る。 アル キビ ヤ デスは ソクラテスの 愛人に なろうと し 
て、 ソクラテスと 二人き りになる 機会を 何度も 手に したと いう。 そして ソクラテスに 口説か 
れる ことを いちいち 期待した の だが、 ソクラテスは 常に アル キビ ヤ デスを 口説く こ ともなく 
何もせ ずに 帰って しまう の だとい うの だ。 

つまり、 僕 用語で 言う ところの 「モテの 魔の 手」 を ソクラテスは 完全に はねのけ、 一人 脳 
内で 「美の イデア」 「美 自体」 「絶対 美」 という 観念に 萌え 続けて いた というわけだ。 

そう。 プラトンは 『饗宴』 で、 恋愛に このような 序列を つけて いるの だ。 

脳 内 恋愛  >  少年 愛  >  異性 愛 

プラトンの イデア 論は、 現実 世界を イデア 界の 不完全な 影 だと 捉える 点で 現実 棄却 的で あ 
りグノ ー シス 的で あった。 そして イデア 論は、 当然、 恋愛と いう 人間に とって もっとも 根源 
的な 本能 欲求に 対しても 適用され なければ ならな かった。 故に、 プラトンは 生殖 本能を 恋愛 
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のうちで もっ とも 下位に 置き、 いわゆる プラトニック. ラブ (精神的な 恋愛) を 上位に 置き、 
しかし 最上 位には それらを 全て 超越した 「脳 内 恋愛」 を 掲げて みせた のだった。 

もちろん、 現代の 恋愛観に おいては、 プラトンが 最終的に 掲げた 「脳 内 恋愛」 という 概念 
は 綺麗 さっぱり 拭い 去られて しまい、 序列は すっかり 逆転され てし まって いる。 

異性 愛  > 少年 愛  > 脳 内 恋愛 

これが 現代の 恋愛観な の だ。 なぜ 逆転した かは、 言うまでもない。 現代は 表層 的な 唯物論 
の 時代、 物質 至上 主義の 時代 だから だ。 「表層 的」 という 言葉を 使う のは、 唯物論が 中途 半 
端な 状態の まま 放置され、 形骸 ばかりの 「愛」 だの 「神秘」 だの 「幸福」 だのと いった 精 
神 論 用語が 残存し、 唯物論が まったく もって 徹底され ていない からだ。 つまり 現代の 疑似 唯 
物 論 的 恋愛は、 未だに 「四大 元素」 を こね くりまわ している 状態を 脱して いないの だ。 化学 
の 元素 記号 表の 如き 完璧な 脳の 見取り図が できあがった 暁には、 人間は 恋愛 感情 や 性欲 やそ 
の 他の 感情を 科学的に コント ロ ー ルす る ことが 可能になる だろう。 だが、 我々 は 「愛」 だの 
「恋」 だのと いった 脳 内 現象を、 何やら 神秘的で 神の 世界に 繫 がって いる 神聖な 現象 だと 思 
いこむ という 中世 的 迷妄から 未だに 脱出して おらず、 恋愛を 科学的に 完全に 解明し ょうとい 
、っ 一部の 科学者の 試みは 「常識人 一 たちに ょって 否定され ねばならな いの だ。 
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現代は 一見、 唯物論に 支配され ている 世界で ありながら、 その 陰には 中世の 迷妄が 未だに 
除かれずに 生き延び ている。 恋愛の 中身は ブラック ボックスで 人間は 相変わらず D N A に 支 
配され たま まだと いうのに、 我々 は 訳知り 顔で 恋愛の 全てを 理解して いるよう な 気になって 
振る舞って いるの だ。 この 中途半端な 状態が、 現代 恋愛の 混乱の 原因な の だ。 

「週刊 ビッグ コミック スピリッツ」 に 連載され ていた 漫画 「ルサンチマン」 (花 沢 健 吾) は、 
現代の インタ 1 ネットが さらに 発達した バ ー チヤ ルリ アリ ティ 世界に おける 新しい 恋愛 ス 
タイルを 描いて いる。 現代で 「脳 内 恋愛」 をし ようと すれば、 漫画 やゲ ー ムや アニメの 仮想 
キヤ ラク タ— を 対象に する しかない。 しかし 仮想 キヤ ラ クター と 直接 交歓 できるようになる 
神秘 家は、 これまで 数が 限られて いた。 恐らく 同じ 人間に も 脳の 状態に よって 「脳 内 恋愛」 
しやすい 人と そうでない 人が いるの だ。 ヒルデ ガルトの ような 幻視 体質の 持ち主は 少ない。 
いくらでも 妄想を 生み出せる 人と、 そうでない 人との 間には 生理的な 差が あるの だ。 これは 
体力に 個人差が あるのと 同じだろう。 そして 恐らくは、 ド ー パ ミンの 分泌 量の 違い、 ないし 
は ド ー パ ミンを 受容す る レ セプタ 1 の 数の 違いに 還元され るだろう。 

だが 「ルサンチマン」 では、 ほとんど 現実 世界と 区別が つかない レベルにまで 進化した 
バ ー チヤ ルリ アリ ティ 世界が 実現して いる。 仮想 世界で ありながら も 肉体的な リアルな 感覚 
を 感知す る ことができる。 人間の 脳に リアリティを 感じさせる ものは、 神経から 入っ てく る 
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情報の 質量 だ。 現実から 入力され る 情報と 寸分 違わない 疑似 情報が 脳に 入力され るなら ば、 
もはや 脳は 現実と 仮想の 区別を つける ことができない。 また、 高度に 発達した AI  (人工 知 
能) は 本物の 人間の 精神との 区別が つかない。 故に、 これらの 進化を 遂げた 「ル サン チマ 
ン」 の 世界では 仮想 世界に おける 仮想 恋愛が 実現して いるの だ。 そのような 「現実と 仮想の 
二つの 世界が 並立す る」 新しい 世界に おいては、 現実 世界に おける 恋愛は 衰退す る ことにな 
る。 なぜならば、 現代の 恋愛 セックス 資本主義 市場が 構築して いる 恋愛の ヒエ ラル キ ー、 

異性 愛 > 少年 愛 > 脳 内 恋愛 

は 真っ赤な 嘘で あり、 実際には プラトンが 大昔に すでに 喝破して いたよう に、 

脳 内 恋愛  >  少年 愛  >  異性 愛 

これ こそが 本当の 恋愛 ヒエ ラル キ ー だから だ。 ただ、 ソクラテス や ヒルデ ガルトの ように 
何らの 情報 入力 も 行わずに 「脳 内 恋愛」 の スィッチを 入れられる 体質の 人間は 少なく、 多 
くの 人間は 「生身の 肉体」 から 豊富な 情報を 入力し なければ 脳 内で 恋愛 状態を 起こす ことが 
できない という だけの ことなの だ。 故に、 現実と 同等の 仮想 情報を 任意に 入力 可能な 世界で 
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いぅ タィトル なの だ。 この 作品 

は、 モテない 男たち の 怨念が 科学を 発展 させ、 万人に 平等に 開かれた 仮想 世界を 創り あげ、 
現代の 物質主義に 塗れた 人間 恋愛を 打破し よぅとす る 物語な の だ。 

資本主義の 問題の 一つに 「不平等」 「経済格差」 が ある。 それと 同様に、 恋愛 セックス 資 
本 主義に もやは り 「恋愛の 不平等」 「恋愛 格差」 が ある。 現実 世界、 つまり 物質 世界に おい 
ては、 平等の 実現は 困難な の だ。 恋愛に おいては まず 「美」 が 圧倒的な 力を 持ち、 美しくな 
い 人間が 美に 対抗す るには 「権力」 を 持つ しかない。 故に 異性を 獲得す るた めの 闘争が (主 
に 男性の 間で) 果てしなく 繰り返され るの だ。 しかし 本当の 格差、 本当の 不平等とは 何かと 
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いう 問題を 突き詰めて 考えて いけば、 それは 結局のと ころ 「脳 内 ホルモンの 格差」 「脳 内 ホ 
ル モンの 不平等」 という 現象に 還元され る。 多幸 感を 感じて いられれば 人間は 幸福な ので あ 
り (もちろん 生存に 必要な 最低限の 衣食住 環境は 保障され なければ ならない。 たとえ 多幸 感を 感じ 
ていても 死んで しまったら そこで 終わりな の だから)、 どれほど セツ クスに いそしみ 金を 稼いで 
も 脳が 抑鬱 状態に 陥って いるの ならば その 人間は 不幸な の だ。 「幸福」 を 数量 的に 測定す る 
となれば、 資産 や セックス 回数では なく 脳 内 ホルモンの 状態の 平均値を 取る しかない。 

これが 本当の 唯物主義 である。 

故に、 「ルサンチマン」 のょうに、 人間が 生命 活動を 維持す るた めの 物質的な 要請を 満た 
すため に 動いて いる 「現実 世界」 と、 人間が 脳 内 ホルモンを 充足させる ために 動いて いる 
「仮想 世界」 とに 社会が 二分 割され ると いう 状況は、 実は ある 種の 理想郷に 近いの だ。 もち 
ろん 多くの 現代人に とっては、 恋愛 信仰が テクノロジー にょって 崩壊 させられた デ スト ピア 
に 見える のであろう が。 
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7 新フ ラトン 主義と 「涼宮 ハルヒの 1: 繼」 

世界は、 一 者から 流出した 

プラトンの イデア 論 (世界を、 現実 世界と イデア 界に 分ける 思想) は、 その後 「ネオ •プラ 
トニ ズム (新 プラトン 主義)」 という 神秘主義 的 哲学を 生んだ。 新 プラトン 主義は 「流出 説」 
によって 知られて いる。 新 プラトン 主義では 世界を 複数の レイヤ ー に 分類して いるが、 それ 
ら 全ての レイヤ ー は 元を迪 れば 「一 者」 というた だ 一つの 存在から 流出して 生成され た 存在 
だとい うの だ。 つまり 世界は 無から 突然 生じた のでは なく、 「一 者」 なる 何者かから 漏れ 出 
したと いう 考え方 だ。 この 一 者と いう 考え方には キリスト教の 一神論 思想と 共通す る 点が 多 
かった ため、 中世 初期の キリスト教 神学 および キリスト教 哲学は 積極的に 新 プラトン 主義 哲 
学を 取り込んだ (一方、 世界を 善と悪に 二分して 考える グノ ー シス 主義は キリスト教から 徹 
底 的に 弾圧され た)。 

「一 者」 とはつ まり 神の ことなの だが、 新 プラトン 主義に おいては 人格化 されて 語られる こ 
とはない。 世界の 根源 的 エネ ルギ ー のよう な ものである。 世界は 神が 「創った」 のでは な 
く、 一  者が 持つ 無限大の エネ ルギ ー が 溢れる ように 「流出」 した ものな の だ。 物質 世界つ ま 
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り 現実 世界は この 流出して 拡散した 世界の ヒエ ラル キ ー の 中で も 地位が 低い。 故に 人間は 世 
界の レイヤ ー を 上昇して いって 「一 者」 と 自己を 合一 させなければ 真の 幸福を 得られな いの 
だ。 このような 新 プラトン 主義を 広めた ロー マの 哲学者 プロ テイ ノスは、 一 者 (神) と 自己 
を 一体化させる 目的で 禁欲 生活を しながら 瞑想を 実践し、 瞑想が うまくいった 時には 宗教 的 
恍惚 状態に 陥る こと も あったと いう。 プロ テイ ノスは 「一 者との 脳 内 恋愛」 を 実現した の 
た。 ただし、 エ クス タシー に 到達で きる 人間は 限られて おり、 プロ テイ ノス 自身 もそう そう 
何度も 到達で きた わけでは なかった らしい。 

流出 説は、 現代では 「ビッグ •バン 理論」 として 宇宙物理 学の 分野に 継承され ている。 
ビッグ •バン 理論では、 宇宙は まず 極小の エネ ルギ ー の 塊であった。 その エネ ル ギ ー が ある 
時に 大 爆発を 起こし、 以後、 その エネ ルギ ー は 宇宙空間 全体に 拡散し 続けて いるの だとい 
、っ。 つまり 無から 宇宙が 創造され ていたので はなく、 すでに エネ ルギー 自体は 存在して い 
た。 それが 薄く 拡散した 状態が 現在の 宇宙 だとい うの だ。 この 理論の 弱点は 「その 最初の エ 
ネル ギ ー は どこから 来たの か」 という 謎に 尽きる の だが、 少なくとも 「無から 突然 宇宙が 創 
造され た」 という 説よりは はるかに 科学的な 説得力を 持つ ので ある。 

また、 「流出 説」 を 物語 化した 作品が 最近 テレビ アニメ 化されて 話題に なった 「涼 宮 ハル 
ヒの 憂鬱」 (谷川 流) である。 この 作品は ライト ノベルら しく 普通の 高校を 舞台に している 
が、 ヒロインの 涼宮 ハルヒが 実は 「一 者」 なので ある。 「涼 宮 ハルヒの 憂鬱」 の 世界は、 涼 
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そのこと を 知つ ている。 もし ハル 


ヒが 「こんな 世界は 要らない」 と 
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滅 してし まう。 だから みんなで ハルヒの 下僕と なって ハルヒの 気分を 盛り上げよう …. 

うお 話な の だ。 つまり プロ ティ ノスに おいて 「一 者」 と 呼ばれて いた 存在 (神) は、 現代で 
は 「涼 宮 ハルヒ」 という 女子高生の 姿で 描かれる ようになった の だ。 

いきなり 両者を 結びつけ ると 牽強付会 のように 聞こえる かもしれ ない が、 もちろん そうで 
はない。 

ローマ 時代と 現代の 間を 結ぶ ルネサンス 期、 それまで 完全に 忘れ去られ ていた プラトン 哲 
学 および 新 プラトン 主義が ョーロ ッバで 「再発 見」 された。 東方 世界から 逆輸入 された ブラ 
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トン や プロ テイ ノスの 著書が 復刻され たの だ。 プラトン 復興の 中心人物 フイ チ ー ノは 、その 
名の 通りの 「プラトン •アヵ デミ ー」 を フイ レン ツエに 設立し、 プラトンの イデア 論 や 『饗 
宴』 の 恋愛 論、 さらに プロ テイ ノスの 流出 論を 広く ョーロ ッバに 広めた の だ。 もちろん、 そ 
こで 再発 見され たのは イデア や 一 者と いう 観念 だけでは ない。 「一 者との 合一 化に よる エク 
ス タシ ー」 という 「脳 内 恋愛」 の 方法論 もまた 再発 見され たわけ だ。 プラトン •アヵ デミ ー 
が ルネサンスに 果たした 功績は 大きかった。 中世 ョー ロッ パでは、 人間は 神の 被 造 物にすぎ 
ず、 主体性を 持たない 人形の ような 存在 だと 考えられ ていた。 そのような 規制を かける こと 
で 人間の 想像力 過剰を 抑えて きたの だ。 しかし フイ チ ー ノは 「人間は 神の 被 造 物では なく、 
人間と 神とは 元は 同一の 〈一 者〉 なの だから 脳 内 瞑想に よって 神と 一体化す る ことができ 
る」 と 唱えた の だ。 こうして 再び 人間は 想像力を 取り戻し、 脳 内 恋愛の 再興つ まり 「人文 復 
興」 (ルネサンス) への 歩みを スタ— 卜 させる ことと なつた の だ。 

「プラトニック •ラブ」 という 言葉 も、 ルネサンス 期に 誕生した ものである。 もちろん 脳 内 
恋愛の 復興は ギリシャ •ロ ー マ 時代に 想像され ていた 仮想 キャラクタ 丨 (つまり ギリシャ. 
ロー マの 神々) の 復権で も あった ため、 ボッ テイ チェリは 「ヴイ ー ナスの 誕生」 を 描いた。 

一 者と 涼宮 ハルヒの 間には 距離が ありそう だが、 ヴイ ー ナスから 涼宮 ハルヒまで はそう 遠く 
ない。 

後に この 「一 者 (神) との 脳 内合 一」 (脳 内 恋愛) は、 さらなる 近代主義. 個人主義の 影響 
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を 受けて 「人間同士での 合一」 (人間 恋愛) という 新しい 神秘 思想を 生んだ。 そこから 現代 
の 恋愛が 生まれて きた わけ だが、 「涼 宮 ハルヒ」 の 世界観は 現代的な 恋愛 神秘主義を 維持し 
つつ も、 実は 「神との 合一」 「一 者との 合一」 という ルネサンス 時代の 世界観へ と 回帰して 
いるの だ。 ハルヒは 恋愛 対象の 人間で あると 同時に、 神" 一 者で も あるの だ。 もちろん 主 
人 公 キョンと ハルヒとの 間での 恋愛は、 肉体関係を 伴わない いわゆる プラトニック. ラブ 
である ことは 言うまでもない。 ライト ノベルの 分野では、 このような 「仮想 キャラクタ 1 
の 神格化」 と 「プラトニック •ラブ 至上 主義」 とが 他の 分野よりも 進行して いて、 そこに 登 
場す る ヒロイン たちは 人間を 模 した ミ メ ー シスと いうよりも もはや ギリシャ •ロ ー マ 時代の 
女神 キャ ラク タ 1 たちに 近い 存在と なって いる。 ハルヒの ような 新 プラトン 主義の 香りが す 
る 「神 = 一 者」 だけでなく 、もっと 古典的な 「女神」 や 「魔女」 といった キャ ラク タ 1 も 多 
数 登場す るし、 近代的な 「ヴァンパイア」 やもう 少し 現代的な 「超能力者」 など、 非現実的 
な 属性を 持った キャラクタ 1 が 多い。 あるいは、 ごく 普通の 人間の 女子高生 だとしても、 性 
格が ほとんど 唯我独尊の 如く 大い ばりして いて 主人公の 少年を 犬 や 下僕と して 虐げて くると 
か、 そんな シチ ユエ ー シ ョンが 多数 見られる。 「ゼロの 使い 魔」 では 主人公は ヒロイン •ル 
イズの 「使い 魔」 として 飼われて いる ばかり か、 鞭で ぶたれて 「この 駄犬！」 と 調教され た 
りする。 「我が儘な 少女 キャラクタ 1 に ひたすら 下僕の ように かしずき、 彼女を 守る ために 
闘う 少年」 を 描き 続ける ライト ノベルが 実は 中世 騎士 物語の 復興で ある ことは 間違いない。 
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その 中で も 「涼 宮 ハルヒ」 は 中世 以前の 「一 者」 「流出 説」 にまで 遡つ たという 点で エポッ 
ク •メィ キングな ので ある。 「ハルヒが 神様」 という 設定が 広く 市場に 受け入れられた 事実 
は、 近 現代 恋愛に おいて 「恋人」 とは 「神」 であると いう 事実を 示して いるの だ。 また 同時 
に、 神とは 「脳 内 恋人」 を 象徴的 •抽象的に 言い換えた 概念な の だとい うこと も 証明して い 
るので ある。 だから ニ ー チェが 「神は 死んだ」 と 叫んだ 瞬間に、 世界は 恋愛 信仰に 覆い 尽く 
される ことにな つたの だ。 
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8 三葉虫と 「火の 鳥 •復活 編」 

視覚と 闘争と 恋愛 

「I 理論 篇」 で 書いて いる ことを 要約す ると、 

◎恋愛とは 脳 内 現象 (脳 内で 発生す る 化学反応) である。 

◎現代の 人間は、 脳 内での 生物学 的 反応に すぎない 恋愛に、 神秘性を 付与して いる。 つまり 
「恋愛 神秘主義」 とで も 言ぅべき 迷妄に 陥って いる。 

◎現代 恋愛の ル ーッは 中世 トルバ ドゥ ー ルの 恋愛 詩 や ヵ タリ 派の 二元論 的 かつ 情熱 的な 信仰 
にある。 

◎つまり 我々 現代人は 中世 ョーロ ッバ 的な 迷信の 世界から 未だに 醒めて いない。 

◎現実の 生物学 的な 恋愛の 実体と、 恋愛至上主義が 抱く 神秘的な 恋愛観との 間には 大きな ズ 
レが あり、 理想的な 恋愛は 決して 現実では 実現し ない。 

◎故に 我々 の 恋愛は 全て 間違って いる。 これを 克服す るには 哲学 や 現代 思想な どの 人文科学 
はまった く 無力で、 科学の みが 恋愛の 真の 法則を 明らかにして 無知な 妄想の 世界に 生きる 
我々 を 啓蒙して くれる はずで ある。 
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という ことになる。 

そもそも プラトンの 時代、 恋愛とは 「美に 対する 愛」 であった。 いや、 実は 今でも そうな 
の だ。 我々 は 美しい ものに 憧れ、 それを 愛する 本能を 持っ ている。 もちろん 「美」 の 中に 
は 「精神の美」 という もの も あるが、 「美」 の 大半は 「見た目」 である。 容姿の 美、 外見の 
美 こそが もっとも 普遍的で 強力な の だ。 そうでなければ 「一目惚れ」 という 現象が 起こる は 
ず もない し、 人間が こぞって 偶像を 崇拝す るは ず もない。 親密な 愛着の 感情は 長期に およぶ 
人間関係の 中で 生まれて くるが、 情熱 的な 恋愛は 人間関係 や 相手の 内面な どとは 全く 無縁な 
の だ。 恋愛 現象 …… 対象を 発見す る や 否や ド ー パ ミンが 分泌され る 中毒 症状は、 多くの 場 
合、 視覚から 引き起こされる 非常に 原始的. 動物 的な 生理 反応で ある。 もちろん 「匂い」 や 
「声」 に 反応す る 場合 も あるが、 それでも なお 「視覚」 が最 重要な の だ。 人間は 恋愛 市場に 
おいて、 生まれな がらに 徹底的な 不平等に 晒されて いるの だ。 

そもそも 視覚とは 何のた めに 獲得され た 機能な のか？ 

『眼の 誕生 カンブリア 紀大 進化の 謎を 解く』 (アンド リユ！ パー カー) によると、 生物の 
進化は はじめの 三 四 億 年の 間、 実に ゆっくり とした ものだった。 三 四 億 年 もの 時間を かけ 
て、 生物は やつと ク ラゲと か カィ メン といつ た ホ ワホワ した 海の 生き物に なつた の だ。 とこ 
ろが 今から 五 億 四 三〇〇 万年 前に 「カンブリア 紀大 進化」 とも 「進化の ビッグ •バン」 とも 
呼ばれる 特異な 現象が 起こっ た。 突如と して、 生物は 爆発的な 進化を 開始した の だ。 アンド 
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リユ ー .パ ー カ ー は、 この 大 進化の 原因を 「光 スイッチ 説」 で 説明して いる。 かいつまんで 
言う と、 カンブリア 紀に 生物は 「眼」 を 獲得した。 それまでの 生物 …… 例えば ク ラゲでは、 
光を 感知す る センサ ー は 持って いても、 内部で 立体的な 映像を 再構成す る 「眼」 は 持って 
いなかっ たの だ。 ところが カンブリア 紀に 突然 「眼」 を 持つ 生物が 登場した。 その 結果 海の 
中で 何が 起こっ たかと いうと、 凄まじい 「捕食」 という 地獄が 現出した の だ。 「眼」 を 持た 
ない クラ ゲや カイ メン にと つて、 外界と いうのは 深い 意味を 持たな かつた。 ほとんど 情報が 
入つ てこない の だ。 だから カイ メンは 岩に 張り付いて 海水に 混じつ ている プランクトンを こ 
しとって 食べて いただけの 横着な 生き物 だし、 ク ラゲに 至っては ぷ かぶかと 海に た ゆた って 
いる だけな の だ。 

しかし 「眼」 を 獲得した 生物は 違った。 「眼」 によって、 生物は 自分を 取り巻く 外界の 様 
子を 詳細に 知覚で きる ようにな ってし まった。 最初に 「眼」 を 獲得した 生物は、 三葉虫 だっ 
た。 「眼」 さえ あれば、 エサが どこに いるの かが 一目瞭然 である。 エサを 「眼」 で 発見し、 
エサに 接近して 捕食す る ことができる。 こうして 海中には 三葉虫が 大 発生し、 しかも 三 葉 
虫は エサを ガツ ガツと 食べられる ようにより 凶悪で 強力な 身体へ 進化し、 攻撃力と 捕食 力を 
いっそう アップ させた。 海は 三葉虫に よる 狩りの 場と 化した。 

こうなる と 現代 国家の 軍備拡張 競争と 同じで、 他の 様々 な 生物 も 生存競争の 中で 生き延び 
るた めにあり と あらゆる 方向の 進化を 開始す る 他は ない。 ある ものは 堅い 外 骨格で 身を 守 
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り、 ある ものは 体 色を 忍者の ように 変化 させて 環境の 中に 隠れる 術を 覚え、 ある ものは 捕食 
者よりも 強く 大きな 身体を 手に入れ、 そして その 進化の 競争の 果てには 体長 ニメ ー トル、 全 
身を 堅い 外 骨格で 覆い、 強力な 顎で エサを 食い散ら かす 「アノ マロ ヵリス」 のよう な 怪物が 
誕生した。 …… これが ヵンブリア 紀の大 進化の 実態だった、 というの だ。 

つまり、 いわゆる 生物の 闘争 本能 •過酷な 生存競争は、 「眼」 …… 視覚に よって 誕生した、 
というの が アンド リユ ー 説な の だ。 

生物は 「眼」 を 獲得した ことによ って、 凶惡 になっ たの だ。 生物と いうよりも 「動物」 
と 言った ほうがいい かもしれ ない が。 植物は 光を 光合成に 利用した のに 対して、 動物は 光を 
「視覚」 という 捕食の ための 器官に 利用した の だから。 

もともとは 植物と 大差な かった 動物が 「動き回って エサを 捕食す る」 という 現在の 状況に 
追い込まれた 原因は、 「眼」 の 獲得だった の だ。 

しかし、 「眼」 が もたらした 厄災は、 捕食と いう 闘争 だけでは なかった。 「性 淘汰」 という 
もう 一つの 闘争が 始まった の だ。 

捕食が 異種 間での 闘争なら ば、 性 淘汰は 同種 間での 闘争 だ。 

「眼」 が 存在し ない 世界には 視覚 的な 美醜 感覚は 存在し えない。 美と いう 感覚は、 視覚が 高 
度に 発達した ことによ って 生まれて きたの だ。 

いつの 時点で 人間が 「美」 という 感覚を 観念 化した のかは 定かで ない が、 視覚を 持つ 動物 
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が 行っ ている 性 淘汰の 延長 線 上に 「美」 が ある ことは 間違いない。 クジ ャクや 熱帯魚の 例を 
出す まで もな く、 動物の 性 淘汰の 中には 「美」 つまり 外見の 優位性に よる 競争が 存在す る。 
もちろん、 もう 一つの 性 淘汰 競争は、 ォス とォス との 同種 間 闘争で ある。 要は 腕力 •暴力 
だ。 「暴力」 と 「見た目の 良さ」 が、 性 淘汰の 二 大方 法論と なった。 このうち、 見た目の 良 
さ …… 美は 言うまでもなく 視覚に よる 性 淘汰 システム だ。 また オス とオス との 闘いだ って、 
視覚が 無ければ オス 同士が 出会わなくなる の だから はじまらない。 例えば ィソ ギン チャ クの 
有性生殖は、 精子と 卵を 水中に 放出す る だけの 植物に 似た 平和な ものだった。 岩に 張り付い 
ている から 闘争の しよう もなかっ たの だ。 しかも ィソ ギン チャ クは 自己 分裂して 無性生殖す 
る こと もで きる C ところが ヵンブリア 紀 以後の 有性生殖は、 「闘争」 「性 淘汰」 と ワン セット 
になって しまっ たの だ。 むしろ 有性生殖が ヵンブリア 紀の大 進化を 促した という 説 も ある。 
しかし、 「捕食 闘争」 と 「性 淘汰 闘争」 は 同時に 発生した と 考えた ほうがいいだろう。 いず 
れも 、動物が 「眼」 を 持って 自らの 意志で エサな り 異性な りに 突撃し はじめた ことが 闘争の 
呼び水と なって いるの だから。 

アダムは 知恵の 実を 食べて 楽園を 追われる ことにな ったの だが、 動物は 光に よって 外界を 
知っ てし まった ために 補 食 闘争と 性 淘汰 闘争に 巻き込まれる ことにな ってし まった わけ だ。 
人類は その 両方を 文明の 力で 抑え 込もうと 努力し 続けて きたが 失敗した。 「言葉」 や 「文 
化」や「道徳」は D NAに勝てなかった。むしろ文明は逆に全人類を滅ぼす軍事力と末期的 
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な 恋愛 セックス 中毒を 生んで しまったの だ。 

さて 視覚とは 何かとい うこと を 突き詰めて いくと、 結局は 「光を 利用して 外界の 情報を 脳 
に 入力しつつ、 その 情報を 元にして 脳 内に 仮想の 映像を 再構成す る システム」 という ことに 
なる。 つまり 「眼」 の 性能に よって 「世界」 は 全く 異なった ものに 見える の だ。 色覚の ない 
動物には、 世界は モ ノトー ンに 見えて いるの だし、 人間には 見えない 波長の 光を 感知で きる 
動物 だって 存在す る。 その 仮想 世界の 映像から 発生して くる 「美しい という 感覚」 や 「恋愛 
感情」 といった 現象 も、 だから、 元はと 言えば 脳 内 映像の 刺激に よって 分泌され る 脳 内 ホル 
モンに 還元され るの だ。 

という ことは 「視覚」 が 変わっ てし まえば 「美しい という 感覚」 や 「恋愛 感情」 が 発生す 
る システム も 変わつ てし まう わけ だ。 

手 塚 治 虫の 「火の 鳥 •復活 編」 では、 未来を 舞台に 設定し、 実際に 視覚が 変わって しまっ 
た 人間 レオナを 描いて いる。 レオナは 物語の 冒頭、 事故で 死亡す るが、 科学者から 人工 脳を 
与えられて 生き返る。 ところが 人工 脳の 処理 方法が 天然の 脳とは 少し 異なって いたた めに、 
レオナの 視覚は 変化して しまう。 人間が 汚らしい 無機物に 見え、 無機物が 有機物に 見える よ 
、っに なって しまった の だ。 かくして レオナは、 無骨な 工業用 ロボット •チヒロが 「美少女」 
に 見える ようになっ てし まい、 ロボットに 恋をする の だ！ 
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脳 や 視神経 や 眼球を 人工 化しない 限り、 これほど ドラ スティックな 視覚の 変化は 人間には 
訪れない と 思う が、 しかしす でに 「人工の 眼」 を 創ろうと いう 研究は 行われて いる。 N H K 
スペシャルで 立 花隆が レポ ー ト していた ので 知っている 人 も 多いだ ろうが、 カナダで 盲目の 
イ エンス •ナウマン 氏を 対象に した 人工 視覚 研究が 行われた ことがあ った。 

ナウマン 氏は 見えない 「眼」 の 上に ビデオカメラを 内蔵した サングラスを かけた。 サン グ 
ラスの カメラから 入力され た 信号は、 いったん コン ピユ ー タ 1 で 処理され てから 脳の 視覚 野 
へ 送り込まれる。 すると 脳の 内部で、 入力され た 信号が 映像 化されて 「見える」 ので ある。 
もちろん 本物の 「眼」 に比べれば この システムは まだまだ 初歩 的な もので、 見える 映像は 粗 
い 光の 点の 集合で しかな かった。 これに 対して 人間の 「眼」 は ハイビジョン 映像よりも はる 
かに 鮮明で ある。 しかし それでも 明らかに なった ことがある。 脳 や 神経で 起こっ ている 現象 
は、 コン ピユ - — 夕- — 処理され た 信号と 代替 可能な の だ。 

これまで 人間は 自らの 外見を 化粧 や 装飾 や 外科 手術に よって 「美」 の イデアに 接近 させよ 
うとす る 試みを 繰り返して きたが、 逆に あらゆる 人間が 「美」 の イデア そのものに 見える よ 
うに 脳の 側を 改造 すれば、 恋愛の 不平等 •外見の 不平等と いう 問題は 解決され るだろう。 し 
かし、 そのような 試みは 「倫理的」 「道徳的」 な 抵抗に あって 失敗に 終わる かもしれ ない。 
いずれにせよ、 人間は 「視覚」 に 縛られて いるの だ。 
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♦ V 幼児期の 「脳 内 初体験」 

現代 日本は、 脳 内 恋愛 文化 復興の 急先鋒を 担って いる 国では ないかと 思う。 ことに、 漫画 
や アニメ、 ゲ ー ムと いった いわゆる 二次元 メディアの 仮想 キャ ラク タ 1 に関しては、 ア ー 
サ ー 王 伝説が 流行して いた 中世 ヨーロ ッバを 超える ほどの 盛況ぶ りなので はないだ ろうか。 
きっかけは、 ひとえに 手 塚 治 虫と いう 漫画家 •アニメ 作家の 功績と 言っても 過言では ない。 
もちろん、 コンテンツを 大量に 供給す る 情報 インフラが 急激に 整った こと も 一因では ある。 
週刊 漫画雑誌、 漫画 単行本な どの 刊行、 テレビ放送の 開始、 ビデオデッキ、 DVD、 ィン 
夕 1 ネット、 携帯電話 などの 普及 …… 現代 社会は、 ありと あらゆる 情報に 満ち 溢れて いる。 
かつて ショ ー ペン ハウ アーは 芸術に よる 癒しを、 一部の 特権階級 のみが 享受 可能な 生き方で 
あると 書いて 貴族 主義 的 だと 非難され たが、 一九 世紀の ドイツと 現代の 日本と では インフラ 
がまっ たく 違う。 キャラクタ 1 ビジネスは 大衆化され、 過剰に 複製 •再生産され、 人間は 生 
まれて すぐに 仮想 キャラクタ 1 の 洪水の 中に 晒される ようにな った。 であれば、 仮想 キャ ラ 
クタ— を 対象と した 脳 内 恋愛 や 脳 内 セッ クス、 脳 内 癒しを、 人間を 相手に した それよりも 先 
に 覚えて しまう ケ ー スも 大幅に 増えて いるに 違いない し、 人間の 持つ 想像力 そのものが (平 
均と しては) 上昇して いるは ずな の だ。 
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in 実践 篇脳内 で 物語 を 紡ぎ 自らを 癒す 


筆者は 一九 六 九 年生 まれで 手 塚 アニメの 全盛期とは 少し ズレ るの だが、 それでも 当時は 
テレビで 旧作 アニメを 盛んに 再放送して いたので 生まれて 初めて 見た テレビ アニメは 手 塚 
の 「リボンの 騎士」 や 「ジャングル 大帝」 だった。 当時 まだ 幼稚園 児だった 僕は、 手 塚が 描 
く 天使 や ラィオン や オゥム の 愛らし さに 夢中に なって いた。 手 塚の キャ ラク タ 1 は、 どれ も 
丸っこくて ふに ふに していて、 一言で 言えば 「かわいい」 の だ。 

現代の アキバ 系 市場では、 この種の 愛らしい 丸っこい 絵柄を 「萌え 系」 と 称する。 特徴 
は、 瞳が やたらに 大きくて、 鼻と 口は 小さく、 輪郭は 丸く、 頭 身は 短い といった ところ だ。 
アキバ 系に おいては 「萌え 系」 キャラクタ 1 は、 受け手に ょってい ずれに 該当する かは 異な 
るが、 「恋愛 感情 (ド ー パ ミン)」 「性欲 (テストステロン)」 「愛着 感情 (パ ソプレ シンと ォキシ 
ト シン)」 それぞれを 喚起させる ための 対象と して 見られる 〇 ただし 「性欲」 対象の キャ ラ 
クタ— は、 萌え 系の ちっち ゃな子 供 っぽい 絵柄で ある ヶース も あるが、 それょりも 「プレィ 
ボ ー ィ」 的な 「女性の セッ クス」 記号を 搭載した 巨乳 キャラクタ 1 である ヶース の ほぅが 多 
いか もしれ ない。 逆に 「恋愛 感情」 「愛着 感情」 を 主眼と した キャラクタ ー は、 萌え 系が 圧 
倒 的に 主流で、 セク シャルな 記号を 排除して いる こと も 多い。 

つまり、 一口に アキバ 系、 萌え 系と 言 っても、 一つの 萌え キャ ラク タ j に 恋 感青 i 着 
感情 •性欲の 全てを 見出そぅ とする 一点 突破 型の 受け手と、 それぞれの 感情の 対象を 異な 
る キャ ラ クタ ー に 振り分ける 機能 型の 受け手が いると 思われる。 たとえば 僕は 1¢ 欲と 愛着 感 


巧9 


青を 同じ キャ ラク タ 1 から 喚起させる ことができない 後者の タィプに あたる。 性欲と 恋愛 感 
情で あれば、 なんとか 同じ キャ ラから 喚起す る ことが 可能 だが、 これ も 正直 言って 苦手であ 
る。 むしろ 恋愛 感情 i 愛着 感情へ と 移行す る ほうが 楽 だ。 つまり 僕の ような タィプの 場合、 
性欲と 恋愛 感情 •愛着 感情が 内面で 分裂して いる。 二次元の 仮想 キャラクタ ー に対して ばか 
りで なく、 三次元の 実在 キャラクタ 丨 (つまり 人間の 女性) に対して もそう なの だ。 この 問 
題を 突き詰めて いくと デカルトの 心身 二元論 や 中世 カトリックが 女性を 聖 女と 娼婦と に 二分 
した 問題な どに 行き着き そうだが、 また 話が 逸れそう なので ここでは それぞれを 異なる 対象 
に 振り分ける ほうが 機能的 だとい う 事実 だけを 書いて おくに とどめる。 

さて、 話を 戻す が、 僕が 仮想 キャラクタ 1 に 愛着を 感じる ようにな ったのは 手 塚 アニメが 
きっ かけだっ た。 この 時点では 五 歳く らいな ので、 まだ 性欲なん て 感じな かった し (漠然と 
した 小児 性欲の ような ものは あったが、 あくまでも 自体 愛の ような ものであって、 リビド ー 
が 対象に 投影され る ことはなかった)、 恋愛 感情 も 未発達だった。 初めて 恋愛 感情の ような 
気分を 感じた 相手は 仮想 キャ ラでは なく、 同じ 幼稚園に 通っ ていた 女の子だった と 記憶して 
いる。 ただし 彼女は 引っ 越しで いなくな ってし まった。 それに 恋愛 感情と いっても まだまだ 
原初 的な もやもや とした 感覚で、 そもそも 恋愛と いう 概念を 当時の 幼い 僕は 知らな かった。 

性欲を 対象 (自分 以外の 何 か) に 向ける きっかけと なった のは、 「週刊 少年 マガジン」 に 連 
載され ていた 永 井 豪の オカルト 漫画 「手 天童 子」 だった。 この 時、 僕は 七 歳 か 八 歳く らい 


160 


ID 実践 篇 脳 内で 物語を 紡ぎ 自らを 癒す 


だっ たと 思う。 この 漫画、 少年 誌な のに 女の子 キャ ラク タ— がすぐ に 裸に され、 あまつさえ 
鬼に 捕まって 舌で ペロペロと 舐められて 「あ〜 っ」 とか 悶える という 実に 永 井 豪ら しい 作品 
だった。 もちろん 永 井 豪な ので、 女の子 キャラクタ 1 と 言っても いわゆる 「萌え 系」 のぶに 
ぷ にした 子供では なく、 八 頭 身で バスト も ヒップ も 大きくて 腰が くびれ ている、 いわゆる プ 
レ ィボー ィ 系の 体型を 持った キャ ラク タ— だった。 

してみ ると 僕の 場合、 最初に 愛着を 感じた キャ ラが 手 塚 キャ ラ (萌え 系) で、 最初に 性欲 
を 覚えた キャ ラが 永 井 キャ ラ (プレィ ボーィ 系) という 具合に、 はじめから 愛着 感情の 対象 
と 性欲の 対象が それぞれ 機能的に 振り分けられ ていたの だ。 未だに 僕は この 両者の 対象を 同 
じ キヤ ラに 統一す る ことができな いわけ だが (もちろん、 別に 無理に 統一す る 必要なん かない 
が)、 それは 幼児期の 「脳 内 初体験」 が それぞれ 異なる 系統の キャ ラを 対象に していた ため 
なのだろう。 

萌え キャ ラと 性欲 対象と を 脳 内で 統一し ようとす る 運動は、 おそらく、 一九 七〇 年代 終盤 
から 一九 八〇 年代 初頭に かけて 起こった ロリコン 漫画 ム ー ブ メント がきっ かけでは ないかと 
思う。 この ムーブ メント の 中心には、 たぶん 吾妻 ひでおが いた。 アニメに 登場す る 清純な 美 
少女 キャラクタ ー が 同人 誌 漫画の 中で 悪役に 犯される ようにな ったの も、 この 時期から だろ 
う。 手 塚 (愛着) と 永 井 (性欲) の 統一 運動は、 しかし、 世間から オタクが 「ロリコン」 「小 
旧 ル 性愛 者」 と 白眼視 される きっ かけを 生む ことに もな った。 僕 自身は スタ ー ト時 占？ から 手 塚 
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(愛着) と 永 井 (性欲) が 分裂して いたので、 当時の オタク 界の 流行りに 沿っ てこの 両者を 統 
一し ようと 努力しても、 どうに もうまく いかなかった。 だが それは、 もう 少し 後の 話で あ 
る 0 

一二 歳 頃になる と、 第二次性徴 期が 訪れた。 ここから 一八 歳く らいまで が 僕の 脳 内 ホル モ 
ン バランスが もっとも 危険な 状態に 陥って いた 時期で、 一言で 言えば ドー パ ミン 過剩 状態に 
なって いた。 いわゆる 「恋愛」 を 知っ てし まい、 中毒と なった の だ。 もちろん 恋愛と いって 
も 僕は 容姿 および 性格に 非常に 問題が あったので、 人間の 女の子と 交際で きる はず もなかっ 
た。 小学校 五 年生の 時に 奄 美大 島から 転校して きた 巨大な 女の子 (胴体が 異常に 長かった) 
に なぜか 恋をした の だが、 もちろん 振られた。 さらに 周囲からは 「ゲテ モノ 好き」 の レッ テ 
ルを いただく という まった く 嬉しくない 思い出と なって しまった。 恋愛とは まず 恋愛 対象で 
ある 相手を 発見して、 そこから 恋愛 感情を 抱く 行為では なく、 最初に 脳 内に 恋愛 感情が 渦巻 
いていて、 たまたま 目についた 対象に その 恋愛 感情を 投影す るので ある。 それが この 時に 僕 
が 気づいた 一つめ の 現実で、 もう 一つの 現実は 「外見が 醜い からといって 内面が 美しい わけ 
でもない」 という あたりまえの ものだった。 

当時の 僕は どこで どういう 教育を 受けて そう なった のか 思いだ せない の だが、 「外見が 醜 
い 人間 こそ 内面が 美しい」 と 思い こんでい たのだった。 だから 小学校に おける 正式な 初恋の 
相手 i、 ET そっく りな 同級生と なった のだろう (かくいう 僕は 彼女よりも さらに 醜い 超ゲ 
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テ モノだった ので、 彼女から も 好かれな かった わけ だが)。 以後 も二〇 歳く らいまで、 僕の 
三次元 恋愛に おける 趣味 趣向は 「ゲテ モノ 好き」 を 貫いた。 もちろん 周囲が 「ゲテ モノ」 
と 呼ぶ だけで、 僕の 目には スタン ダ ー ル 風に 言えば 恋愛の 結晶 作用が 働いて いるから 相手が 
神々 しい 美少女に 見えて いたわけ では あるが。 恋愛は、 脳で やる もの だ。 

外見が 醜い 人間は、 相手の 外見に こだわらない、 あくまでも 内面に こだわる、 という 確信 
を一〇 代の 僕がず っと 抱いて いた ことは 間違いない。 

この 確信の きっかけは 思いだ せない が、 なぜ このような 迷妄を 頑固に 信じ 続けた のかは な 
ん となく 推察で きる。 要は、 僕 自身が さして 外見に こだわらな かった という こと、 そして 内 
面に こだわっ て もらえなければ 僕が 恋愛 対象に 成り 得る はずがない という こと だ。 恋愛の 可 
否が 人間の 外見に よって 定められて しまう ので あれば、 僕は いつまでも 人間と 恋愛で きない 

し (実際にで きなかった の だが)、 それに それは . 「愛」 ではなく ただの 「快楽 志向」 に 

すぎない ではない か。 別に プラトンを 知らなくても、 どこから か (おそらくは 手 塚 漫画な どか 
ら) 一〇 代の 僕は プラトニック •ラブの ィデ ォロ ギーを 刷り込まれて いたわけ だ。 

実際、 小学生の 頃の 僕は、 人間の 「顔」 に対して まったく 興味を 持って いなかった の だ。 
顔は 個人を 識別す る 記号 だ、 くらいの 感覚し か 持ち合わせて いなかった。 故に、 後に 鏡 や 写 
直 ハを 見る たびに 僕を さいなむ ようにな った 自虐的な 自意識と もま だ 無縁だった。 
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♦V アニメに よって 決定 づ けられた 恋愛 志向 

小学校から 中学校に 移る 時期に、 僕の 内面で 重大な ことが 起こった。 当時 「機動 戦士 ガン 
ダム」 という SF  ロボット アニメが 大ブ ー ム になっ ていた。 「ガンダム」 の 内容に ついては 
いちいち 説明す るまで もないだろう。 僕は 最初、 ガンダムに 登場す るモビ ルス ー ツ (ロボ ッ 
卜) のフ ォル ムの 美し さ •かっこよ さに 惹 かれて ガンプラ (「ガンダム」 の プラモデル) を 集 
める 普通の 少年だった の だが、 ちょう ど 一二 歳から 一三 歳へ、 小学校から 中学校へ と 移行す 
る 多感な 時期 だっ たために、 アニメの キャ ラク タ 1 に 性欲を 感じる ようにな ったの だ。 劇場 
版 アニメ 「機動 戦士 ガンダム m 〜 めぐりあい 宇宙」 に、 金髪 ヒロインの セイラ •マスが お 風 
呂に 入って いる シ ー ンが なぜか イン サ ー トされ ていた。 かつて 幼い 頃に 永 井 豪 漫画で 性的に 
興奮して いた 僕では あったが、 それ 以後、 その 種の 小児 性欲は 抑圧して いた。 しかし、 一三 
歳になる ともう 小児 性欲では ない。 精通を 目前に していた の だから、 それ 以上 抑圧は できな 
かった。 

ちょう ど 人間の 女の子に 振られた ばかりで も あった。 他の 女の子と も 友達と しては それな 
りに 親しくで きる けど、 どうも 「恋愛」 関係を 結ぶ ことは できそう にない。 そろそろ、 それ 
が 僕の 「容姿」 に 問題が あるた めだと いう 自意識 も 手に入れつつ あった。 容姿への 劣等感を 
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一度 獲得す ると、 もう 無知な 子供の ままでは 生きられない。 

世界は 僕を 中心に 回って いない。 それ どころ か、 僕は 世界の 中心から はじき 飛ばされ てい 
て、 周縁 部を 彷徨っ ている だけの ちっぽけな 存在で しかなかった。 そのような 中学生ら しい 
自意識が、 元々 は 陽気で お喋り 好きだった 僕を 次第に 内向 させて いった。 

それに、 周囲の 女子 中学生た ちは、 明らかに 女子 小学生た ちとは 異なって いた。 同じ 人間 
のはず なのに、 まったく 違って いた。 一言で 言えば、 男 だけでなく 女 も 「色 気づいた」 ので 
あって、 同級生の 男子を 「異性」 として 意識す るよう になった の だ。 小学校 時代には なかっ 
た 男女 間の 「壁」 がで きた。 男子 生徒は、 女子 生徒に よって 「恋愛 対象」 と 「そうでな いも 
の」 と r 論外」 とに 区別され るよう になっ た (もちろん、 その 逆の 事態 も 起こっ ていた)。 

僕に とって 学校は サン クチ ユ アリで も 「みんな 仲間の 場」 でも なくなり、 陰鬱な 階級社会 
の 様相を 呈 していった。 そして 僕は その 階級社会の 底辺に 位置す る 存在と なった。 

この あたりから、 僕は いわゆる オタク (当時の 言葉で 言えば 「根暗な アニメ 好き」 とか、 そ 
ういう 感じ だ) になって いったの だ。 

ガンダム ブーム は その あたりで 一度 終息した の だが、 矢継ぎ早に テレビ アニメと して ス 
タ ー トした 「超時空 要塞 マ クロス」 という 作品が、 ある 意味に おいて 僕の 恋愛 志向を 決定 づ 
けた。 「マ クロス」 は 設定 だけ 見れば 「ガンダム」 に 連なる SF  ロボット アニメな の だが、 
スト ー リ ー の 中心が 「キャラクタ 1 同士の 恋愛」 だっ たの だ。 恋愛なん かを メィンに 持って 
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きた ロボット アニメ なんて、 僕は それまで 見た こと も 想像した こと もなかっ た。 まだまだ 恋 
愛と いう テ ー マは、 少女 漫画の もの だと 思い こんでい たので ある (ちなみに 僕には 妹が いたの 
で、 妹 経由で 少女 漫画 も 読んで いた)。 美少女 キャラクタ— が 次々 と 登場す る 高 橋留美 子の 少 
年 漫画 「うる 星 やつら」 だって、 当時の 僕は ギャグ 漫画と して 読んで いた。 「ガンダム」 で 
セイラ •マスが お風呂に入っ たからと いって、 セイラ •マスに 性欲を 感じ こそ すれ 恋愛 対象 
として 見たり はしな かった。 しかし 「マ クロス」 は ギミック こそ SF だが、 内実は 主人公を 
取り巻く 二人の 女性 キヤ ラク タ丨 (主人公の 上司 「早瀬 未沙」 と、 アイドル タレントの 「リン. 
ミン メイ」) を 巡る 三角関係、 四角 関係を 描く 恋愛 ドラマだった。 

今にして 思えば、 八〇 年代 後半に 日本を 席巻した トレン デイ •ドラマよりも 「マ クロス」 
の ほうが 「恋愛 ドラマ」 としては 早かった といえる。 

「マ クロス」 あたりから 僕は 「ガンダム ファン」 から 「アニメ オタク」 に 進んだ わけ だが、 
この 時点で プラモデルへの 興味は なくなり (いくら プラモデルを 買って きても、 親に 無断で 捨 
てられて しまう ので 諦めた というの も ある)、 キヤ ラク タ 1 に 興味を 抱く よ、 っに なった。 一〇代 
だから 愛着 感情を 求める 余裕は なく、 恋愛 感情と 性欲 (どちら かとい うと 性欲) が 興味の 中 
心で ある。 体質に もよ る だろ、 っが、 一〇代 前半の 男子は とにかく これらの 過剰な 感情に 悩ま 
される。 しかし 現実の 女子 中学生には いずれの 感情 も 投影 させて もらえない。 特に、 性欲を 
投影す る ことは まるで 不可能だった。 
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<♦ 偽善者の 群れの 中には 入らない 

実は 中学校で も 一人 か 二人 ほど、 現実の クラスメィトに 恋をした ことがあ った。 しかし そ 
のうちの 一人は 僕をから かって 遊んで いる だけで、 好きな 男は ちゃんと 他に いて、 しかも そ 
の 男は バレー ボ ー ル 部の キャプテンで いわゆる ィ ケメン だった。 対する 僕は …… 説明 不要の 
いわゆる キ モメン だつ た。 「いじられ キヤ ラ」 として 女子 中学生に バカに される 以外、 異性 
と 接触す る 方法を 持たなかった。 もう 一人の 女の子は 最初から 最後まで 僕を 「キモ い」 と 軽 
蔑し 続けて いて、 なかなか 同じ 人間と して 扱つ て もらえな かった。 アキバ 風に 言えば 「ツン 
デ レ」 (ツンツ ン した 態度 だが 実は 内心で デ レ デ レに なって いる キャラクタ 1) なの だろ、 っが、 も 
ち ろん 実際には 単に 嫌がられて いただけ だった。 

二〇 代の 大人で あれば、 会社で そのょうな 扱いを 受けても 腹が立ち こそ すれ、 それほどに 
は 苦しまない ことだろう。 世の中は そんな もの だと 割り切れ るだろう から。 しかし 性欲と 
恋愛 感情が 過多の 一〇代 男子に とって、 自分が 決して 異性の 恋愛 対象には なれない の だ (一 
部は 性格の、 ほとんどは 容姿の 問題で) という 現実を 毎日 突きつ けられる 人生は あまりに も 辛 
い。 そのょうな 境遇の 男子が アニメの キャ ラク タ^ に 恋をしたり 性欲を 覚えたり する こと 
を、 果たして 禁じる ことができ るだろう か。 できない。 なぜなら、 僕は 想像力を 発達 させて 


仮想 キャラクタ 1 に 己の 過剰な 感情 や 衝動を 投影す る ことを 覚えなければ、 現実 社会の ほう 
で 過剰に 不 適応と なって いたに 違いない からで ある。 

僕の 中学 時代は 今 ほど _ 由 恋愛が 入り こんでは 来て いなかった し、 援助交際 とか 携帯と か 
テレクラと かそうい う ものは いっさい 存在し なかっ た。 もし 僕が 二〇年 遅く 生まれて きた 
ら 、もしかしたら 中学 や 高校で クラスメイトに 夢を見て、 片思いを して 一人で 葛藤す るよう 
な こと もなかっ たか もしれ ない。 

いずれにしても 明らかな のは、 思春期に おける 恋愛 中毒 傾向には、 性欲の 過剰と 自意識の 
発達に よる 実存 的不 安定感と いう 二つの 原因が あると いう こと だ。 思春期に おいては、 た 
いていの 場合 恋愛は セッ クスと 直接に 繫 がって いる。 まず 性欲が あって、 性欲を 発散す る 道 
を 見つける ために 恋愛が ある。 しかし、 近代的な プラトニック •ラブの 概念を それまでの 人 
生に おいて 刷り込まれ ている 場合、 その 若者は 悲惨と も 滑稽と も 思える 葛藤に 陥る。 ドミニ 
コ 会の 異端 審問 官が 女性を 聖女 (処女) と 魔女と に 二分した 世界観を 持って しまう のと 同様 
に、 僕の 場合 も 恋愛 対象の クラスメイトに 性欲を 投影す る ことができなかった。 性欲の 対象 
は 常に (絵、 写真を 問わず) 「印刷物」 すなわち インクの 染みだった。 なぜそう なる かとい う 
と、 まずは クラスメイト = 人間の 異性に 性欲を 投影す る ことに 対する 拭いが たい 罪悪感の た 
めだった。 印刷物は 人間では ない ので、 「代償」 という か 「身代わり」 だった の だ。 また 僕 
は家莛 において 性に 対する 罪悪感と 嫌 悪感を 刷り込まれ ていた。 おそらく、 その レベルは 当 
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時の 平均 的 家庭から かけはなれ ていた。 だから もともと、 僕の 内面では 性欲と 恋愛が 分裂し 
ていたの だが、 悪い ことに 現実に おいて その 両者が 融合す る 日は やってこなかった。 両者が 
融合す るとは、 つまり、 人間の 彼女が できて、 恋愛の 延長と しての セッ クスに 入る とい、 っ 
ル ー トの ことを 意味す る。 だが、 そんな 日は 訪れなかった。 同級生の 女子と 口を きかせても 
らうた めには、 面白 おかしい 滑稽 キャ ラク タ 1 を 演じて 「お道化 ダンス」 を 踊る しかな く、 
中学 三年で その 道化の 仮面を 捨てた 瞬間に 僕は 異性の いない 世界に 生きる ことと なった。 
そんな 無様な 真似を 続けて いるより、 アニメを 観たり 小説 や 漫画を 描く 孤独な 内向 生活の ほ 
うが 楽しくな っていた の だ。 それに、 同性 異性を 含めて 同年 代の 連中が 心底 イャ になって い 
た。 彼らの ほとんどは、 同級生を 虐めながら 「虐めはありません」 と 教師に 堂々 と 報告して 
にこやかに、 和気 藹 々と 過ごして いる 偽善者た ちだった。 虐めが 起こっ ている ことを 担任に 
報告した 僕の ほうが 「偽善者」 「ちくり 魔」 「裏切り者」 として クラスから 総ス ヵンを 食う と 
いう 事件が あった。 そして、 僕が 密かに 片思いし ていた 女の子 も、 その 偽善者の 群れの 一人 
だった。 

人間は、 群れる と 愚かになる の だ。 あるいは、 愚か者 だから 群れたがる のか もしれ ない。 

いずれにせよ、 僕は そのような 群れの 中に 入る ために 「お道化 ダンス」 を 踊り 続ける こと 
を 放棄した 。コミュニティ そのものを 捨てた の だ。 恋愛な ど、 論外だった。 

それ以来、 僕は 滅多に 異性の 前で 「お道化 ダンス」 を 踊ら なくなった。 今でも 踊らない。 
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続く 高校では 文芸 部に 入った。 

これは、 将来は 漫画家 または 小説家に なろうと いう 夢を そろそろ 持ち はじめて いたから 
だった。 中学校 時代から 続いて いた アニメ 好き •漫画 好き •小説 好きが 昂 じた 当然の 結果 
だった。 漫研や アニメ 研に 入らなかった のは、 単に それらの 部が 無かった からだ。 

ところが、 この 文芸 部で 僕は 女子の 先輩に またしても 恋をして しまった。 この 時 ばかり 
は、 それまでの ょうにた だ 「僕は 恋愛で きないん だな」 と 落ち こむ だけでは 済まされ なかっ 
た。 先輩に 片思いし ている ことを 察知され て、 先輩 部員たち の 虐めに あったの だ。 それ 以外 
にも 高校 時代の 僕には いろいろと 厄介な ことがあ ったの だが、 とにかく 僕は 高校へ 行く こと 
がで き なくなった。 不 登校の ひきこもり になった の だ。 

しかし、 何 かが 起こらなくても、 どうせ 高校には 通い 続けられなかった と 思う。 当時の 僕 
は、 心身と もに 非常に 不安定に なって いたの だ。 いわば 創作 (妄想) をして いないと、 とて 
もじ ゃない が 理性が 保てない ょうな 状態だった。 小説家に なりたくて 「なろう」 と 思った の 
ではなく、 妄想が 次々 と 溢れて きて 止まらな いので、 ものを 「書かざる を 得なかった」 の だ。 

一 〇 弋の 頃の 自分を 振り返る と、 あまりに も 恋愛 感情 (ド ー パ ミン) が 過剰す ぎた。 性欲 
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の ほうは 二次元の 仮想 キャ ラク タ— (あるいは 三次元の 女性を 二次元 化した メディア、 つまり 写 
真と か ビデオと か) で 折り合いを 付ける ことができ ていたの だが、 恋愛 感情を 仮想 キャ ラク 
夕 1 にす ベて 向ける ことができなかった。 何の 前触れ も 必然性 も 理由 もな く、 人間の 異性に 
いちいち 恋をする。 人間な の だから 当たり前 といえば それまで だが、 「恋愛で きない 肉体 (容 
姿)」 と 「恋愛せ ざるを 得ない 精神 (脳)」 との 心身 分裂 こそが 一〇 代の 僕が 抱えた 最大の 問 
題の 一つだった。 もちろん 他に も いろいろ 問題を 抱えて いたの だが、 「恋愛は 人間と しなけ 
れ ばなら ない」 という 常識が 僕の 「人間とは 恋愛で きない (させて もらえない)」 という 現実 
と 厳しく 対立して いて、 僕は 両者の 間で 板挟みの 状態に なって いたの だ。 

醜い 人間は、 ただ 他人に 恋をした だけで 虐めら れ 、笑われ、 ilr れ るの だ。 

これは、 学校から も 家族から も 教わる ことがない が、 未だにむ きになっ てこれ を 否定し よ 
、っと する 人 (特に 女) に 出くわす ことがある。 しかし、 これは 僕が 摑んだ ありのままの 現実 
であり 真実で ある。 誰に 何を 言われよ うが 脅迫され ようが 恫喝され ようが、 僕の 過去は すで 
に 実現して しまった 現実で あり、 決して 変わらない。 

この 地獄の ような 状況から 逃れる には、 高校から 女性が 消えて なくなる か、 高校から 僕が 
消えて なくなる か、 いずれ かしかなかった のだろう。 

もちろん、 実現 可能な 方法は、 後者し かなかった。 

隠遁は 孤独では あるが、 脳 内 ホルモンの アンバランスと いう 苦しみを 軽減す る ことができ 
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しかし もちろん、 現代 社会に おいて、 不 登校は 「罪」 であり 「恥」 であった。 

高校へ 行け なくなって 「一族の 恥 だ」 とば かりに 家族から 白眼視され、 進退窮まって 部屋 
から 出られ なくなっ た 僕は、 テレビで アニメを 見て いる うちにもう 一つの 重要な 感情を 知 
る ことにな った。 それが 「愛着 感情」 だった。 「萌 え」 は 「脳 内 恋愛」 であるとは 言う けれ 
ど、 そして 僕 も あちこちで 「萌え ィコ ー ル 小児 性愛 •変態性欲」 という 世間の ィメ ー ジを払 
拭す るた めに そのこと を 何度も 書いて きたの だが、 現実は はたして そうだろ うか。 実際に 
は、 「萌 え」 と 定義され る 感情の 大部分は 「愛着 感情」 …… 手 塚 キャ ラに 対して 幼い 日の 僕 
が 感じて いた、 名 づけが たい 切ない 感情 …… なのではないだろう か。 アキバ 系 文化は、 「愛 
着 感情」 = 「萌 え」 対象の キャラクタ ー に、 恋愛 感情 も 性欲 も、 とにかく 個人が 現実 世界に 
おいて なかなか 充足す る ことので きない 感情の すべてを 強引に 統合し ようとして いるので は 
ないだ ろうか。 

当時の 僕は、 自分が 生きる ことで 精一杯で 他人の ことな どに 構って いられなかった。 無駄 
な 性欲、 過剰な 恋愛 感情、 劣等感、 回転し 続ける 自意識、 将来への ぼんやり とした 不安。 
幼い 頃から、 僕に とって この 世界とは 「地獄」 だった。 それは 具体的には、 崩壊した 家庭 環 
境、 苦 S の 果てに 正気を 失った 親、 自分自身の パ ー ソナリ ティの 学習 障害 児童ぶ り、 教え子 
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の 僕を 虐め、 虐め 抜いた あげくに 保身の ために 自分の 悪行を KIA 蔽 する 偽善 教師、 幼稚で 無知 
で 暴力 的で そして やはり 偽善者の 集まりで ある クラスメィト、 「恋愛 対象」 に 入らない 醜い 
僕に 「お道化 ダンス」 だけを 要求して きて、 「僕は 人間 だ」 と 主張 するとと たんに 興が 醒め 
たょうに 掌を 返す 女子たち。 僕 自身を 含めた あらゆる すべての 世界を、 僕は 嫌悪して いた。 

故に、 高校の 文芸 部で またして もやら かしてし まった 時点で、 僕は もう 生きる 気力を 喪失 
していた。 

孤独に 生きる しかない 醜い 人間が、 孤独には 生きられない 脳 = 体質を 持って 生まれて し 
まった という 時点で、 これは もう 取り返しが つかない 敗北な のだった。 

最初は 直接的な 自殺を 考えた が、 もし 失敗したら 大変 だし 成功しても 大変だった ので、 結 
局で きなかった。 かわりに 僕が 考えた のが、 緩やかな 餓死だった。 高校に 行か なくなった 時 
点で 外 (高校を 除く) には 出して もらえ なくなっ ていたから、 部屋の 中で 食を 減らして いけ 
ばい ずれ 衰弱 死す るだろう、 と 考えた の だ。 いくら 僕が 追い詰められ ていて 正気を 失って い 
たとは いえ、 一生 部屋に 籠もって 生きられ るとは 思って いなかった。 我が家に はそんな 資産 
はない の だ。 もちろん 誰 ひとりと して、 僕に 現実 世界の 素晴らし さを 教えられる 人間は いな 

かつた。 


♦V アニメは ひきこもりを も 救う 

だが、 部屋に 籠もっ ている 数ヶ月の 間に、 僕は 空想 世界の 素晴らし さを 教えられた。 テ レ 
ビ アニメに ょって、 だった。 その 世界には、 恋愛 や 性欲 だけでは なく、 愛着と いうもう 一つ 
の 根 原 的な 感情が 存在す る ことを 知らされ たの だ。 愛着は、 自己本位 的な 感情で ある 性欲 や 
恋愛とは 異なり、 利他 的な 愛情で ある。 高校へ 行か なくなった ひきこもり 期間に 僕は シヨ ー 
ペン ハウ ア ー や フロイトを 読んだり していた。 当時の 僕に とって 真に 必要だった 知識 …… 
「哲学 = 世界観」 を 学校は まったく 教えて くれないの だから、 通っても 意味がなかった の だ。 

シヨ ー ペン ハウ ア ー は 厭世 哲学者 だの 女性の 敵 だのと 呼ばれて いるが もちろんそう ではな 
い。 シヨ ー ペン ハウ ア ー はた だ、 現実 世界の 醜 さに 絶望して いたの だ。 すなわち、 ある 種の 
理想を 追い求め ていたの だ。 シヨ ー ペン ハウ ア ー は、 世界は 「意志」 と 「表象」 とに ょって 
作られて いる、 と 書いた。 「表象」 とは 人間の 「理性」 が 構成す る 共同 幻想の 世界の ことで、 
「意志」 とは 人間の 「本能」 つまりは 性欲を はじめと する 衝動の こと だ ◦フロイト 用語で 言 
え ば、 人間の 世界は 理性と 本能と に 分裂して いる。 マルクス でも ラカンで も デリダで もな く 
シヨ ー ペン ハウ ア ー や フロイトに 僕が 惹 かれた のは、 彼らが 人間の 「悪 = 本能」 を 直視し 
て ハた からに 也なら ない。 * 界は 悪に 満ちて いて、 悪とは つきつめれば 欲望 = 本能 衝動で あ 
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る。 それが 僕の ぼんやり とした 世界観だった。 それに 言葉を 与えて くれたの が、 いわゆる 二 
ヒ リズムの 哲学者た ちだった の だ。 構造主義 者は、 世界の 「構造」 を 記述す る だけで、 悪の 

力 . 「本能」 から 目を 背け、 知性に よって 世界を 説明して 安心し ようとし ている 偽善者に 

しか 見えなかった。 

ショ ー ペン ハゥ ア ー は、 人間の 持つ 愛情は ほとんど すべて エゴイズム だが、 唯一 利他 的な 
愛情が ある。 それは 「同情" 共 苦」 である、 と 書いた。 仏教で いうと ころの 「慈悲」 に 近い 
の だが、 ショ ー ペン ハゥ ア ー らしい のは、 同情は まず、 他者に 同情す る 本人が 同じ 苦® を 抱 
えて いないと 出来ない の だ、 と 説いた ところに ある。 人間は 本当に 他人の 苦悩を 理解す る こ 
とな どで きない。 だから、 自分の 苦悩と 他人の 苦悩を 同一視して 類推す る ことから しか、 「同 
情」 は 生まれない。 そして この 「同情」 だけが、 本能と 欲望に I れた 人間に 利他 的な 愛情を 
抱かせて くれる 道な の だ、 というわけだ。 

僕が ひきこもって アニメ 視聴と 哲学書 •文学 書の 濫読に 没入して いた 時期に、 そのような 
「同情」 の 思想の 正し さを 僕は 自分の 身体で 直接 体験す る ことにな った。 

僕は、 アニメの キャ ラク タ— に 「同情」 したの だった。 

それらの アニメに 関する 詳細は 割愛す るが、 当時は なぜか ヒロインの 女の子 キャラクタ 1 
が 悲惨な 目に 遭う (時には 死ぬ) アニメ 作品が 多かった。 古くは 「機動 戦士 ガンダム」 に ラ 
ラァ •スンと いう インド 人 少女が 主人公 アム ロ. レイに 間違っ て 殺されて しまう という 卜 
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ラウ マシ ー ンが あつたが (もっと 遡る と 「ザン ボット 3」 の 「人間爆弾」 事件にまで 戻らない と 
いけない が 省略す る)、 不思議な までに 当時の アニメの ヒロインには 「かわいそうな 子」 が 多 
かった。 ひきこも っていた 時に 見た アニメでは、 

◎地球人と 異星人の ハ ー フ として 生まれた ばかりに、 どちらに も 居場所が なく 戦火の 下を 逃 
げ 続ける ことし かで きない 女の子 ヵ チ ユア (「銀河 漂流 バイフ ァム」) 

◎インドで 会社を 経営して いた 父親が 破産して 死亡した ために、 学院 内で 特別待遇 生徒から 
住み込み 女中に 身を 落として 虐めら れつ づける 女の子 セ ー ラ (「小 公 女 セ ー ラ」) 

◎身体が 弱く、 サナトリウムに ひきこも って 友達の いない 暮らしを 続けて いる 少女 マリエ ル 

(「とんがり 帽子の メモ ル」) 

◎とにかく 次々 と 女の子 (男の子 も) が 戦争で ゴミ のょうに 死んで いく  (「機動 戦士  Z ガン ダ 

ム」) 

◎クロ ー ン 人間？ として 生まれ、 自分の クロ ーンと 戦って 殺されて いく 少女 エル ピー •プ 
ル (「機動 戦士 ガンダム ZZ」) 

ざっと あげた だけで、 これく らい あった。 このうち 「ガンダム ZZ」 はすで に 僕が ひきこ 
もりを やめて 大学 受験 準備に 入っ ていた 時期の アニメ だが、 いずれも 女の子 キャラクタ 1 が 
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悲惨な 目に 遭って 死んだり 壊 われたり していく という プロットが 共通して いる。 

このうち、 「小 公 女」 という 原作つ きの 「小 公 女 セ ー ラ」 だけは、 「父親の 知人が セー ラ 
を 見つけ、 莫大な 遺産を 相続させる。 セ ー ラは その 知人の おじさんに ひきとられて 学院を 去 
る」 という ハッ ピー エンドだった が、 よく 考えたら さんざん 虐めら れ てきた 学院には もうい 
られ なかった わけで、 うがった 見方を すれば 「虐めら れ たが 我慢した セ ー ラは 学院から 『泣 
き 寝入りの 円満 中退』 をして 消えて いった」 と 言えな くもない 。生徒と して 入学した のに 
「父親が 授業料を 納めない」 からと 使用人に 贬 めら れ 、屋根裏部屋に 押し込められた セ ー ラ 
が 唯一 生きる 慰めと した 行為 こそが、 空想 遊びだった。 たとえば、 お腹が すいたら 「この 
テ ー ブルの 上には たくさんの 料理が 載って いる」 つもりになる の だ。 「マッチ 売りの 少女」 
と 同じ バタ ー ンだ 。つまり、 あまりに も 現実が 悲惨で 受け入れが たいので、 想像力に よって 
「自分は 幸福で ある」 と 自分を 錯覚させる ことで 生き延びよう とする、 人間的な、 あまりに 
人間的な 危機 回避 方法だった。 それを 「負け犬の 現実 逃避」 として 笑う 人間を、 僕は 信用し 
ない。 そのような 人間には、 同情" 共 苦の 能力が 欠落して いるから である。 すなわち、 徹頭 
徹尾 エゴィスト なの だ。 

他の アニメは もっと 悲惨だった。 

たとえば、 マリエ ルは 第一 話で 心を 完全に 閉ざした ままい きなり 孤独 死す る。 

第一 話で 死ぬ ヒロィン。 
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マリエ ルと 友達に なりたが っていた こびと 型 宇宙人の メモ ルが マリエ ルを 生き返らせる。 

復活した マリエ ルは メモ ルとの 会話を 通じて 徐 々に 人間性を 回復し、 学校に 通って 友達 や 
ボ ー ィ フレンドを 作る くらいまでに 「成長」 する。 何が 「成長」 なのか 僕には 理解し がたい 
の、 卜 こが、 世間 的には こういう ふうに 社会 環境に 適応 できるようになる ことを 「成長」 と 呼ぶ。 

しかし、 しよ せん マリエ ルは マリエ ルに すぎず、 「成長」 などで きなかった。 

ボーィ フレンドを 他の 女の子に 奪われ、 友達を 失って 一人に 戻って しまった マリエ ルは、 
再び サナトリゥムに 舞い戻る。 人間の 欲望と 欲望が せめぎ 合う 学校での 暮らしは、 虚弱で 繊 
細す ぎる 彼女には 最初から 無理だった の だ。 どうや っても 学校に 適応で きない 人間は 確実に 
存在す る。 一つの タィプは、 あまりに も テストステロン 過剰で 暴力 的な 生徒。 もう 一つの 夕 
ィプは あまりに も 繊細で 多数の 人間の 「欲望」 がせめ ぎ 合う 世界に 耐えられない 生徒 ◦マリ 
エルは 後者だった。 

最終回、 マリエ ルは 第一 話と 全く 同じ 孤独な ひきこもり 状況に 戻る。 再び マリエ ルに 死が 
迫る。 

だが 結局、 マリエ ルは 命を とりとめ、 「私には メモ ル (こびとさん) がいる から 平気よ」 と 
微笑んで エンド マ ー ク 。しかし、 その シ ー ンは 作画が 酷く 崩れて いた。 だから マリエ ルの 顔 
も、 奇妙に 曲がって いた 記憶が ある。 

不吉に も ほどが ある 最終回だった。 第一 話と 最終回の 間に 挟まっ ている エ ピソ ー ドの 全て 
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は、 マリエ ルが 妄想した 「夢」 だっ たのでは ないかと いう 不安。 あるいは、 そもそも マリエ 
ルは 第一 話で 死んで しまって いて、 以後の エ ピソー ドは すべて 死んで いく マリエ ルが 一瞬 ^ 
きこんだ 「夢」 にす ぎなかった のでは ないかと いう 恐怖。 

そもそも、 すべての エ ピソ ー ドが (作 中に おいて) 「現実」 だった として、 病弱で ひきこも 
り、 社会 不 適応で 「こびとさん」 しか 友達が いない マリエ ルの 今後は どうなる のだろう。 ど 
うに もなら ない。 だいいち 「こびとさん」 とは 何な のか。 マリエ ルの 孤独が 作り だした 幻覚 
なのではないだろう か。 セ ー ラが 「ごちそうが あるつ もり」 と 言いだ して 幻覚を 見 始めた の 
と 同じに、 マリエ ルは 脳 内に 友達を 創り あげてい る だけな のではないだろう か。 

今にして 思えば、 これらの 悲劇の 裏には、 作者 自身の 孤独な 体験が 投影され ている ような 
気 もす る。 しかし、 そういう ふうに 考えて いる 僕 自身が、 自分の 体験を キャラクタ— に殳影 
して 物語を 取り こんでいる だけの ような 気 もす る。 

いずれにせよ、 高校生 活から 脱落して 家族と も 断絶 (ヵルト 宗教に ^ (| ってい る 連中だった の 
で、 もともと 断絶して いたの だが) した 僕が、 これらの キャ ラク タ— を 介して はじめて 「同 
情」 「愛着」 という 感情を 学んだ ことは 間違いがない。 いつの 間に か、 僕は 自分自身の 苦悩 
とか 境遇と か 惨め さに ついて、 すっかり 忘れて いた (高校に 行く ことを やめた ので、 それ 以上 
同じ 苦悩を 重ねてい く 愚を 避けられる ようにな ったの も 大き かった)。 それよりも、 アニメを 通 
じて、 同じような 苦しみに さいなまれ ている 不幸な 人間は 自分 だけでは なく、 11* 界に ま ® 数 
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の 不幸が ある ことを 知らされ たのだった。 

だから 僕の 怒りは、 自分を 救わなければ ならない という エゴィズムの 世界を ここでは じめ 
て 踏み越えて、 他者へ と 向けられる ようにな ったの だ。 

逆に 言えば、 他者の 不幸に 同情し、 彼女たち を 救いたい と 思って いる 間は、 自分自身の 苦 
悩を 忘れる ことができ たの だ。 

これは 明らかに 偽善で あるが、 偽善 だから どうした というの だ。 

世界には 悪と 偽善の 二種 類し かない。 悪とは 非 共感で あり、 偽善とは 同情で ある。 善な 
ど、 どこに もない。 

ならば、 僕は 進んで 偽善を 選択す るべき ではないだ ろうか。 

僕は 人間からは 悪を 学び、 アニメからは 愛を 学んだ。 

しかも、 学校を 捨てて 隠遁す る ことによ って。 

圣物 のように 育てられた 僕が はじめて 人間性ら しきものに 触れた のは、 だから、 この 不登 
校 時代の アニメ 視聴に よって、 だった の だ。 そして、 その 発見を 言語 化して くれた ものが、 
哲学書だった というわけだ。 未だに 僕と いう 存在が 小説家と 評論家と に 分裂して いるの も、 
これらの 二つを 同時 期に 摂取した ためだろう。 

資本主義 社会が 「欲望の 体系」 である ことに 気づいた の もこの 頃 だが、 もちろん マルクス 
主義 や 共産主義には 傾倒し なかっ た。 中途半端な マルクス 的 唯物論な どと いう ものを 僕は 
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絶対に 信用で きなかった からで ある。 それは 科学的 唯物論で はなく、 社会学 的. 経済学 的 唯 
物 論に 過ぎなかった。 しかし 僕に 言わせれば、 社会科学は 学問では あっても 科学では ない。 
科学とは g 然 科学の ことで ある。 真の 唯物論は、 唯心論と 円環 的に 繫 がって いるべき なので 
あって、 すなわち 唯 脳 論で あるべき なの だ。 僕に とっての マルクス 唯物論は、 へー ゲル 観念 
論の 裏返しで しかなかった。 いずれも 信じられなかった。 僕は 知っていた。 人間が 理性的 
な 「だけ」 の 存在で あるは ずがな く、 人間は 欲望と 本能と 身体に ょって 突き動かされ ている 
「悪」 そのもの だとい うこと を。 

相手と 自分の 苦悩を 重ねて 同一視す る 「同情」 と、 相手と 一緒にい る ことで 癒しの 感覚を 
得られる 「愛着」 とは まった く 同じ ものでは ない が、 「同情」 から 「愛着」 が はじまる ので 
はない かと 思う。 つまり、 自分と 同質の 苦悩を 持つ ている 相手を 見つける ことから 同 青が 
はじまり、 その 相手を 幸福に する ことで 自分 も 救われる と 錯覚す る ことが 愛着の 第一 段階な 
のでは ないかと 思う の だ (錯覚と いっても、 僕は 愛着を 否定して いる わけでは ない)。 してみ る 
と、 セッ クスを 目的と した 恋愛は 最初から 行えず、 さりと て 他者に 対して 同情 も 共感 もで き 
ない 僕が、 人間の 世界で 恋愛関係 などを 構築で きる はず もない の だ。 少なくとも 一六 歳まで 
の 僕には、 それは 不可能な 行為だった。 偉業と しか 言えなかった。 それでも ひきこもり 期に 
僕は、 同情を 知つ た。 アニメを 通じて。 

だから 僕は、 人間の 世界で 生きられる のでは ないか、 と 勘違いした。 
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しかし、 現実は 何も 変わらな かった。 

♦V 忌避で きない 現実 

部屋から 出て 「世界」 に 復帰した 僕を 待っ ていた ものは、 度し難く 欲望を 剝き 出しにした 
人間たち だった。 一〇代 後半の 数年間で、 僕は 自分が 決して 人間の 女性とは 恋愛 もで きず 同 
情 もで きず 共感 もで きず 愛着 も 感じられず、 ただ 得る ことができる ものは 性欲 だけな の だと 
いう 現実を 知った。 

現実は、 アニメではなかった の だ。 

僕は 「同情」 や 「愛着」 という 人間ら しい 感情を、 アニメ や 小説、 漫画を 通して 学習し 
た。 決して、 生身の 人間を 相手に して 学んだ わけでは ない。 そのような 感情を 僕は 現実から 
与えられる ことがなかった。 本来で あれば 犯罪者に なりそう なパー ソナリ ティを 形成して い 
たの だ。 そんな 僕に 人間性め いた ものを 教えて くれたのは 仮想の 物語で あり 架空の キヤ ラク 
タ ー だっ たの だ。 

ところが ここに 陥 葬が あった。 

現実の 人間は、 アニメの キヤ ラク タ —ではなかった。 

アニメの キヤ ラク タ— は、 よほどの 悪役を 除いて、 性善説に よって 造型され ている。 しか 
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し 現実は そうでは ない。 現実の 人間は、 性悪説に よって 造型され ている。 僕に よる 投影は、 
相手の 人間に ではなく、 相手の 人間を 通して 彼方に 幻視され ている 善の イデア、 同情すべき 
価値 ある 存在の イデアに 向けられる。 しかし 相手 そのものは、 そのような イデアとは ほ とん 
ど 何の 共通点 もない。 故に 関係は 容易に 成立し ない。 

つまり 現実には、 不 登校に なって ひきこも っていた 僕に 「同情」 を 寄せて 僕の 復学を 支え 
ようとして くれる ような 善良な クラスメイト などい るは ずがな く、 一見 そのような 善人め い 
た 態度を 取って 不 登校 時代の 僕に 接近して きた クラスメイトの ことごとくが 内心 僕と 無関係 
な エゴイズムを 抱いて いた。 すなわち、 在学 中の 僕と 口 も 聞いた ことがない のに 教室で 僕を 
復学させる と 英雄 気取りで 見えを 切っ て 教師 や クラスメイト たちの 人気を 取ろうと した 男子 
生徒と か、 その 男子 生徒が 僕の 復学に 失敗した ので 彼の 気を 引く ために 僕に 粉を かけて きた 
片思い 中の 女子 生徒と か、 そのような 人々 だった。 

それらの 経緯を 僕が 知った のは、 僕が その クラスメイトの 女子 生徒から 届いた 「手紙」 に 
釣り出されて 学校に 戻った 直後だった。 

僕は てっきり 自分が 「同情」 されて いて、 ここから 「恋愛」 関係が はじまる のでは ないか 
という 「妄想」 に 取り 憑かれて いた。 しかし それは 漫画の 話 だ。 僕は 僕に まったく 興味の な 
い 一人の 女子 生徒の 恋愛 沙汰の ダシ にて いよく 使われた だけな ので あり、 復学した とたんに 
用済みに なった。 僕が 登校す るな り、 その 女子 生徒の 友人たち が 僕を K り 囲み、 僕を 彼女に 
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つきまとう スト ー カ ー 扱いして 教室から 追い返し たのだった。 部屋に ひきこも っていた 僕に 
つきまとって いたのは 彼女の ほう だ。 

あまりに も おぞましい 現実に 呆然と していたら、 今度は すかさず 実の 母親に 洗脳され て 力 
ルト 宗教に 入れられそう になった。 

僕は 実の 母親を 心の中で 「捨てる」 ことにょ って、 なんとか この 重大な 危機を 逃れた。 す 
でに 精神分析 や 哲学の 本を 読み あさっていた 僕が、 そう 簡単に カルトに 洗脳され るは ず もな 
かった の だ。 

僕の 母親は カルトに 洗脳され ており、 息子に 対して 通常の 家族 愛な どを 感じる 能力を 喪失 
して おり、 僕の 家には 家族 愛な どは かけら もな く、 渦巻いて いるものは カルトの 狂気と 家 
族 同士の 憎悪 ばかりで あり、 そして 僕の 家には 知らない ヤクザ あがりの 親父が 入り こんでい 
た。 もちろん、 この 男 も 母親と 同じ カルトに 洗脳され ていた。 

一六 歳で 不 登校に なり、 決定的な 精神的 危機を 迎えた 時に、 生まれて 初めて 母親に 愛され 
たと 勘違いした。 しかし 愛された のでは なく、 洗脳され ただけ だっ たの だ。 母は、 自分が 救 
われる ために 家族 愛を 放棄して いたのだった。 いや、 そもそも そんな ものは あの 家には はじ 
めから 存在し なかっ た。 

一六 年間 僕が 育った 家には 家族 愛な どなかった。  し 

僕を 犬 扱いす る 祖父、 妹を 虐待す る 祖母、 母と 僕を 虐待す る 父、 酒と 男と 煙草と 奢侈に 溺 
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れる 母、 それらが 相 争い、 憎み合い、 やがて 疲れ果て たように 順番に 一人 欠け、 二人 欠けて 
いった。 幼い 頃の 僕と 妹の 唯一の 幸せは、 親戚の 家に 逃げる こと だけだった。 

学校な ど、 もっと 最悪だった。 僕は 学校の 教師と クラスメィトに 虐めら れ 蔑まれる ために 
毎日 学校に 通って いる も 同然だった。 

アニメ や 漫画 以外の 手段で、 僕が どうやって 「愛着」 などと いう 困難な 感情を 学習す る こ 
とがで きただろう か。 

ついに 「同情」 する に 値する 人間の 女性を、 一〇 代の 僕は 見つける ことができな かった。 
いや、 あるいは、 僕の ほうが 彼女たち にと って 「同情」 に 値する 男性では なかっ たの だろ 
う。 それ どころ か 「同情され る 相手」 に 値する 人間で すらな かった。 もちろん、 僕が 「発 
情」 に 値する 男性で ない (つまり 容姿が 醜い) ことは 確実で ある。 その 点に 関しては、 さす 
がに とっくに 諦めて いた。 そもそも 「発情」 から はじまる 恋愛な ど、 僕に とって はもう 恋愛 
と 呼べる ものでは なくなっ ていた。 セックス や 快楽では 人は 救われな いという 現実は、 自分 
の 母親の 姿を 通じてよ く 学んで いた。 しかし、 愛着に 至る 恋愛を 現実に 見出す ことは 不可能 
に 思えた。 現実に おける 恋愛の ほとんどは 、セックスの ために はじめる か、 あるいは セッ ク 
スの 果てに 愛着に 至る か、 しかな さそう に 思えた。 

大学 時代は 田舎から 逃げ だして 東京に 出て いた こと も あって、 それまでの ような 粘着 質な 
家族に 監視され 続けて いた 状態とは 異なり、 僕は かなり 自由だった。 容姿 以外の 最大の 問 
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題は 「金がない」 という ことで、 それ故に バブル 全盛期の 東京に おいて 僕は バブリ ー な 学生 
生活と いう ものを 送れなかった。 もちろん、 すべての 大学生が バブルに 浮かれて いたわけ で 
はない。 僕と 同じように、 その 中に 入れない 者 も 大勢いた し、 その 中で 友情な り 恋愛な りと 
いった 関係が、 それなりに 構築され ていった。 

大学 時代の はじめの 数年間と その 直前の 大学 受験 準備 時代、 僕は なんとかして 人間と 恋愛 
できない もの かと いろいろと 努力し 失敗し 挫折した。 浅ましい 努力だった。 時には、 アニメ 
を 観る のを やめて オタク (僕が 大学に 入った 頃には、 すでに オタクと いう 言葉が 定着して いた) 
を やめよう とした こと も あつた。 もちろん やめられる わけがない の だが。 

二〇歳 そこそこで 作家と して デビ ユ ー し、 社会的に 成功した 滝 本 竜彦は 閉鎖され た エゴ ィ 
ズムの 世界から 「同情」 の 世界へ と 移る ことができた。 

だが そのような 才能の ない 僕は、 一〇 代、 二〇 代を、 「何者で もない」 ただの 社会 不適 応 
者と して 生きる 他はなかった。 もちろん 容姿に ついては 言うまでもなく、 金 もな く、 まとも 
な 職業 にもつけ ず、 したがって 異性の 性欲を 喚起させる こと も 異性の 同情心を 喚起させる 
こと もなかった。 そして、 異性に 同情を 示しても、 偽善者と 罵られた。 結局、 僕は 心の底 か 
ら 人間に 同情す る ことができなかった のだろう。 それは 常に、 同情の 先に 恋愛が あり 愛着が 
あると いう 欲望から 僕が 解放され なかった からであって、 真に 利他 的で 利己心が まったく 混 
じって いない 同隋 など 少なくとも 僕には 不可能 だっ たという ことで ある。 
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僕の 同情の 先には 常に、 自分自身が 「愛着 感情」 によって 救われた いという エゴィズムが 
あるの だから。 

その 証拠に、 僕は 上京す る 際に 自分の 妹を 地獄の ような 家に 置き去り にして 逃げ だした の 
である。 

目の前で 苦しむ 自分の 家族を 見捨てた 人間に、 同情 も 共 苦 も へった くれ もないだろう。 

逃げなければ もう 生きられない というせ っば 詰まった 状況だった としても、 妹を 捨てた と 
いう 己の 酷薄 さに 対する 罪悪感は その後の 僕の 人生を 暗鬱な ものにす るに 十分す ぎた。 一〇 
代 後半の 僕は、 相変わらず 己の 脳 内 ホルモンに、 欲望に 支配され 続けて いたのだった。 

兄と 妹は、 それぞれ 異なる 家族に よって 虐待され あって 育てられ ていた。 二人の 子供を 身 
代わりにした 代理戦争が 我が家では 繰り広げられ ていたの だ。 だから 兄と 妹は、 お 互いの 不 
幸を 同情し あいなが らも、 結局は お 互いの 存在を 憎み 合う しかな かった。 もし 二〇歳 前後で 
僕が 作家に でも なれて いれば、 経済的に 自立で きていれば、 状況は 変わって いたか もしれ な 
い。 しかし、 僕には そんな 才能 もな く、 そんな 努力 もしな かった。 人間の 彼女と 恋愛したい 
という 欲望に 取り 憑かれて、 数年間を 迷走した。 家に 残って いたわず かば かりの 遺産 (母の 
生命保険 金) は、 僕の 東京での 学費に 消えて しまった。 にも 拘わらず、 僕は とうとう 在学 中 
に 何の 結果 も 出せなかった。 取り返しの つかない 時間と 金の 浪費で あり、 自分自身と 妹に 対 
する 裏切りだった。 
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妹とは 阪神大震災で 実家が 崩壊して 以来、 一度 も 会っ ていないと 思う。 すでに 妹は 結婚し 
て 子供 もい るら しい。 妹は オタク、 つまり 兄を 「気持ち 悪い」 と 毛嫌いし ている 普通人 だっ 
たので、 普通に 結婚 ル ー トに 乗る ことができた のだった。 結婚した 後、 妹は 一時 保険会社の 
勧誘員に なり、 僕 も 封書 経由で 生命保険に 入れられた。 親戚の 多くが そういう 感じで 保険に 
加入され たらしい。 現実とは そういう もの だが、 僕には 何も 言う 資格がない。 だいいち、 力 
ルトに 洗脳され るよりは 保険に 入る ほうが まだ マシと いう もの だ。 

♦ V 醜い 僕は 恋愛の 対象外だった 

僕が 大学には いってす ぐ、 宮崎 事件が 起きた。 

この 事件に よって 「オタク" 小児 性愛 者、 変質者」 という 拭いが たい マイナス イメ ー ジが 
植え付けられた。 主に、 バブル 全盛時代の マスメディアに よってであった。 そもそも オタ 
ク という 呼び名 自体が 蔑称だった。 オタク 人種の 一部が、 「週刊 SPA!」 などの サブ ヵル 
チヤ ー 雑誌 メディアで オタクを 「気持ちの 悪い 人種」 として 戯画 化し、 バヵに しはじめ たの 
がきっ かけだった と 思う。 大学の 漫 研に 通って いた アニメ 好きの 僕 も、 当然 周囲から そうい 
う 目で 見られる ようにな った。 これに 対して 「オタクは 日本の 文化を 支える の だ」 と 言い 
K ったの が 元 ガイ ナッ クス (アニメ 制作 会社) 社長 •岡 田 斗 司 夫 氏だった と 記憶して いる。 
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だから 僕は 未だに 「週刊 SPA!」 が 大嫌い だし、 岡 田 氏には 絶対に 頭が 上がらな いので あ 
る。 当時の 岡 田 氏の 発言 や 活動を 「商売 目的」 とか 「偽善」 と 斬って 捨てたがる 「オタク」 
も 大勢いた が、 悪と 偽善なら 偽善の ほうを 迷わず 選択す るべき であると いうの が 僕の 生涯 変 
わらない モット ー である。 人の 動機を 俗流 精神分析で 勝手に 分析して 「偽善」 や 「ル サン チ 
マン」 という レッテルを 貼って、 他人の 行為を 全 否定す る。 このような 詭弁め いた 思考 方法 
は、 やはり バブル 時代に スタ 1 卜 した 「朝まで 生 テレビ」 という テレビ朝日の 政治 討論 番組 
で 多用され はじめた のではないだろう か。 

悪と 偽善なら、 偽善の ほうが 正しい。 なぜなら 純粋な 善な どは 存在せ ず、 故に 善を 追求す 
るには 偽善を なす 以外に 方法がない の だ。 

しかし 世の 多くの 人間は、 偽善を 為す 努力 すら 放棄して、 善を 否定す る。 これは 消極的な 
悪ではないだろう か。 現代の ニヒリズムは、 古代 ギリシャが そうであった のと 同様に、 知識 
人 階級の ソ フィ スト 化に よって 促進され ている の だ。 

思えば アニメ や 漫画に 「同情」 「愛着」 を 教えられた 僕の 生き方 もまた、 世間に とっては 
偽善 そのものな のだろう。 故に 僕は 中学では 虐めを 告発して 偽善者 扱いされ、 僕が 虐めら れ 
る 側に 立たされて しまった の だ。 

大学では、 セッ クスと ドラ ッグに 溺れて 悲惨な 状態に なって いた クラスメィトに 漫画の 主 
人 公みたい な 青臭い 説教を して、 鼻で 笑われて いた。 
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彼女は クラブ か 何 かに 塡 っていて (詳しい ことは オタクの 僕には 判らない)、 気が 向いたら 
大学の 誰と でも セックス する 女だった。 やがて 周囲の 男たち が 「すぐに やらせて くれる 女が 
いるら しい」 と 気づいて 騒ぎは じめ、 彼女は 一種の 公衆便所の ような 状態に なりつつ あっ 
た。 僕の 男 友達 連中 も、 「これで 童貞を 捨てられる かも」 「タ ダで やらせて くれる なんて、 大 
助かり だ」 と 虫の ように 彼女に 集まり はじめていた。 

アニメの 見過ぎ だった 僕は、 よせば いいのに、 彼女に 「もっと 自分を 大事に しろ」 とか 何 
とか、 実に 恥ずかしい 説教を してし まった のだった。 

もちろん、 偽善者と 軽蔑され て 終わ りだった。 

全く その 通りで、 僕 も 「もしかしたら 童貞を 捨てられる かもしれ ない」 と 思っ ていた わ 
けで ある。 しかし 僕の 友達 (二枚目) とは セックスす るく せに、 醜い 僕は 彼女の 対象外 だっ 
た。 誰と でも 寝る わけでは なく、 相手の 顔を 見て 選んで いたわけ である。 僕は 悔し紛れに ル 
サン チマン 塗れの 正論を 吐いた だけで あり、 まさに 偽善者 そのものだった。 

しかし それでも、 悪と 偽善なら、 偽善の ほうを 選択す るべき だ。 僕は 常にそう 信じて いた 
が、 しよ せん 偽善は 偽善で しかな く、 彼女に 僕が ほんとうに 「同情」 する ことな ど 不可能 だ 
とも 思い知らされた。 

今の 僕なら、 ああい う 女に そもそも 接近し ないし 興味 もない ので、 偽善 も 悪 も いずれも 選 
択 しないだ ろうが。 
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とにかく 高校を 中退して 以来、 周囲の 誰も 彼 もが セックスに 取り 憑かれて 自分の 人生を 見 
失って いる 姿 ばかり 見て 辟易した。 もちろん 僕 も その 自分を 見失っ ていた 人間の 一人だった 
が、 幸いな のか 不幸な のか 僕は セックスには いつまでも ありつけなかった。 さっきの 話で も 
判る ように、 どうやっても 僕は まず 恋愛が あって、 その 結果の 一つと して セックスが やって 
くると いう 考え方から 脱せな かった。 風俗で も あるまい し、 仮にも 自分の 知人に 対して 「と 
にかく セックス させろ」 とは 言えな かった し、 考え もしな かった。 もちろん その 逆の 経験 も 
なかった。 僕は、 女が セッ クスした くなる 男ではなかった ので ある。 つまり 醜かった。 大学 
に 進んでも 僕に 許されて いる 立場は 「お道化 ダンス」 を 踊る 役 だけだった。 当時 洋楽に 塡っ 
ていたので バン ドサ ー クルに 所属したり もした が、 次々 と クラスメイトの 女に 手を 付けて 妊 
娠 させて は 堕胎させる 人間の 層と しか 言いよう のない 男が サ ー クルを 仕切って いたので 嫌気 
がさして やめて しまつた。 もちろん この サ ー クルで も 僕は 「オタク」 と 呼ばれて 虐めら れる 
役回りだった。 バブル 時代の 早稲 田 大学には、 大学生 なんだか 強姦 魔なん だか 区別で きない 
胡散臭い 連中が うようよ していた。 レイプ サ ー クルと 呼ばれて いる サー クル も いくつか あっ 
た。 大学な どに 進学して しまった ことじたい、 時間の 浪費だった。 今から 思えば、 大学に 通 
う 閑が あるの なら 僕は 小説を 書き続ける べきだった。 

人間を 相手に した 最後の 片思いは 二〇 歳の 頃だった。 彼女は 関 根 勤に そっくりな クラ スメ 
イトで、 相変わらず 周囲からは 「ゲテ モノ 趣味 一 と 呼ばれた が、 そもそも 業 自身は もっと 
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ゲテ モノな ので それは 気にして いなかった。 いったい なにが 良かった のかと いうと、 彼女は 
非常に 頭が 良かった のだった。 しかし 彼女を 性的 対象と 見て 興奮す る ことができ るかと いう 
と、 かなり 難しかった。 僕の 中での 恋愛 感情と 性欲の 分離は、 二〇 歳に なっても 治って いな 
かった の だ。 しかし その 彼女には 告白す る こと もで きなかった。 彼女の 友人と 称する 別の 女 
子 学生から、 つまり 人づ てに 拒絶され たのだった。 門前払いと はこの こと だが、 考えて みれ 
ば 高校 時代の 文芸 部の 先輩 も 似た ような 態度だった。 「人は 誰に だって 好意を 打ち明けられ 
ると 嬉しい」 とはいう が、 それは 大嘘で ある。 想像した だけで 身震いが して 気持ちが 悪くな 
るよう な 相手 だって 存在す る。 そして 僕は その 種の 人間だった。 

本人から 聞いた ところに よると、 彼女には 「かっこい い 婚約者」 がいる という こと だっ 
た。 僕は それは もしかしたら 妄想なん じ ゃない かと 疑っ たが、 疑っ ても設 無い ことなので 諦 
める ことにした。 生まれて 初めて 僕と 会話の レベルが 釣り合う 女性を 見つけた のでは ないか 
と 僕は 一人で 勝手に 感動して いたの だが、 もちろん ィデアを 幻視して いる だけだった。 彼女 
自身は、 結局は 「かっこい い/悪い」 で 男を 判断して いる、 ごく 普通の 女に すぎなかった。 
ならば 僕と 関わり 合いに なりたくな いのも 当たり前 なので あって、 少しで も 彼女の パ ーソナ 
ル •エリアに 踏み こんだ 発言を すると 「あなたには 関係ない」 と 激怒され た。 僕に 許される 
行為は、 女性の 自我に 抵触し ない 距離から 「お道化 ダンス」 を 踊る こと だけだった。、 っっか 
り 恋愛 対象になろうと すると、 常に 激怒され 閉め出された。 大学 時代に 僕は 最後の お道化 ダ 
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ンスを 踊り、 お道化の 仮面を はぎとろう とする や 否やい つもと 同じ パ タ 1 ンで ロックアウト 
されて、 以来 人間の 女性と 恋愛す る ことを 諦めた。 あの ラビット 関 根 そっくりの 彼女の 口 か 
ら 「かっこい い 婚約者」 という 言葉が 出て きた 瞬間に、 僕は 冷めて しまった。 知性と 性欲と 
は 一致し ない。 人間は 意志と 表象の 世界に 生きて いて、 性欲とは つまりは 本能が 容姿に 欲情 
する ことなので あった。 

だから 僕 も それ 以後は 人間の 女性を 「性的に 興奮す る/しない」 という 価値判断で しか 見 
られ なくなっ た。 世間 的な 価値基準では あまり 美しくない 外見を 持つ 女性の 内面に 強引に 美 
を 求めるな どと いう 愚かしい 迷妄からは 目が 醒めた が、 同時に 「脳 外 恋愛」 もで き なくなっ 
た。 もちろん それは 僕が 勝手にそう なった だけであって、 誰と も セッ クスで きなかった のは 
同じで ある。 そもそも 恋愛で きないの だから セックス など 有り得な かった。 

僕は 常に 女性に 激怒され るの だが、 それは いつも 同じ パ タ 1 ンだ った。 

僕に とって 恋愛とは まず 精神的な ものな ので、 相手の パ ー ソ ナル •エリアに 入り こもうと 
する (らしい)。 しかし それは 彼女たち にと っては 「大きなお世話」 であり 「不法侵入」 な 
のだった。 僕の 容姿が 美しければ また 別だった のだろう が、 バブル 時代の 東京に おいては 恋 
愛とは セッ クスの ことにな ってし まつて いた。 「カン チ、 セッ クスし ょう」 と 言いだ したの 
は トレン ディ •ドラマ 『東京 ラブ スト ー リ ー』 の ヒロィンだった か。 恋愛 セックス 資本主義 
バブル 時代には、 愛とは セッ クスの ことにな っていた の だ。 彼女たち にと って、 身 本 だナが 
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確かな 現実だった。 それは 一種の ニヒリズム なので あるが、 逆に 考えれば 彼女たち 自身の 
「自我」 が 神聖 不可侵で 絶対的な 「核」 として 祭り上げられる ようにな ったこと を 示して い 
た。 つまり 「自我」 には 絶対に 誰も 踏み こませず、 身体 = セックス だけで 恋愛関係を 築く と 
いう フェミニズム 時代の 新しい 異性関係が 生まれて いたのだった。 しかし そのような 形での 
女性の 「自立」 は、 ニヒリズムを 蔓延 させ 女性 自身を 恋愛 セックス 資本主義の 商品 かつ 奴隸 
に贬 める だけだった。 女性 = 性欲の はけ 口と 考えて いる 動物 的な 男性 だけが 得を する 世界が 
現出した。 少しで も プラトニックな 愛情を 示される と、 女性は 自我を 防衛す るた めに 敵を 迎 
撃し なければ なら なくなっ た。 

もちろん、 僕の 顔が 織 田裕二 だったら 迎撃され ずに 済んだ のか もしれ ない が。 

人間は みな、 自分が 考えて いるよりも はるかに 動物 だ。 

♦V 現実 だと 信じた 物語が 現実と なる 

この 九〇 年代 初頭の 恋愛 バブル 時代に、 いわゆる ギャ ルゲ ー ( 美少女 ゲーム とかそう いう 
ジャンルの ゲ ー ム) が 登場した。 もともとは エルフと い、 っ パソコン ゲ ー ムメ ー カ ー が 「ナン 
バゲ ー ム」 を 作り はじめた のがき っかけ だった。 ナンパ ゲ ー ム という ジャンルを 説明す る 
と、 まあ、 名前の 通りの ゲ ー ムで ある。 仮想の 美少女 キャ ラク タ 1 を プレィヤ ー が ナンパ 
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(口説く) して セッ クスしたら ゲ ー ムに 勝利した ことになる、 という 恋愛 バブル 文化の カリ 
カ チ ユアの ような ゲ ー ムだ った。 

しかし 言うまでもなく、 僕を 含めて、 そのような ゲ ー ムを 必要と していた 層は そもそも 
ナンパな どは 毛嫌いし ており (僕の ような ブサ ィクな 男に ナンパされ なければ ならない 女性の ほ 
うが 僕を 毛嫌いす るの が 先 かもしれ ない が)、 僕たちは ナンパ や 行きずりの セッ クスでは なく 
「恋愛」 を 求めて いたのだった。 なので、 エルフが 元々 は ナンパ ゲ ー ムの 延長と して 制 乍し 
たつ もりだった 『同級生』 という ゲ ー ム は、 メ ー カー の 思惑と 関係ない ところで ユ ー ザー に 
支持され た。 つまり、 この ゲー ムのユ ー ザ ー は、 ゲ ー ム内に 登場す る アニメ 絵の 仮想 キヤ ラ 
クタ 1 に 本気で 恋をした のだった。 だから 一八 禁 アダルト ゲーム なのに、 「この ゲーム の キヤ 
ラク タ丨に 猥褻な ことを させるな！」 「もっ と 彼女たち を 大事に 扱え！」 とユ ー ザ ー がメ ー 
カー にク レー ムを 付ける という 事態が 起こっ たの だ。 これが 「恋愛 ゲ ー ム」 、いわゆる ギヤ 
ルゲ ー 誕生の 瞬間だった。 恋愛 ゲ ー ムを 作った のは メ ー カ ー ではなく ユ ー ザー だった の だ。 

大学で 恋愛 セックス 資本主義 バブルに 打ちのめされて 幻滅して いた 僕 も、 当然 『同級生』 
を 購入し、 そして …… 現実の 女子大生への 興味を 喪失した。 『同級生』 に 描かれて いる 仮想 
学園には、 現実の 学校では 絶対に 起こらない 「恋愛」 が 確かに 存在した。 この ゲ ー ムの シナ 

リオの パ タ 1 ン は、 
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◎まず 女の子 キャ ラク タ 1 と プレィヤ ー が 知り合う。  ^ 
◎仲良くなる うちに 彼女が 恼 みを 抱えて いる ことを 知る。 

◎その 悩みを 解決して あげる と、 恋愛関係に 入る。 これを ゲ ー ム用 語で 「フラグが 立つ」 あ 
るいは 「フラグを 立てる」 と 呼ぶ。 

◎恋愛が 進む と セックスに 至り、 エンデ ィングを 迎える。 

これを 各 キャ ラク タ 1 ごとに 繰り返す の だが、 メ ー カ ー としては 最後の 「セッ クス」 こそ 
がゲ ー ムの 目的で あり、 キャラクタ 1 の 悩みを 解決す る だの 相談す る だのと いった 中間 ル ー 
卜 における 物語は 単に 女性 キャ ラを 「口説く」 ための 「手段」 にす ぎな かった。 しかし ユー 
ザ ー は、 女性 キャ ラの 悩みを 解決す る 作業 そのものに 没入した。 僕 もそう だった。 なぜな 
ら 、現実の 世界では 僕は 好きな 女性の 悩みを 聞いたり 相談に 乗ったり 力に なったり する こと 
を 一度 も 「許されなかった」。 今にして 思えば、 女性が そのような 行為 …… 自分の 自我の テ 
リ トリ ー に 男性を 踏み こませる ためには、 一定 以上の 好意、 恋愛 感情の 萌芽がなければ な 
ら ない。 そして 僕は その 種の 好意を 抱かれる 人間では ない。 故に 人間の 女性に 対して、 僕 
は 「同情」 を 抱く ことを 認められない。 「お前には 関係ない」 の 一言で、 彼女の 世界に 踏み 
こむ ことを 拒絶され るの だ。 『同級生』 で 僕の ような ユーザ ー が 目覚めた ことは、 恋愛の 根 
幹には tt 欲 だけでなく 「同情」 への 希求が 存在し、 同情を 経た 恋愛は 単なる 性欲の 消費に 終 
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わるので はなく 「愛着」 に 行き着く ことができる、 という 事実だった。 結局、 好きな 相手を 
癒す という 行為 そのもの によって、 自分自身を 癒して いる わけで ある。 それは 偽善では ある 
が、 僕は 悪よりは 偽善を 選ぶ。 しかし 『同級生』 のよう な 形の 恋愛を 僕は 現実に 行える だろ 
うか。 二〇 年生き てきて やっと 出した 結論は 「否」 だった。 僕が いくら 望もう が、 現実では 
「人間」 が 相手で ある。 人間は 相手の 容姿に よって 態度を 変える。 僕は そういう タイプでは 
なかっ たし、 女性に もそう ではない タイプ もい るは ず だが、 不細工な 僕が 恋をした ブサ イク 
な 女性たち は 誰 一人と してそう いう タイプではなかった。 自分の 容姿を 棚に 上げて 男の 顔 ば 
かり 見て いる 連中だった。 僕は 幻滅して いた。 ニニ 歳を 過ぎた 頃には 大多数の 男と 同じに、 
僕 も 女の 身体し か 見ない 男に なって いた。 しかし、 それで 構わな かった の だ。 すでに 僕は 
「恋愛 ゲ ー ム」 に 出会っ ていたの だから。 

ゲ ー ムの 登場に よって、 恋愛 欲求 も 愛着への 欲求 も、 バ ー チヤ ルな 世界で いくらでも 昇華 
する ことが 可能に なった の だ。 

現実には 僕の 知性に 相応しい 女性と 出会えず、 そして 僕は 女性の 性欲に 相応しい 容貌を 
持って いなかった。 もちろん、 バ ー チヤ ルの 世界は そうではなかった。 僕は ただ、 「同情と 
共 苦の 恋愛」 を 求めて いただけ だっ たの だ。 セッ クスから はじまり 痴話 ゲン カに 終わる フラ 
ンス 的な 恋愛な ど、 一度 も 求めて はいな かった。 そして 九〇 年代 中盤には 前者を 求める 人間 
はいっ せいに バ ー チヤ ルへ 向かい、 現実は 後者を 求める 人間の 群れに 覆われた。 
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僕は 「現実ょりも 真実を」 という モット ー を 得た。 プラトンは 現実 世界を イデア 界の 影に 
すぎない と 斬って 捨てた が、 そのょうな 厭世 思想に 人類が 二 〇〇〇 年 以上 も 拘泥して きた 理 
由が やっと 理解で きた 気がした。 実際、 プラトンは 八〇余 年の 生涯を ついに 童貞で 終えた と 
伝えられ ている。 恋愛 ゲ ー ムは だから 恋愛 セックス 資本主義 •恋愛至上主義 という 現代 日本 
の システムを 補完 するべく して 登場した 新しい 「物語」 の 場な のであった。 当初は 一八 禁ア 
ダルト ゲ ー ムの ジャンルで しかなかった 恋愛 ゲ ー ムは だから コン シユー マ ー 市場に 拡大し、 
『ときめき メモリアル』 を 生み出す ことと なつた。 

大学 卒業後の 僕は もう 人間の 女性に 恋愛す る ことはなかった。 ただの 性欲の 対象と してし 
か 見る ことができなかった の だ。 何度も 書く が 僕は 女性の 性欲の 対象にならな いので、 つ 
まりは 「無関係」 という 関係 性で 長期 安定す る ことにな った。 アルバイト 先で 一度 だけ 何 か 
の 間違いで 女性の 恋愛 対象になり かけた ことは あったが、 僕が 角 川の 小説 誌 「The ス ニー 
ヵ ー」 に 投稿す るた めに 書いて いた ライト ノベルの ヒロインを 「こんな 女、 いる わけが な 
い」 と 笑われた ので 絶縁した。 その 時の 僕は 震災で 実家を 失って 定職 もな く、 田舎に 帰って 
公務員になる という 計画が 完全に 壊れて 東京で 立ち往生し ていた。 極限状態に 追い詰められ 
た 僕の 取った 行動は、 「やっぱり 小説家に なりたい」 という ものだった。 会社に 就職した 時 
に 一度は 諦めた 夢だった が、 「もう 君は 人生に 絶望して 死ぬ か、 敢えてもう 一度 夢を 持って 
無理を して 生きる か、 道は 二つに 一つし かない」 という 現実を 突きつ けられた 時に、 僕は 後 
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者を 取った。 それは、 かつて 僕を 癒して くれた、 僕に 人間性と いう ものを 与えて くれた 同 
情と 共 苦の 物語を 自分で 書く という 道だった。 その物 語の 中で キャラクタ 1 を 救えば、 僕 も 
救われる 気がした。 僕が やった ことは 単なる 現実 逃避では あった が、 現実 逃避の 何が 悪い。 
すでに 僕に とって、 現実の 女よりも 仮想の キャラクタ 1 の ほうがは るかに 価値 ある 存在 だっ 
た。 僕は ついに 人間に 「同情」 できなかった が、 仮想 キャラクタ ー には 「同情」 し 「恋愛」 
する ようになっ ていた。 それを 笑うよう な 人間には、 いかなる 好意 も 持てな かった。 たと 
え、 我慢して 笑っ ていれば もしかしたら セッ クスに 在り付ける かも 知れない としても、 耐え 
られ なかった 。セックス などは 吉 原に でも 行けば 誰でも 数万 円で できる 程度の 行為に すぎな 
いわけで、 僕が 求めて いるものは 同情で あり 恋愛で あり 愛着であった。 僕は、 現実に いる わ 
けがない 「同情の 恋愛」 に 値する キャ ラ クタ ー を 創造す る ことで 自分を 救おうと していた の 
だった。 

僕が 生きて きた 現実には、 僕が 真剣に 愛する に 値する 女性は 一人 もい なかった の だ。 

そして 僕は もう 人間の 女性の 前で 「お道化 ダンス」 を 踊る つもりは まったくなかった。 

だから 二〇 代の 僕は 「新世紀 エヴァン ゲリ オン」 の 庵野 監督が 作品と ファンと キャ ラク 
夕— をい きなり 放り出して いわゆる 「現実へ 帰れ」 式の オタク 批判を はじめた ことにず っと 
激怒した のだった。 僕は しかたなく、 自分で エヴァン ゲリ オンの 同人 小説を 書いて 物語と 
キャ ラ クタ ー を 補完し なければ なら なくなっ た。 現実へ 帰れと 言われても、 僕の 現実は、 暁 
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け 野原と なった 故郷、 実家が 倒壊して 離散した 名 ばかりの 家族、 失業、 貧困、 真っ暗な 未来 
だった。 どこに 帰る 場所が あると いうの か。 彼は、 そのような 人間が 「物語」 なしには 生き 
られ ない という 現実を 見て いなかった のか、 マスメディアに ちやほや されて 見え なくなっ て 
いたの か、 あるいは 「エヴァ」 に 生きる 支えを 求めよう とする 人々 の 重圧に 耐え きれな く 
なって 投げ だした のか、 本当は 実写 監督を やりたかった のにし ぶしぶ アニメ 監督を やって い 
ただけ だった のか。 いずれにしても 作家と して もっとも 重要な 時期で ある 二〇 代を、 僕は 他 
人の 作品の 脳 内 補完な どと いう 無駄な 作業に 浪費して しまった。 「物語 作家に よる 物語への 
不信の 表明」 「物語 作家が 現実 回帰を 説く」 という 事態に よって、 ごく 一部の (物語な しには 
生きられない) 人間は 大ダメ ー ジを 受けた の だ。 もちろん、 大多数の アニメ ファンは、 その 
ような ことで 傷ついたり はしな かった。 普通に 批判を 無視して アニメ ファンで あり 続けた の 
だった。 しかし 僕は 現実に あまりに も 追い詰められす ぎていた。 僕の 小説家と しての 才能の 
大部分は、 この 時に 浪費され て 失われて しまった。 人間の 才能は 二〇 代で 枯渴 し、 三 〇代以 
後は その 才能の 残り 香を 反復し 補強す る 作業を 続ける 余生で しかない。 これ も ショ ー ペン ハ 
ゥア ー の 言葉だった ろうか。 

そして、 そのような 無駄な 葛藤を 『電波 男』 を 書く ことで やっと 終わらせた 時、 僕は もう 
年老いて いたのだった。 それでも 脳 内 恋愛 や 脳 内 家族の 物語を 書き続け るのは、 それ 以外に 
自分を 生かす 世界を 僕が 知らないから なので ある。 大勢の 人間が 現実 だと 信じた 物語が、 現 
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実になる の だ。 その 信念は 未だに 揺るがず、 今後 も 変わらないだろう。 ただ、 僕 自身が その 
ような 物語を 書ける かどう かは 非常に 疑わしい。 それでも、 こうして 「脳 内 恋愛」 の 効用を 
説き 続ける ことに 意味は あるだろう。 僕の ように、 「アニメ なんて 現実 逃避 だ」 という 悪意 
に 満ちた 言葉に 打ちのめされて 無駄に 人生を 浪費して しまう 未来の 戯作者 や 読者を 一人で も 
減らす ことができれば、 それだけ でも ある 種の 人々 にと っては 幸いだろう。 脳 内で 物語を 紡 
ぎ 自らを 癒す 行為は、 現代の 恋愛 セックス 資本主義 社会が 陥った ニヒリズムを 克服す る 第一 
歩な ので ある。 


あとがき 映画 版 『素粒子』 に 追加され た 「救い」 


「I 理論 篇」 の 冒頭で 紹介した ゥ エル ベックの 小説 『素粒子』 では、 「人文 系」 を 代表し 
て 登場す る ブリュノには 最後まで 救いが 訪れない。 ゥ エル ベックは、 神を 喪失した 現代人が 
恋愛と セックスの 中毒に 溺れて 破滅して いく 末路は 不可避で あり、 もはや 文学 や 哲学な ど 
によっ ては 人間は 恋愛 中毒から 脱出で きないと 考えた。 故に、 恋愛 中毒を 終わらせる 救世主 
は 科学者 ミシェルの 「科学的 発見」 でなければ ならなかった。 ミ シヱ ルは、 人間の 闘争 本能 
の 根源で ある 「生殖」 を 科学的に 完全に コント ロー ルす る 方法論を 発見した の だ。 こうして 
「有性生殖」 と 「個体の 死」 という 人間の 根源 的 課題から 自由に なった 新人 類が 人工的に 誕 
生 させられる ことと なり、 以後、 死に 怯えながら 性 淘汰 闘争を 繰り返す 旧人 類は 自分たち が 
もはや 不必要な 存在に なった ことを 知って ゆるやかに 滅亡して いくの だ。 

であるから、 当然 ブリュノ もまた、 まった く 救われない まま 精神病院に 収容され、 その ま 
ま 死んで いくとい う 結末を 迎える。 

『素粒子』 は ドィツの オ スヵー •レ ーラ ー によって 映画化され たが、 レーラ ー にと って この 
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『素粒子』 の 結論は 受容し がたい ものだった。 人文科学が 全て 無効な ので あれば、 映画 だっ 
て 無効 だから だ！ だから レーラ ー は 結末を 書き換えて ハツ ピー エンドに した。 ブリュノに 
救いを 与えた の だ。 ただし、 その 救いとは、 言うまでもなく 「脳 内 恋愛」 だった。 ブリュノ 
は 恋人の 自殺に ょって 精神 崩壊して しまう の だが、 映画 版では 精神病院の 中で ブリュノの 目 
の 前に 死んだ はずの 恋人が 現れる の だ。 もちろん 彼女は ブリュノの 脳が 見せて いる 幻覚に す 
ぎない の だが、 それでも ブリュノは 脳 内 彼女との 脳 内 会話に ょって 癒される のだった。 

つまり、 文系の 方法論では、 結局のと ころ 孤独な 人間の 魂を 癒す 救いは 「脳 内 恋愛」 しか 
ない という 結論し か 導き出せな いので ある。 そして 物質文明 である 現代 社会に おいて、 脳 内 
彼女と 脳 内 会話を 続ける ブリュノは、 結局は 「精神障害 者」 でし かなく、 精神病院に 隔離 さ 
れる 運命で しかない。 恋愛 セックス 資本主義 社会が 「脳 内 恋愛」 を 認める はずがない の だ。 
だが、 物質 世界に おいて 恋愛が 不可能で ある 以上、 脳 内 恋愛 以外に 救いは ない ので ある。 救 
われる ためには 社会から 孤 絶し なければ ならない の だ。 元々 キリスト教 も 仏教 もそう だっ 
たでは ないか。 社会との 縁を 切って 孤立し、 自己の 脳 内で 「解脱」 なり 「悟り」 なり 「宗教 
的 法悦」 の 状態を 造り 出す ことが、 宗教 的な 救済だった のでは ないか。 にも 拘わらず、 表面 
的 •一面 的な 唯物論 思想が、 脳 内 救済を 「幻覚」 「幻想」 「精神 異常」 という ヵテゴリ ー に 押 
し 込んで しまった ので ある。 だから ブリュノには、 老いた ブ男で ありながら 無理やりに セツ 
クスと 恋愛を 求めて 不断の 性 淘汰 闘争を 続ける か、 それとも 精神病院に 隔離され て 脳 内で 救 
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われる か、 の 二者択一 しか 無かった の だ。 真の 救済は、 社会的に も 「それが 救済で あり 善 
である」 と 認められた 形で 行われなければ ならない はず だ。 しかし 現実 恋愛 (つまりは セッ 
クス) のみに よって 人は 救われる という 思想に 侵されて いる 現代 社会では それは 不可能な の 
だ。 もはや、 「脳 内 恋愛」 という 個人的な 宗教 システム すら、 恋愛 セックス 資本主義 市場は 
その 存在を 許さない の だ。 

レー ラ ー 版 『素粒子』 は 「文系」 の 限界を 如実に 示して いるの だ。 

もっとも、 ドイツで 『素粒子』 がその まま 映画化で きる とは とても 思えない が。 という 
のは、 ドイツには ナチ ス 時代に 「科学に よる 人種改良」 を 実践し ようとした 過去が あるか 
らだ 。ナチ ス は、 金髪 碧眼 長身の 純粋 アー リア 人種 こそ 人類の 中で もっとも 優良な 人種で 
あると いう 幻想の もとに、 ア ー リア 人種を 繁殖 させ、 ア ー リアの 純血 性を 守る ために ユダ 
ヤ人 などの 非ア ー リア 系を 弾圧した のだった。 ナチ ス •ドイツは、 「美」 と 「健康」 と 「生 
殖」 という 動物 的 本能に 完全に 支配され てし まって いた。 しかし ここで 近代 ヨーロ ッバに お 
ける 人類 進化論に ついて 語る には、 いかにも 枚数が 残り 少ない。 『素粒子』 が 書かれて ヒッ 
卜 した 背景には、 「美」 「健康」 「生殖」 「生存」 「闘争」 といった 動物 的 本能を ヨーロ ッバが 
追求した 結果、 ヨーロ ッバ 全体が 回復 不能な ほどの 大ダメ ー ジを 被る ことにな った、 という 
過去への 絶望が ある ことは 間違いない。 一見 科学 文明が 勝利した かに 見える 現代は、 実は D 
N A に 支配され た 闘争 本能 剝き 出しの 地獄に すぎな かった。 ならば DN A を 改造し、 人類 か 
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あとがき 


ら 「死」 や 「生殖」 や 「闘争」 といった 残虐 性 •暴力 性を 取り除いて しまう しかない。 ウェ 
ル ベックは 「本能に 支配され、 科学技術を すら 本能の ためにし か 利用で きない ヨーロ ツバ 人 


はもは や 『全き 者』 に 取って代わられて 滅びるべき なの だ I 


レ 


う テー マで 小説を 書いた の 


だ。 ゥ エル ベックは フランス 人だった からま だし も、 ドィツで 堂々 とこん な 主張を すれば、 
たとえ 映画で あれ ナチ スの アー リア 人種 優性 保護 政策を 喚起して しまう だろう。 だから レ ー 
ラ ー は 映画の 末尾に こう 付け加える ことし かで きなかった の だ。 

「男性の Y 染色体が 人間の 暴力 性の 原因と なって いる ことが 明らかに なった」 

これは、 人間の 闘争 本能が DN A に 規定され ている という ことを 遠回しに 言って いるの 
だ。 結局のと ころ、 もはや 我々 は 恋愛 や 闘争と いった 人間の 行動に ついて、 科学的に 分析す 
る 以外の 解決策を 想起で きないの だ。 

しかしかろう じて、 個人的な、 小乗的な 救いは 残されて いる。 それが 「脳 内 恋愛」 なの 
だ。 その 最後の 救いを も 無惨に 圧殺し ようとす る 言説に 対して 立ち上がって みたの が、 この 
本な の だ。 全ての 人間は 脳 外に おいて 不自由で あるが、 脳 内に おいては まったき 自由で あ 
る。 脳 内の 自由を 奪う 権利は、 なんび とに も 無い。 


二 〇〇七 年 九月 
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